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序章

｢彼 (アレン･ギンズバーグ)は､真の詩人なのか､それとも彼は､1950年代､1960

年代の吟唱詩人というポーズをとる『有名人』なのか?｣(IshelAl1enGinsberg]areal

poet,orishea"personality"Posingasthebardofthe1950'Sand1960'S?)､という疑

問を､トマス･F･メリル (ThomasF.Memill)は 『アレン･ギンズバーグ』 (Allen

Ginsberg,1969)の ｢序文｣ ("Preface")において投げかけている｡メリルは著書の中

で､｢詩人としてのギンズバーグの価値､という疑問に焦点をあてた｣(tofbcusuponthe

questionofhiswo血 asapoet)のであるoそ㌘理由としては､アレン･ギンズバーグ

(AllenGinsberg,1926-97)が1956年に発表した詩集､『吠える その他の詩』(Howland

OtherPoems)が､公文書猿索罪で発禁処分を受けた事実もあり1､ギンズバーグを含む､

彼の仲間の外見や行動などによって､彼のスキャンダラスな部分のみが公の場で強調

された､という点が挙げられるだろう.その猿索裁判でギンズバーグは世に名を知ら

しめることとなったが､当時の彼は文学界においては､｢悪名高い 『吠える』の著者で

あるビート族の若者｣([A]sthebeamikauthorofthenotoriousHowl)として世間に位置

づけられていたようだ2.ここにある ｢ビート族｣(thebeamik)ということばにある､

接尾辞の"nik"が示唆するように､当時､｢ビート世代｣(theBeatGeneration,theBeats)

は一般的に軽蔑の念をもって社会に受け止められていた30そこでは文学者､批評家の

みならず､ジャーナリスト､社会学者､文化人類学者などによって､｢ビート世代｣は

｢悪｣のイメージをもって酷評されることが常であった4.しかし後に､ローレンス･リ

ブトン(LawrenceLipton,1898-1975)が ｢ビート族｣を ｢聖なる野蛮人｣(TheHoly

Barbarians)と呼んだことは有名であり､詩人ウイリアム ･カーロス ･ウィリアムズ

(WilliamCarlosWilliams,1883-1963)や､詩人､批評家でもあるリチャード･エバ-

ハート(mchardEberhart,1904-2005)らによる文学作品の評価によって､｢ビート世

代｣の扱いや定義は徐々に変化し､彼らは社会に認知されるようになる｡しかし現在

では､｢ビート世代｣ということばの意味､定義は批評家や学者による解釈に関して多

岐にわたる｡そういった現状を認めながら､rビート世代｣研究の第一人者とされるア
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ン･チャーターズ(Am Charters)は､｢ビート世代｣の作家の特徴を指摘している.

Overtheyearstherehasbeenconsiderableconfusionaboutthemean1ng

oftheterm BeatGenerationwriters.日.TheBeatwriterswroteso

persuasivelyaboutwhattheysawasrepressivesocial andpoliticalconditions

intheUmitedStatesthattheyhelpedtobringaboutchangesinthe

consciousnessofmanyyoungAmericanswhoread血eirpoemsandnovels

andcaughtthespiritoftheirrebellionagainsttheconformityoftheirtime.

(DLB16-1ix)

長い間､『ビート･ジェネレーションの作家達』という言葉の指す意味につ

いて､無視Lがたい混乱が続いてきた｡･･･ビート作家達は､合衆国におけ

る社会的 ･政治的に抑圧された状況を､彼らがどのように見つめているかと

いうことを､大変な説得力を持つ文章で書き上げたのである｡それゆえ彼ら

は､彼らの詩や小説を読んだ若いアメリカ人に意識の変革をもたらす手助け

ができたり､時代の体制に対する彼らの不服従の精神を勝ち取ることができ

たのである5｡

チャーターズからの引用にある､『ビー ト･ジェネレーションの作家達』(Beat

Generationwriters)とは､漠然としており､どの作家をビート･ジェネレーションの

作家とみなすか､という点においても､様々な解釈が見られる｡例えば､チャーター

ズによるペンギン版の 『ビート読本』(ThePoT･tableBeatReade7;1992)では､広範囲

の ｢ビート世代｣の作品を網羅し､そこに属すであろう作家たちを六分野に分けて紹

介している.第-都では ｢東海岸のビート世代｣("EastCoastBeats")と題して､1950

年代の､｢ビート世代｣ということばが誕生したニューヨークを舞台とした､ジャック･

ケルアック(JackKerouac,1922-69)､ギンズバーグ､ウイリアム･バロウズ(William

BurroughS,1914-97)ら三人を中心にまとめられる｡第二部では､｢ニール･キヤサディ

の加入｣("EnterNealCassady")というタイトルのもと､｢ビート世代｣において ｢ヒ

ーロー｣とみなされているニール ･キヤサディ(NealCassady,1926-68)とケルアック

の交流が描かれている｡第三部ではその標題､｢サンフランシスコ･ルネッサンスの詩

人たち｣("SomeSamFranciscoRenaissancePoets")が指し示すように､ケネス･レッ

クスロス(Kenneth Rexroth,1905-82)､ローレンス ･ファーリングッティG,awrence

Ferlinghetti,1919-)､ゲイリー ･スナイダー(GarySnyder,19301)ら､つまり西海岸で
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ポェトリー ･リーディングを行っていた詩人たちを ｢ビート世代｣として掲載する0

第四部においては､アミリ･バラカ(AmiriBaraka,1934-)､ボブ･ディラン(BobDylan,

19411)､フランク･オハラQTrankO'Hara,1926166)など､どちらかといえば ｢ビート

的｣な詩人を扱った ｢その他の仲間 旅行者たち｣("OtherFellowTravelars")という

セクションとなっている｡ここでは､アン･ウオルドマン(Am Waldman,1945-)が登

場し､彼女は｢ビート世代｣における初めての女性作家であると位置づけられている｡

続く第五部は､｢回顧録と死後の敬意｣("MemoirsandPosthum ousTributes")と題され､

チャールズ ･ブコクスキ(CharlesBukowski,1920-94)､ケン･キージー(KenKesey,

1935-2001)ら､｢東海岸のビート世代｣と交流のあった者たちが彼らに対する賛辞を寄

せているO最終部である第六部は､それまで取り上げた作家たちの最近の作品を扱っ

た､｢最近の作品｣("LaterWork")を載せることで締めくくっている｡しかし､ゲイリ

ー ･スナイダーは､自分自身はサンフライシスコ･ルネッサンス(SanFrancisco

Renaissance)に属す詩人であるとし､｢ビート｣とはギンズバーグやケルアックと､そ

の周辺に集まる仲間を指すものと語っている6｡一方で､アン･ダグラス(AmDollglas)

は､アレン･ギンズバーグ､ジャック･ケルアック､ウイリアム･バロウズを ｢ビー

ト運動の創始者｣(也efblmdersof仏eBeatMovement)と認めながらも､｢ビート世代｣

の作家たちにとってでさえ､｢ビート｣ということばは異なった理解をされているとし

た7｡このように､｢ビート世代｣の作家たちは時代別に分け､考えられることが多い

が､しかし志村正雄は､｢ビート｣を ｢ハード･ビート｣(hardbeat)と ｢ソフト･ビー

ト｣(softbeat)という二つに分類することを提案している｡志村によると､作家が ｢ハ

ード･ドラッグ｣(harddmg)か､｢ソフト･ドラッグ｣(soRdmg)を使うかを基準とし､

前者にウイリアム･バロウズや初期のギンズバーグを､後者にケルアックやゲイリー･

スナイダーを当てはめた｡さらに志村は､ギンズバーグを ｢ハード型からソフト型-

移行｣した作家とし､その境界線の移動を可能としたのである｡また志村は､｢ビート｣

は文学運動を示すものではないといい､ビートのうちのごく少数が文学に関わってい

るとした8｡また､リチャード･メルツァー(mchardMeltzer)は､｢158のビート族の

本についてのもうひとつの表面上の一遍｣("Ano血erSuperficialPieceabout158

BeamikBooks")と題して､｢何がビー トで何がビートではないのか｡誰がビートで､

誰がそうではないのか｣(Wh atBeatis.Wh atBeatisn't.Wh oitisandisn't)ということ

を論じ､｢ビート｣に該当する文学者を見極める試みを行っている｡バリー･マイルズ
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(BarryMiles)は､｢ビート世代はアメリカのブルームズベリー･グループとなった｣(The

BeatGenerationhadbecomeAm erica'sBloomsburyGroup)と例える9｡さらにキャロ

ライン･キヤサディ(CarolynCaSSady)は､｢(ビート世代の王という)ジャック (ケル

アック)-の載冠と同じように､『ビート世代』はメディアとアレン･ギンズバーグの

創作品であった｣(LikeJack'scoronation,the"BeatGeneration"wasaninventionof

themediaandAllenGinsberg)と述べている10.以上のような ｢ビート｣に関するコメ

ントは､文学上における定義を試みた一例であるが､ゴードン･ボール(GordonBall)

は､｢ビート世代と､我々に､大きく多次元にわたり常に成長する遺産を与える事実に

関する鍵は､多くの異なった文学と審美的伝統の形式と活力を吸収する彼らの能力で

ある｣(akeytotheBeats,andtothefactthatthey'vegivenusalarge,

multi-dimensionalandever-growinglegacy,istheirabilitytoabsorbtheform and

vitalityofmanydiHerentliteraryandaesthetic.traditions)と述べているlloこのように､

｢ビート｣を ｢大きく多次元にわたり常に成長する｣(large,multi-dimensionaland

ever-growing)ものという見地で眺め､それを文化論にまで広げて論じると､｢ビート｣

の解釈は膨大な数にのぼり､枚挙にいとまがない｡議論がまた別の議論を喚起し､｢ビ

ート世代｣の扱いや定義は徐々に変化する中で､彼らは社会に認知されるようになっ

たわけである｡そのような ｢ビート世代｣とギンズバーグとの関係は､互いに密接で

あることはいうまでもない｡

｢ビート世代｣や ｢ビート｣にまつわる議論が多種多様であるのと同様に､約半世

紀前の､メミリルによる ｢真の詩人なのか､それとも彼は､1950年代､1960年代の吟

唱詩人というポーズをとる 『有名人』なのか｣というギンズバーグの実態についての

問いかけは､現在ではさらに拡張している｡ギンズバーグは､全般的にまず､｢ビート

作家｣､｢ビート詩人｣(abeatpoet)と呼ばれることが最も多く､その他としてはユダヤ

系作家､預言者､仏教徒､対抗文化の先駆者､同性愛者､麻薬中毒者､ロック歌手､

旅人､平和活動家など､文学史､文化史上分類するための形容句は現在では数多く見

受けられる｡例えば､諏訪優は､｢ギンズバーグは詩人でもあるが､思想家とも言え､

平和運動の推進者とも言え､ヒンズー教の導師でもある｣と呼び12､マイカル ･ギル

モア(MikalGilmore)は､｢LSDといった幻覚剤についての､1960年代の議論において､

ギンズバーグは中心的役割を担う者となった｣(Ginsbergbecameakeyplayerin也e

1960sargum entoversuchpsychedelicdrugsasLSD)と指摘した13｡マーシャル･ロー
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ゼンタール(Marshal1Rosenthal)は､｢アレン･ギンズバーグは旅人である｣(Allen

GinsbergisaTraveler)と呼び､｢ジャーナリスト｣(ThisisGinsbergtheJoumalist)とい

いもする14｡良くも悪くも､｢吠える｣を世に出し有名となって以降､ギンズバーグは

詩の創作のみならず､詩に曲をつけてギターを演奏しながらCDを発表したり､｢ビー

ト世代｣を撮った映画に出演に本人役として出演したり､ヴェトナム戦争の反戦デモ

に参加したり､政治的発言をおこなったりと､その活動は多岐にわたる｡彼のもつ自

身のイメージの多義性は､彼が私生活をできるだけ公に公開していたことに基づいて

いる｡例えば､ピーター ･オーロフスキー(PeterOrlovsky,1933-)を1950年代から晩

年まで恋人として同伴し､すでに同性愛者としてその存在を公表していた｡その恋人

をつれて､アメリカ国内のみならず､イギリス､フランス､イタリア､インド､日本

など､世界中を旅行してまわった｡特に､インドではチベット仏教の修行に参加し､

仏教の真髄を学ぼうとしたほどであった｡また,､詩作の際ドラッグを使用したり､旅

先で何度も全裸になったりと､彼の行動は周囲の注目を引いた｡その結果として､一

部の若者から賞賛され､その存在をヒッピーの開始者と崇められたり15､当時のロッ

ク歌手､例えばジョン･レノン(JolmLennon,1940180)や､U2のヴオーカl)ストであ

るボノPono,1960-)とは交友が深く､対抗文化の騎手と位置づけられたりもしているo

以上のように､広範囲､多様な分野で語られ､影響を与えるアレン･ギンズバーグは､

文学史においても様々な評価がなされているのが現状である｡しかし､｢ビート世代｣

について､チャーターズは､｢戦後の大変革の時代に現れたビート･ジェネレーション

は､文学運動以上のものであったと言えよう｡が､その核心は､やはりその文学にあ

･つたのである｣(Emergingatatimeofgreatpostwarchange,theBeatGenerationwas

morethanliterarymovement,butatitsheartwasitsliterature,DLB16-1ix)と､彼らの

文学の価値を指摘している｡同様に､-レン･ヴェンドラ-(HelenVendler)は､『ニュ

ーヨーカー』(TheNew Yorker)によせた 『ギンズバーグ詩集 194711995』PIlen

GinsbergSelectedPoems1947-1995,1996)の書評において､ギンズバーグの詩の重要

性を主張している｡

YetGinsberg'sremarkablepoeticpowershavebeenlessextensively

commented on than hismany charities,hisindefatigablepolitical

investigations,hissupported ofotherwi ters,histhrongedreadings

(accompmiedbyflngerCymbals,ha-onium,chants),hisworldtravel,his
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theatriCalprotests,hismoralinjunctions(againstthehydrogenbomb,against

political1ies,againsteco-destruction).Theseactionsmakehimasignificant

culturalfigure,butitisthepoebythatmakeshimasigni丘Cantliteraryfigure.

(RぷP98)

それでも､ギンズバーグの持っ非凡な力に比べると､数々の慈善行為､飽く

ことなき政治的探求､他の作家たちの支援､満員の朗読会 (指ならしシンバ

ル､足踏みオルガン､詠唱などの伴奏つき)､世界各地-の旅行､芝居がかっ

た抗議､道徳的禁止令 (水爆､政治的欺楠､環境破壊に対しての)といった

ことばかりが広く取り沙汰されてきた｡こういった行動のおかげでギンズバ

ーグは文化的重要人物となったが､文学的重要人物たりえているのはあくま

で詩のおかげなのである16｡

社会的活動や､政治的な運動､そして文化的なその存在感によって､現在ギンズバー

グは､確かに ｢文化的重要人物｣として位置づけられている｡しかし､チャーターズ

やヴェンドラーが指摘するように､ギンズバーグの作品､すなわち彼の詩の重要性を

問うことに意義があるということを､われわれは忘れるべきではない｡

本論文では､ギンズバーグの代表作､｢吠える｣("Howl,"1956)､｢カディッシュ｣

("Kaddish,"1962)､『アメリカの没落』(TheFallofAmerica,1973)の､三作品を中心

におき､彼の作品研究をおこなうことを目的とする.第-章では､ギンズバーグが公

に出版した最初の詩である､｢吠える｣について論じるo｢ビート｣の持つ多様な意味

と､｢吠える｣の作品意義を並行して捉えながら､第-節ではまず､｢吠える｣におけ

る冒頭の､｢僕は見た 狂気によって破壊された僕の世代の最良の精神たちを 飢え

苛ら立ち 裸で｣(Isaw也ebestmindsofmygenerationdestroyedbymadness

starvinghysteriCalnaked,126)17という詩行に注目する.まず､｢吠える｣における語

り手が目にした､｢僕の世代の最良の精神｣を ｢破壊｣した ｢狂気｣とは何か､という

主題の解明を試みる｡その手がかりとして､｢吠える｣の第二部での冒頭､｢頭蓋骨を

叩き割って 脳とイマジネーションを食っている あのセメントとアルミニュームの

スフィンクスは何か?｣(Wh atsphinxofcementandalum inum bashedopentheir

skullsandateuptheirbrainsandimagination?131)という行を手がかりとして､第二部

で中心的役割を果たす ｢モーラック｣(Moloch)の実態の分析をする｡そこには､第二

次大戦による戦争好景気を迎えていた 1950年代､その物質的繁栄､経済的豊かさを
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世界-知らしめていた､アメリカの裏に横たわっていた正反対の状況が､当時の人々

の心の中に影をおとしていたという事実があった｡詩人は鋭い感性と敏感な感覚によ

って､いちはやくその ｢打ちのめされた｣(beaten)人々を ｢吠える｣をとおして措いた

のである｡続く第二節では､その ｢打ちのめされた｣人々を描写する手段としてもち

いた､｢吠える｣における ｢ヒップスター｣Olipsters)の存在に着目する｡｢吠える｣に

措かれた ｢ヒップスター｣の代表的人物としては､ニール ･キヤサデイ､カール ･ソ

ロモン(CarlSolomon)が挙げられる｡特にニール･キヤサディが ｢吠える｣において､

｢これらの詩のかくれたヒーロー｣(secretheroofthesepoems,128)という位置づけを

されていることに注目する｡またニール ･キヤサディは､ジャック･ケルアックの小

説､『路上』(OntheRoad,1957)においても主人公のモデルとされており､彼の人物

像､特有な性質を明らかにすることで､なぜ彼が ｢隠れたヒーロー｣となりうるのか､

ということを検証する｡一方で､カール ･ソロモンは､｢カール ･ソロモンのために｣

("ForCarlSolomon")という ｢吠える｣の献辞が指し示すように､｢吠える｣が捧げら

れたとされる人物である｡r吠える｣の第三部は､語り手が精神病院に入院しているソ

ロモンに対し嘆き､悲しみを表すエレジーとなっている｡キヤサディーとソロモン､

この二人の ｢ヒップスター｣をとおして､｢吠える｣における､｢狂気｣と ｢正気｣の

逆転の図解が描かれていることを明らかにし､その逆説的アプローチが､｢吠える｣の

中枢を担っていることを論証していく｡そこで､｢打ちのめされた｣という意味であっ

た ｢ビート｣は､｢至福に輝いた｣(beatific)という意味に変質するのである｡｢吠える｣

についての最終節である第三節では､ギンズバーグが最終的に到達した ｢至福に輝い

た｣世界を検討するoウイリアム ･カーロス ･ウィリアムズのいった､ギンズバーグ

は ｢預言者エレミヤと近いようだ｣(parallelinghimwiththeprophetJeremiah)という

ことばを鍵に､｢吠える｣と､聖書における 『ェレミヤ書』と『哀歌』を比較すること

で､語り手の中の預言者的要素を考察するO最終的には､｢吠える｣に描出された世界

と､批評家のサックバン･バーコピッチ(SacvanBercovitch)が提唱した､｢アメリカの

嘆き｣他eAmericanjere血ad)の文学に見られる世界との類似性を指摘する｡

続く第二章では､｢カディッシュ｣を扱うOこの作品は､一般的にも､ギンズバーグ

の母親､ネィオミ･ギンズバーグPaomi Ginsberg,1894-1956)に捧げられた ｢エレジ

ー｣(elegy)と分類されるように､まず､｢カディッシュ｣におけるエレジーとしての意

義を論じる｡まず第一節では､ピーター ･サックス(PeterM.Sacks)による､エレジー
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論を参考とする｡サックスはエレジーの伝統的形式が､いかに喪失の経験と慰めの希

求と死者の賛美であるかを問い､また ｢伝統的手法｣(̀TheConventions')という視点

から､｢パストラル ･エレジー｣(pastoralelegy)を関連付け論じた｡全六部で構成され

た ｢カディッシュ｣を順に論じることで､サックスのいう伝統的エレジーが､詩に反

映された部分を明らかする｡しかし同時に､｢伝統的エレジー｣からはずれる ｢カディ

ッシュ｣の要素を検証するO第二節においては､その ｢伝統的エレジー｣とは別の方

向に向かうような ｢カディッシュ｣の側面に焦点を当てる｡そこで､ジョアン･ラマ

ザーニ(JahanRamazani)が定義した､｢反エレジー的｣(anti-elegiac)｢モダン･エレジ

ー｣(modem elegy)の理論を新たに導入する0第一節において､ギンズバーグの ｢カ

ディッシュ｣は､｢伝統的エレジー｣としての性質を備えていることがわかった｡確か

に､ギンズバーグが ｢カディッシュ｣を詩作した動機は､ネイオミを失ったという喪失感

に拠るものであるが､その喪失感から生ずる嘆きは､作品において単に自己-の慰めや死

者-の賛美-と向かうことはなかった｡その方向性を､｢カディッシュ｣に描かれたネィオ

ミの姿を読み解くことで明らかにしてく｡ネィオミをとおしてみられる語り手の中には､

嘆きや悲しみ､慰めといった感情ではおさまることのない心情が暴露されていた｡さら

に､｢カディッシュ｣におけるネイオミ像を､西洋文化､文学における美の女神である

ヴィーナス像と比較することで､本作晶における､ラマザーニの提案した ｢反エレジ

ー｣の ｢反｣の部分を集中して分析する｡最終的には､そこから現れる､嘆きから変質

した ｢カディッシュ｣が示す詩人独自の悲歌を検討する｡

第三章では､長編詩 『アメリカの没落』を論じる｡本作晶の第-部の標題､｢西海岸

から東-の渦をとおって 1965-1966｣(ThrutheVortexWestCoasttoEast1965-1966)

の中にあるように､｢渦｣(Ⅵ)rtex)ということばに関連する､｢渦巻派｣(Ⅵ)rticism)の思

想を取り上げる｡｢渦巻派｣とは､ウィンダムリレイス(WyndhamLewis,1882-1957)

とエズラ･パウンド(EzraPound,1885-1972)が中心となって推奨した芸術運動であり､

｢渦｣の中心に集中して存在するエネ/レギーに注目した一派である｡『アメリカの没落』

は､基本的には語り手による全米の旅であるが､第一節では､本作晶に見受けられる

もう一つの旅､つまり語り手の意識の旅を考察する｡『アメリカの没落』が創作された

当時アメリカは､ヴェトナム戦争-の本格的軍事介入がなされていた真っ只中であっ

た｡詩人は､ラジオ放送や新聞､雑誌の記事といったマス･メディアからの情報を加

工することなく､詩に挿入した｡それに加え語り手の意識の流れにみられるヴェトナ
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ム戦争に対する反戦意識は､アメリカという国全体に対する批判-と拡大する｡語り

手は､旅行中に目にした全米の風景､自分の意識､そしてマス･メディアといった､

それぞれの断片を､｢渦｣のもつエネルギーで巧みに 『アメリカの没落』を､｢渦｣の

構造-と構築した｡そのような､『アメリカの没落』における､ギンズバーグ独自のヴ

ェトナム戦争批判の手法を検討する｡第二節では､第一節で主題として挙げた ｢ヴェ

トナム戦争批判｣とは､全く異なった性質をもつ､『アメリカの没落』に措かれたアメ

リカの大自然の描写を考察する｡本作晶における自然描写は､ギンズバーグのそれま

での作品､r吠える｣や ｢カディッシュ｣にはなかったものであるO全米の旅をおこな

いながら､語り手は､道中で見たアメリカの大自然を描出したが､『アメリカの没落』

にみられる自然描写は､過去の詩人が措いたような､美しく､感傷的な自然ではなか

った.そこには､第-節で論じた ｢ヴェトナム戦争｣という語り手の意識にある現実

と､表裏一体の構造をなした自然が表出されているのである.また､アメリカの自然

風景の中に､第一章の第二節で取り上げたニール ･キヤサディの死を偲ぶ語り手の姿

が認められる｡同じく自然をとおして､語り手は､ジャック･ケルアックやウイリア

ム･バロウズなど､自分の仲間との思い出を顧みるのである｡このような語り手の哀

愁をもった自然描写に加え､『アメリカの没落』に創造された ｢渦｣の構造､また ｢渦｣

のもつエネルギーを合わせて考えたとき､本作晶における､最終的に到達したアメリ

カに対する新たな詩人の預言が認められるのである｡

最終章である第四章では､主としてギンズバーグの作品における詩形に焦点を当て

る｡第-節では､ギンズバーグが詩作を始めてから､｢吠える｣に至るまでの詩形の変

化を追跡する｡詩作を始めた当初は､彼の詩はどちらかといえば伝統的要素の強い詩

形を有していたが､その後試行錯誤を繰り返す中で､彼の詩形は明白な変質を遂げて

いく｡そしてついに､｢吠える｣を創作する際､それまでにはなかった ｢息｣に詩人は

気付くことになる｡｢吠える｣の詩形は､英米文学史上みても､それまでには見られな

かったような新しい詩形であり､その ｢息｣をもったギンズバーグのリズムは､同じ

く ｢カディッシュ｣においても中心的役割を担うものであった｡続く第二節において

は､『アメリカの没落』にみられる､ギンズバーグの ｢息｣の詩形が変質した姿を追及

する｡確かに 『アメリカの没落』でも､詩人の ｢息｣は継続されていたが､ギンズバ

ーグは一層の試みをし､その ｢息｣に新たなェネルギーを投入することに成功したO

以上のように､ギンズバーグの三大長編詩である､｢吠える｣､｢カディッシュ｣､『アメ

9



リカの没落』を中心に彼の詩の世界を論じ､合わせて彼の詩形を分析することで､最

終的に文学史における､詩人であるアレン･ギンズバーグの詩の意義を再検討する｡
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第一章 ｢吠える｣("Howl,"1956)

-預言者的詩人としてのギンズバーグー

(1)ビート詩人が ｢豊かなアメリカ｣の奥底に見たもの

小説 『路上』の作者であるジャック･ケルアックが､初めて ｢ビート世代｣とい

うことばを使った話は有名である｡｢ビート｣ということばはもともと､ハーバート･

ハンケ(HerbertHulCke,1915-96)が､当時の自分たちの状態を表すためにもちいた1｡

1948年､rビート世代｣ということばは､釆/レアックと､彼の友人であり､また同

じく小説家でもあるジョン･クレロン･ホームズ(JobnClellonHolmes,1926-88)が､

｢失われた世代｣のことを挙げて ｢世代｣の本質について論じていた時､ケルアッ

クが口にした20その後1952年に､ホームズは当時のことを 『ニューヨーク･タイ

ムズ･マガジン』(NewYorkTl'mesMagazine)に､rこれがビート世代だ｣("Thisisthe

BeatGeneration,"1952)という表題で見解を述べているo

ItwasthefaceofaBeatGeneration....ItwasJolm Kerouac...

wh0...severalyearsago...Said'Youknow,thisisreallyabeatgeneration.'

TheoriginsOfthewordbeatareobscure,butthemeaningisonlytoe-clearto

mostAm eriCanS.Morethan thefeelingofweariness,itimpliesfeelingof

havingbeenused,ofbeingraw.Itinvolvesasortofnakednessofmind,and,

ultimately,ofasoul;a'feelingofbeingreducedtothebedrockof

consciousness.Inshort,itmeansbeingundramaticallypushedupagainstthe

wallofonesel£(Holmes58)

それはビート世代の顔であった ･･･｡数年前に･･･｢みてのとおり､

これはまさにビー ト世代だよ｣と言ったのは ･･･ジャック･ケルアックだ

った｡ビートということばの源は､暖昧であるが､その意味はほとんどのア

メリカ人にとってあまりにも明白である｡疲労感以上の､それがほのめかす

ところは､使われ､むきだLという感覚である｡それは､心の裸､つまり魂
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の裸といった類を含む｡すなわち意識の根底-と圧縮される感覚である｡要

するに､それは自己の壁-つまらなく押し付けられることを意味する｡

この記事によって始めて､｢ビー ト世代｣ということばが公の場に現れることになっ

た｡同じくその年にケルアックは､のちに出版する小説 『路上』の一部となる断片

を､『ビー ト世代のジャズ』(LTazzoftheBeatGeneration,1951)というタイ トルのも

と､匿名で出版している｡このようにして､｢ビー ト世代｣ということばは生まれ､

徐々に当時の社会に浸透していくことになる｡

次に､｢ビー ト世代｣と呼ばれた芸術家たちの活動について述べると､1950年代

半ば､サンフランシスコでは､詩人であるケネス ･レクスロスやローレンス ･ファ

ーリングティの活躍によって､ポェ トリー ･ムーヴメントが盛んに行われていた｡

レクスロスは､ビー ト詩人アレン･ギンズバーグの強力な支持者のひとりであり､

ファーリングッティは､アメリカ初のベーパ㌃バック専門の書店であるシティー ･

ライツ (CityLightsBooks)のオーナーであり､ちょうどサンフランシスコで活動

している詩人たちの詩集を出版し始めたところであった｡彼らは､カフェテリアや

アー ト･ギャラリーで酒を飲み､ジャズを聞きながら､定期的にポェ トリー ･リー

ディングの会を行っていた｡のちにこの文学的運動は､サンフランシスコ･ルネッ

サンスと呼ばれるようになる｡そして1954年､ジャック･ケルアックと､小説 『路

上』の主人公のモデルであるニール ･キヤサディー､およびアレン･ギンズバーグ

の3人が､サンフランシスコに引っ越してくる｡彼らは､コロンビア大学時代の古

くからの友人同士であり､常に詩と同様､芸術そのものに深い興味を持っていた｡

それゆえ､彼らが､サンフランシスコで行われていたポェ トリー ･リーディングに

すぐに参加するようになったのは当然のことである｡1955年 12月､100人から200

人の聴衆が､6人の詩人が自作の詩を読んだポェ トリー･リーディングの行われた､

シックス ･ギャラリーに集まった｡その際､詩を最後に発表したアレン･ギンズバ

ーグが､｢吠える｣の冒頭の一行を読んだ時､聴衆は恐怖と驚きで一瞬の間に唖然と

なったと言われている｡一般的に言って､これが ｢ビー ト世代｣の運動 (ビー ト運

動)の始まりである｡

続いて､｢ビー ト｣という単語の意味を検証していくと､先に述べた引用において､

ホームズは､｢ビー ト｣を｢心の裸､つまり魂の裸といった類｣(asortofnakednessof

mind,and,ultimately,ofasoul)と定義しているにもかかわらず､｢ビート｣という単
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語は当時､一般的には ｢打ち負かされた､疲れ果てた｣(beaten)といったような否

定的な意味で用いられたようである｡その後､ケルアックは 『ビート世代の始まり』

(TheOriginsoftheBeatGeneration,1959)の中で､｢ビート｣という単語を簡潔に､

｢貧しく､落ち込んで､仕事もしないなまけものの浮浪者であり､哀れに地下道で

寝ている｣(poor,down,andout,deadbeat,onthebum,sad,sleepinginsubways)と

定義している｡さらに､アレン･ギンズバーグは『ビート･ブック』(TheBeatBook,

1996)によせた ｢序文｣("Foreword'')において､｢ビート｣という単語について否定的

ともいえる態度を表した説明をしている｡

lT]heword'beat,'meaningwithoutmoneyandwithoutaplacetostay....So,

theonghalstreetusagemeantexhausted,atthebottomofworld,lookingup

orout,Sleepless,wide-eyed,perceptive,rejectedbysociety....Or..."beat"

meant血ished,Completed,in血edarknightofthesod s0rinthecloudof

unknowing4.(BBxiv)

ビートということばは､金もなく住む場所がないということを意味し､･-

だから､街での本来の用法は､疲れ果て､世界の底辺で､上を見上げたり外

を見たりしながら､眠らず､目を見開き､洞察力をもって､社会に拒絶され､

ということを意味した｡もしくは､魂の闇夜や､不可知の雲が到達し､完成

することを意味した｡

これに加え､ギンズバーグはなぜ｢ビート｣という単語の意味が否定的にとられたと

いう理由について､メディアの影響が強いと述べている｡当時､｢打ち負かされた､

使い古され｣という定義の他に､肯定的な｢ビー ト｣という単語の意味は､ジャズを

語る時に使われるような､｢ドラムのビート｣(thebeatofdrums)､ rビートが続く｣

(thebeatgoeson)といった､音楽のリズムの動きを表す際にも使われていた｡しか

しながら､多くのメディアは｢ビート｣という単語の意味の､音楽の面に目を向ける

ことはなかったと言われているOその理由は､当時ビート運動のなかで ｢ビート族｣

(beatnik)と呼ばれた若者たちが､非凡で目立った作品を創作したり､奇抜なライフ

スタイルを表に出していたからかもしれない｡その結果､ビート運動の初期におい

て｢ビート｣という単語の意味は､メディアの影響だけではなく､当時の社会的な背

景の影響によっても､｢打ち負かされた､疲れ果てた｣という側面が一般的に強調さ

れたのであろう｡以上述べてきたことが､初期の｢ビー ト｣という単語の意味である
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が､ケルアックは､さらに1958年､｢ビート｣という単語の意味に新たな定義を加え

ている｡彼は､｢ビート｣という単語を､｢至福､幸福｣(beatitude)と結びつけたので

あるO

このケルアックの新たな意味の発見は､それまで認知されていた｢ビート｣という

単語の意味を大きく広げることとなり､ビート世代によるビート運動の活動の幅を､

様々な分野､例えば今日の音楽､絵画､映画にわたるまで拡大させた.それゆえ､

現在､ビート運動､または｢ビート｣という単語は､さまざまな文化的活動に言及す

る際使用され､さまざまな異なった意味を持っているようである｡その一部を知る

ために､最近おこなったアレン･ギンズバーグの ｢ビート｣についての説明を引用

するのが便利だろう｡

So"beat"wasinterpretedinvariouscirclestomean emptiedout,

exhausted,andatthesametimewide-openandreceptivetovision....Athird

meaningof"beat,"asbeatiflC.."Kerouac"wastryingtoindicatethecorrect

senseoftheword....Afourthmeaningthataccumulatedaroundthewordis

foundinthephrasereferredtoagroupof丘iendswhohadworkedtogetheron

poetry,prose,andculturalconscience...･ThefiRhmeanlngOfthephrase

"Beatgeneration"referstothebroaderinfluenceofliteraryandartistic

activities."ThesegroupsrefreshedtheLonglivedbohemianculturaltradition

inAm erica.(BBxivIXV)

つまり ｢ビート｣は､様々な社会において､すっかり空にされ､疲れ果て

たと解釈された｡同時に､ヴィジョンに対して偏見がなく洞察力があるとも

説明された｡｢ビート｣の三つ目の意味は､至福に輝いたと･･･ケルアック

が- ･そのことばを正しい意味を示そうとした｡- ･四つ目の意味は､そ

のことばの周辺も含んで､詩､散文､そして文化的な意識についてともに取

り組んだ友人のグループに関連した語句において見受けられる0･- 五つ目

の ｢ビート世代｣という語句の意味は､文学や芸術の活動-のさらに広い影

響を示す｡このような集団は､アメリカに長生きする伝統にとらわれない文

化の生気を回復させた｡

このコメントから､現在では ｢ビート｣があらゆる方面-の広がりを見せているこ

とがわかる0第一章の第一節では､｢ビート世代｣の代表的詩人である､アレン･ギ
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ヤク
夜明けの黒人街を腹立たしい一服の薬を求めて のろのろと歩いてゆくのを

夜の機械の 星々のダイナモとの 古代からの神聖な関係を憧れてしきりに

求めている天使の頭をしたヒップスターたち

ある者らは 金もなく ぼろぼろのシャツを着て うつろな眼でタバコをふ

かし 寝もせずに 湯も出ないアパー トの超自然的な暗闇で 都会の上

を漂いジャズを院想していた5

第-行目において､｢僕の世代の最良の精神｣(thebestmindsofmygeneration)が､

すでに ｢破壊され｣(destroyed)ている事がわかる｡しかしながら､なぜ､いかに､

その ｢僕の世代の最良の精神｣が ｢破壊された｣かという原因や過程についてはま

ったく触れられておらず､ただ示されているのは､｢狂気によって｣(bymadness)と

いうフレーズだけである｡｢吠える｣の第-都では､｢破壊された｣あとの ｢僕の世

代の最良の精神｣の状態のイメージが､空憩的に､しかし現実的に描かれながら､

膨らみ､徐々に明らかにされていく｡その ｢破壊された｣人びとは､関係代名詞

(who…)で始まる一連の詩行で語り続けられるが6､語り手は､第一部では､｢破壊

された｣原因や理由､さらに ｢狂気｣がいったい何であるのか知っているにちがい

ないのだが､決してそれを語ろうとはしていないO読者はその疑問を残したまま第

一部を読み続けることになるが､その答えは第二部で提示されていることが分かる0

第二部には､ギンズバーグが､なぜ ｢破壊された｣､｢狂気｣ということばを使った

のかという理由が述べられているようだO続いて第二部の冒頭を引用するo

Wh atsphinxofcementandaluminum bashedopentheirskullsandateup

也eirbrainsandimagination?

Moloch!Solitude!Filth!Ugliness!AshcanS andunobtainabledollarS!

Childrenscreamingunderthestairways!Boyssobbinginamies!Old

menweepingintheparks!(131)

頭蓋骨を叩き割って 脳とイマジネーションを食っている あのセメント

とアルミニュームのスフィンクスは何か?

モーラックよ!孤独よ!汚物よ!醜悪よ!ごみ箱と手に入れることのできな

いドルよ !階段の下でぎゃあぎゃあ騒いでいる子供たちよ!軍隊ですす

り泣いている少年たちよ!公園でしゃくり挙げている年寄りどもよ!

引用の第一行目の疑問文は､なぜ ｢僕の世代の最良の精神｣が ｢破壊された｣か､
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そして ｢狂気｣は何であるのか､の答えを探るための手がかりである｡また､第-

部の冒頭の一行 ｢僕は見た 狂気によって破壊された僕の世代の最良の精神たちを

飢え苛ら立ち裸で｣を思い起こさせる｡さらに､｢セメントとア/レミニュームのスフ

ィンクス｣(sphinxofcementandalum inum )は､｢狂気｣を具体的にイメージ化した

ものであろう｡さらに､｢頭蓋骨を叩き割って｣(bushedopentheirsknlls)､｢彼らの

脳みそとイマジネーション食う｣(ateuptheirbrainsandimagination)という表現は､

｢僕の世代の最良の精神｣を ｢破壊｣するという表現と対応するとみてよい｡

続く詩行に､｢モーラック｣(Moloch)ということばが使用されているが､このこ

とばは ｢セメントとアルミニュームのスフィンクス｣と同様､象徴的な意味を担わ

されている｡｢モーラック｣は､旧約聖書に現れる異教の神である7｡

AndthoushaltnotletanyofthyseedpassthroughtheflreMo'lech,neither

shaltthouprofanethenameofthyGod:Iam theLord.(Lev,18:21)

自分の子を一人たりとも火の中を通らせてモレク神にささげ､あなたの神の

名を汚してはならないOわたしは主である8｡

AndhedeBledTo'pheth,whichisinthevalleyofthechildrenofHin'nom,

thatnoman mightmakehissonorhisdaughtertopassthroughthefire

toMo'lech.(lIKings,23:10)

王はベン･ヒノムの谷にあるトフェトを汚し､だれもモレクのために自分の

息子､娘に火の中を通らせることのないようにしたC

上記の引用が示すように､｢モーラック｣は､フェニキア人が子供を人身御供にして

祭った神であるが､今日では一般的に､｢大きな犠牲を要求するもの｣という意味も

含まれている9｡このような意味を持つ ｢モーラック｣を､語り手は ｢吠える｣にお

いて､当時のアメリカの､高度文明社会に潜む病巣のメタファーとして用いている｡

｢吠える｣における ｢モーラック｣は､特にアメリカでの当時の人びとに精神的打

撃をあたえる存在の象徴として用いられているのである｡トマス･F･メリルは､｢モ

ーラック｣を ｢社会的病巣｣(socialillness)10と定義している｡語り手は､そのよ

うな ｢モーラック｣を現実社会のあらゆる場所で目撃する｡

Molochtheincomprehensiblepnson!Moloch也ecrossbonesoullessjailholユSe

andCongressofsorrows!Molochwhosebuildingsarejudgment!Moloch
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thevaststoneofwar!Molochthestunnedgovernments!(131)

モーラック 不可解な監獄よ!モーラック 死の骨十字 魂のぬけた監獄

哀しみの議会よ!モーラックの建物は審判である モーラック 戦争の

巨大な石よ!モーラック 人を仰天した政府よ!

Moloch!Moloch!Robotapartments!invisiblesuburbs!skeltontreasuries!

blind capitals!demonic industries!spectralnations!invincible

madhouses!granitecocks!monstrousbombs!(131-132)

モーラック !モーラックよ !ロボットのアパー トメントよ!見えない郊外

よ!骸骨の宝庫よ!盲目の都市よ!悪魔的な工業よ!幽霊民族よ!無

敵の精神病院よ!花樹岩のペニスよ!怪物の爆弾よ!

語り手は､｢ロボットのアパー トメント｣(Robotapartments)や､｢電力と銀行｣

(electricityandbank)のような現実的なイメージにおいて､また､｢盲目の都市｣

(blindcapitals)､｢怪物の爆弾｣(monstrousbombs)のような､不明瞭ではあるが意

味を持ったイメージにおいて､｢モーラック｣を連続して措くことでそのイメージを

確立している｡これらの詩行から､｢吠える｣における1950年代のアメリカの社会

的背景を理解する際､特に三つの表現､｢モーラック､戦争の巨大な石よ｣(Moloch

血evaststoneofwar)､ ｢モーラック､人を仰天させる政府よ｣(Moloch血estumed

govemme山S)､そして ｢悪魔的な工業よ｣(demonicindustries)､が重要な鍵となる｡

これらの表現の中から､三つのキーワード､｢戦争｣､｢政府｣､そして ｢工業｣を取

り上げることで､1950年代アメリカ社会の概観することができるo

まず､歴史的観点からこれらのキーワードを考察すると､｢戦争｣ということばは､

1939年から1945年に起った第二次世界大戦､または第二次大戦後に起った､全世

界をイデオロギー的に支配した冷たい戦争である､と具体的に考えることができる｡

先に述べた第二次世界大戦は､｢吠える｣が書かれた時代に最も近い ｢戦争｣である

と同時に､現代の精神になお影響を与えつづけている､人類の歴史上稀に見る大惨

事のひとつであり､後者については､｢吠える｣が書かれた時代の全世界に､強大な

力をしめしていた ｢戦争｣であるO次に､｢政府｣ということばは､おそらく圧制的､

権威的な政治組織- 例えば共産主義者を完全に管理するために､アメリカ政府が

おこなった支配的措置としての赤狩りなど- を暗示しているようだ｡続いて､｢工

18



業｣ということばは､20世紀における科学技術の急速な発達によって起った､大企

業による大量生産と大量消費の経済システムの著しい促進を表しているのかもしれ

ないoいうまでもないが､これら三つの要素- ｢戦争｣､｢政府｣､｢工業｣- は､

密接に関係している｡つまり､アメリカは､第二次世界大戦での華々しい勝利をえ

た後､全世界の指導者となり世界をリードする強大国となった｡その結果､アメリ

カは繁栄の道を進んでゆくことになり､社会的にも経済的にも安定した時代-と突

入するのである｡

トッド･ギトリン(TbddGitlin)は､彼の著作､『60年代アメリカ :希望と怒りの

日々 』(meSixties,YearsofHope,YearsofRage,1987)の中で､このようなアメリカ

の1950年代の経済的､物質的繁栄を､｢潤沢｣(afnuence)と呼んでいる11｡ギトリ

ンによると､｢潤沢｣ということばは､物質的､精神的の両面において50年代の裕

福さを表現するために､頻繁に適用された｡このことばが示すように､彼は､アメ

リカを､｢戦争｣によって先進国のほとんどの国､特に西ヨーロッパの国々を圧倒し

ながら､50年代､世界で最も栄えた国であるとみなしている12｡このような､50

年代のアメリカにおける繁栄した社会は､ギンズバーグの他の詩､｢フアン･ゴッホ

の耳に死を｣("DeathtoVanGogh'sEar!"1958)にも措かれている｡

POETisPriest

Moneyhasreckoned也esoulofAmerica

CongressbrokenthrutotheprecipiceofEtemity(167)

『詩人』は僧侶だ

金がアメリカの魂を判定した

議会がぶちぬかれて永遠の絶壁に至った

Machineryofamasselectricaldream!Awar-CreatingWhoreofBabylon

bellowlngOverCapitolsandAcademies!

Money!Money!Money!Shriekingmadcelestialmoneyofillusion!Money

madeofnothing,starvation,suicide!Moneyoffailure!Moneyofdeath!

MoneyagainstEtqmity!andetemity'sstrongmillsgrindoutvastpaperof

lllusion!(170)
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大衆電気夢想装置 !戦争を生むバビロンの売春婦が国会議事堂や学校の上

で吠えている !

金 !金 !金 !狂気に祝福され金切り声をあげる幻想の紙幣 !無価値なもの

から 飢えから 自殺から作られる金 !失敗の金 !死の紙幣 !

永遠に抗う金 !永遠の強力な風車が幻憩の巨大な紙幣を作り出している !

これは､｢フアン･ゴッホの耳に死を｣の始まりの部分と終わりの部分である｡この

詩は 1963年に出版された､『リアリティ ･サンドイッチズ』(RealitySandwiches)

に収められているO当時ギンズバーグは､恋人であるピーター ･オーロフスキーと

パリに滞在していた｡ギンズバーグはニール ･キヤサディーと別れたあと､オーロ

フスキーと真実の愛を持つことができ､ヨーロッパに旅立ったのだった｡ゴードン･

ボールが､ギンズバーグのこの旅行は､彼のパースペクティブを幅広く拡張し､補

強した13と述べているように､ギンズバーグの､当時のアメリカの状況を客観的に

観察するための洞察力は､このヨーロッパ旅行によって洗練されたようだ｡

ゴー ドン･ボールによって編集された､『アレン･ギンズバーグージャーナルズ ･

ミッ ドフィフテ ィーズ 1954-1958』 ullenGinsberg;JournalsMid-njties

1954-1958,1995)には､｢フアン･ゴッホの耳に死を｣の原稿が掲載されている.

Thepoetmustbepriestbecausenow血eprophetsofmoneyhave

DestroyedthesodofAmerica

BrokenthruCongresstotheprecipiceofEtemity(JMF407)

詩人は僧侶であらねばならない なぜなら今金の預言者が

アメリカの魂を破壊しているからだ

議会をくりぬいて永遠の絶壁-と追いやった

この原稿には､語り手の意図がさらにはっきりと現れているようだ｡出版された詩

のぼんやりと描かれた一行､｢金がアメリカの魂を判定した｣(Moneyhasreckoned

也esoulofAmedca)は､原稿の､｢詩人は僧侶であらねばならない なぜなら今金の

預言者が/アメリカの魂を破壊しているからだ｣(Thepoetmustbepriestbecause

now也eprophetsofmoneyhave/Destroyed也esoulofAmerica)に基づいている｡

｢フアン･ゴッホの耳に死を｣での ｢『詩人』は僧侶だ｣(POETisPriest)における

動詞 "isMは､本来は HmustbeMであり､真理に加え､詩人の力強い感情が込められ

ていたことが分かる｡ここで出てくる､｢金｣(money)ということばは､ただ､交易
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のための媒体である紙幣を意味しているだけでなく､50年代のアメリカにおける､

膨大な物質によって溢れているような文明化した社会そのものをも暗示していると

考えてよい14｡原稿からの引用において､｢破壊された｣ということばは強調されて

いるにちがいない｡ギンズバーグは ｢吠える｣においても､｢破壊された｣というこ

とばと ｢狂気｣ということばを用いている｡つまり､｢狂気に祝福され金切り声をあ

げる幻想の紙幣｣(Shriekingmadcelestialmoney)と､｢金がアメリカの魂を破壊し

ている｣という二つのフレーズは､｢吠える｣の冒頭､つまり､｢僕は見た 狂気に

よって破壊された僕の世代の最良の精神たちを 飢え 苛立ち 裸で｣､という一行

に適用することができるのではないだろうか｡このようにして考えると､｢金｣は｢狂

気｣を示し､そして ｢モーラック｣が､｢僕の世界の最良の精神｣､または ｢アメリ

カの魂｣を ｢破壊している｣と解釈ができるわけである｡明らかに､語り手の ｢金｣

に対する態度は､批判的で否定的である｡なぜなら彼は､｢狂気に祝福され金切り声

をあげる幻想の紙幣｣､それが ｢アメリカの魂を破壊している｣と認識していたから

であるOそれゆえ､｢金｣ということばと､rモーラック｣ということばは両方､語

り手にとっては､邪悪で否定されるべきなのである｡さらに語り手は､続く詩行に

おいて､｢無価値なものから 飢えから自殺から作られる金 ! 失敗の金 ! 死の紙

# !J(Moneymadeofnothing,starvation,suicide!Moneyoffailure!Moneyof

death!)と非難を続けているOこのような語り手の否定的な態度は､｢戦争｣に関し

ても見ることができる｡

続いて､『吠える その他の詩篇』に収められた､｢アメリカ｣("America,乃1956)

という一片の詩を取り上げるo

Americawhenwillweendthehumanwar?

Go丘ICkyourselfwimatombomb.(146)

アメリカよ いつわれわれは人類の戦争を終わらせるのだろうか?

あなた自身原子爆弾で性交しなさい｡

Am ericayoudon'treallywanttogotowar.(147)

アメリカよ おまえは本当に戦争には行きたくないのだ｡

It'strueIdon'twanttojointheAm yortum lathesinprecisionparts
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factories,I'mnearsightedandpsychopathicanyway.

AmericaI'mputtingmyqueershouldertothewheel.(148)

私は軍隊に入隊したくないし､精密部品を扱う工場で施盤をまわしたくもな

い､とにかく私は近視で精神病質者というのは本当だ｡

アメリカよ 私はいかれているが懸命に努力している｡

この引用文から､｢戦争｣にたいする語り手の嫌悪感を見て取ることができるO語り

手は､｢アメリカ｣を､その意志に国民を完全に服従させるような力､権限を持つよ

うなある種の強大な組織として強調して措いているようだO同時に語り手は､｢アメ

リカよ おまえは本当に戦争には行きたくないのだ｣(Am ericayoudon'treally

wanttogotowar)と､｢アメリカ｣の行動を疑っている｡これは､語り手が直面して

いるであろう､当時のアメリカ社会に対しての､彼の心の中にある当惑感の現れで

はないだろうかO『ビー ト世代の人生と文学｢;丁一裸の天使たち』(NakedAngels,the

LivesandLiteratureoftheBeatGeneration,1976)の著者であるジョン･タイテル

(Jolm Tytell)によると､実際ギンズバーグは 『パリ･レビクー』のインタビューの

中で､冷たい戦争における社会に恐怖を感じる人々について述べている.

TheColdWaristheimpositionofavastmentalbamieroneverybody,a

vastanti-naturalpsyche.Ahardening,ashuttingoffoftheperceptionof

desire and tendemesswhich everybody knows...lcreating]a self-

consciousnesswhichisasubstituteforcommunicationwiththeoutside.This

consciousnesspushedbackintotheselfandthinkingofhowitwillholdits

faceandeyesandhandsinordertomakeamasktohidetheflowthatisgolng

on･Whichit'sawareof,whicheverybodyisawareofreal1y!Solet'ssay

shyness.Fear.Fearoftotalfeeling,really,totalbeingiswhatitis.(Tytel16)

冷戦というのは､はてしなく大きな精神的障壁をあらゆる人々におおいか

ぶせるもの､はてしなく大きな反自然的霊魂だ｡だれもが 『知っている』欲

求ややさしさに対する感受性の硬化､切り捨て､- ･外界との交わりの代用

品としての自意識過剰 (を生み出すものだ)｡この意識が自己のなか-押し込

められていて､顔や眼や手をどんな風にしておけば､休みない流れを隠しお

おせる仮面に仕立てあげることができるだろうか､と考えているOそいつは､

その流れに気づいている､皆が気づいていること､本当に気づいていること
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なんだよ!ええと､それは臆病と言ったら良いのかな｡いや､それは恐怖だ｡

全体の感情をもっことの恐怖､本当に､存在こそが真価なのだ150

1960年代のアメリカでは､さまざまな深刻な出来事が､社会の堕落として目に見え

る形で起こった｡1963年には､合衆国初のWASPではない大統領であったジョンI

F･ケネディ(Jolm F.Kennedy,1917-63)が､大統領に選出されたった2年で暗殺さ

れたoそして1968年には､キング牧師(MartinLutherKing,Jr.1929-68)､ロバート･

F･ケネディ(RobertF.Kellnedy,1925-68)らが､人種的､政治的動機によって暗殺

されている｡さらには､1965年にマルコム･Ⅹ(MalcomLittle,1925-65)も殺されて

いる｡このように､当時のアメリカ社会に強い影響力を持っていた人物が続けて殺

されていることが分かる｡このような社会的政治的背景は､同時に60年代のアメリ

カ社会に､それまで抑圧されてきた少数派の集団が権利を得るため起こしたいろい

ろな公民権運動- 黒人暴動､学生運動､女性解放運動など- を引き起こすこと

となる｡これらすべての要素は結果として､アメリカ全体を動揺させることになる｡

つまりアメリカは､混乱の時代に突入していくのである｡ギンズバーグが､先のイ

ンタビューで､｢皆が気づいていること､本当に気づいていることなんだよ!ええと､

それは臆病と言ったら良いのかな｡いや､それは恐怖だ.全体の感情をもっことの

恐怖､本当に､存在こそが真価なのだ｣ (Whichit'sawareof,whicheverybodyis

awareofreal1y!Solet'ssayshyness.Fear.Fearoftotalfeeling,really,totalbeinglS

whatitis)と言っているように､50年代においては､社会の状況は ｢潤沢｣であった

にもかかわらず､ある説明し難い陰響な予感が､人々の心に影を落としていたo語

り手は､｢吠える｣の第二部が表しているように､そのような､まだ表面には現れて

いない､影に潜んだぼんやりとした不安､つまり｢恐怖｣を敏感に感じ取っていた｡

語り手は､このような気持ちの原因として､｢モーラック｣ということばを使いなが

ら､50年代のアメリカの荒れ果てた社会を描いたのであるOジョン･タイテルは､

さらに50年代の社会､今後科学技術の力に支配されるだろう人間の状況を､鋭く観

察している｡

Foundlingsofthefifties,theBeatswerelikeaslowlybmi ngfuseina

silentvacuum･ThepostwarerawasatimeofextraordhaⅣ insecurity,of

profoundpowerlessnessasfarasindividualeffortwasconcemed,when

personalresponsibilitywasbeingabdicatedinfavorofcorporatelargeness,
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whenthecatchwordswerecoordinationandadjustment,asifwehad

defeatedGermanyonlytobecome"goodGermans"ourselves.Thenuclear

blastsinJapan hadcreatednew sourcesofterror,andtheideologyof

teclmologybecameparamount;sciencewasseenascapableoftotally

dominatingmanandhisenvironment.Andtheprospectsoftotalamihilation

throughnuclearexplosion,ofmassconditioningthroughthemedia,only

increasedtheawesomerespectforscientificpowers.(Tytel15)

50年代の捨て子であったビートは､音のない真空の中でゆっくり熟して

ゆくヒューズにも似ていた｡戦後は､個人の力に関する限り異常な不安定､

深い無力感が支配した時期だった- 個人的責任が次第にないがしろにされ

て､組織の大きさだけが好まれはじめ､調整とか適合とかいう言葉が流行語

となり､まるでドイツを打ち倒した結果は､ただ自分たちが ｢よいドイツ人｣

になっただけのようだった｡日本-の原子爆弾が新しい恐怖の源をつくり出

していたし､科学技術万能主義がのさばりはじめ､科学は人間と環境を完全

に支配することができると考えられていたoLかも核爆発によって人類が全
メディア

滅するとか､大衆媒体によって大衆が操作されてしまうのなどという未来図

がいくら描き出されても､ただ科学の力に対する畏敬の念をさらに強めただ

けなのだO

タイテルによるこの発言は､｢吠える｣の第二部の以下の詩行に反映していることが

分かる｡

Molochwhoenteredmysoulearly!MolochinwhomIam aconsciousness

withoutabody!Molochwho舟ightenedmeoutofmynaturalecstasy!

MolochwhomIabandon!WakeupinMoloch!Lightstreamingoutofth e

sky!(131)

モーラック それは早くから僕の魂の中に入りこんできた モーラックの

中で僕は肉体のない意識である !

自然の喜悦を追い出した僕に恐れを抱かせたモーラックよ!モーラック

は僕をすてる!モーラックで目を覚ませ !空から流れてくる光よ!

この引用文が暗示しているように､｢モーラック｣は､語り手である ｢僕｣に､特に

｢魂｣(mysoul)に ｢入った｣ようである｡アメリカにおける､戦後の文明化した社
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会は､人々を事実に気づかせること無く抑圧し､別の言い方をすると､社会の持っ､

｢調整と適合｣(coordinationandadjustment)によって､当時の人間を支配していた

のである｡それゆえ､｢モーラック｣は､｢自然の喜悦を奪い僕を驚かせたモーラッ

クよ!｣(Molochwho丘ightenedmeoutofmynaturalecstasy!)という表現がある

ように､人間から ｢魂｣を奪ったのであるOそのため､続く詩行に､｢モーラックの

愛の欠乏と人間欠乏よ!｣(LackloveandManlessinMoloch)とあるのは､理にかな

ったことだ｡∫･C･ホームズは､彼のエッセイ ｢ビー ト世代の哲学｣("The

Philosophyof也eBeatGeneration")において､このような人間性の欠乏した時代に

対して､｢壊れた回路｣(brokencircuit)ということばを当てはめている｡ジョン･タ

イテルは､社会と人間の関係を示す ｢壊れた回路｣について説明している

Itwasasdangerousaconditionasahotelectricalwiredischargingenergy

randomlyintothemiversewithoutaproperdestination....lT]heemergence

ofthenewpostwarvaluesthatacceptedmanasthevictimofcircum stances,

andnolongergrantedhimtheagencyofhisown destiny....(Tytel19)

それは､熟した電線がはっきりとした何の目的もないまま宇宙-やみくもに

エネルギーを放出している状態に劣らず､危険な状態であった0- ･むしろ

人間は環境の犠牲であると認め､みずからの運命をつかさどる力をもはや人

間に認めようとはしなくなった､戦後の新しい価値観の出現にあったのであ

る･･･

この引用文から､1950年代のアメリカにおける､社会に支配される人間という関係

が読み取れるだろう.社会の表面上だけの豊かさは､人間を制するような力を持ち､

人間社会を支配しているのである｡そこで人間は､社会の完全な支配下に置かれて

いるOさらにギンズバーグは､彼の詩 ｢パタースン｣("Paterson,"1949)のなかで､

このような状況における当時の実際の精神状態を具体的に告白しているo

Wh atdoIwantintheseroomspaperedwithvisionsofmoney?

HowmuchcanImakebycuttingmyhair?Iflputnewheelsonmyshoes,

bathemybodyreekingofmasturbationandsweat,layeruponlayerof

excrement

ifinantechambersIfacethepresumptionofdepartmentstoresupervisory
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employees,

oldclerksintheirasylum soffat,theslobsanddumbbellsoftheegowith

moneyandpower

tohireandfireandmakeandbreakandfartandjustify theirrealityofwrath

andrumorofwrathtowrath-wearyman,

whatwarIenterandforwhatapnze!Thedeadprickofcommonplace

obsession,

harridanvisionofelectricityatmightanddaylightmiseryofthumb-sucking

rage･

Iwouldrathertomad,gonedown thedarkroadtoMexico,heroindrippingln

myveins,(40)

僕は何を欲するのだ 金のヴィジョンで壁にはられたこの部屋で

髪の毛を刈っている間に どれだけのことが僕にやれるというのか?たとえ

靴に新しいカカトを付け得て､マスターベーションと積もり積もった排

壮物の汗で悪臭を放っている僕のからだを洗ったとしても

それから､たとえば 待合室でデパートのでしゃばり野郎従業員監督という

のに出くわしたとしても

自分らの未来の収容所で働いている老事務員ら 金と権力をもつ間抜けでの

ろまのエゴ

雇用とクビ 製造と破壊 愚かさと正当化 彼らの怒りのリアリティを 怒

りに疲れた男-の怒りのうわさを

僕の参加する戦争 そしてその報いはなんだ !それは平凡な強迫観念である

死の苦痛だ

夜は電気による鬼婆のヴィジョンに怯え 昼はみじめな自慰行為に狂う

僕はむしろ 無鉄砲をやりたかった メキシコ-の暗い道を 血管に-ロイ

ンを滴らせながら



bloodstreaming丘ommybellyandshoulders

floodingthecitywithitshideousecstasy,rollingoverthepavementsand

highways

bythebayouxandforestsandderricksleavingmyfleshandmybones

bangingon也etrees.(40-41)

血が僕の腹と肩から流れ

街をその ぞっとするエクスタシイで水びたしにしながら ベーブメントや

ハイウェイを呑み込み

そして川と森とデリックに 木に吊るされている僕の肉と骨が木に吊るされ

たままにしている｡

この詩のもつ雰囲気は､｢木に吊るされている僕の肉と骨は ゆだねられる方がよか

ったのだ｣(leavingmyfleshandmyboneshangingonthetrees)という一行が描いて

いるように､重苦しい憂密の思いで覆われているようだ｡冒頭の一行､｢僕は何を欲

するのだ 金のヴィジョンで壁はられたこれらの部屋で｣(Whatdolwantin血ese

roomspaperedVimvisionsofmoney!)において､語り手は､彼が直面している現

実にひどく絶望している様子が分かる｡さらに語り手は､｢自分らの未来の収容所で

働いている老事務員ら 金と権力に関するエゴ 間抜けでそしてのろまで｣(Old

clerksintheirasylumsoffat,theslobsanddumbbellsoftheegowithmoneyand

power)､｢僕の参加する戦争 そしてその報いはなんだ ! それは平凡な強迫観念で

ある死の苦痛だ｣(whatwarIenterandfわrwhataprize!Thedeadprickof

commonplaceobsession)という詩行が表しているように､周りを取り巻く状況に対

して一層皮肉を持って､虚無的な態度を露にしている｡そして最後には､語り手が

完全に､彼が生きている現実世界によって打ちのめされている姿が措かれている｡

なぜなら語り手は､｢狂気によって｣､言い換えれば､｢モーラックによって｣｢破壊

された僕の世代の最良の精神たち｣を見て知っていたからである｡

語り手は ｢吠える｣において､｢モーラック｣の影響を力強く表現することによっ

て､1950年代のアメリカの状況､そこに生活する人間の内面と､社会の外面の姿を

描写している｡それは､科学技術の発達､戦争による好景気によって､社会の表面

上は豊かで｢潤沢｣の状態であったが､人間の内側は､すぐそこまで迫っている1960
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年代の混沌の時代を潜在意識の中で予見したような､実際はまさに ｢打ち負かされ

た､疲れ果てた｣状態であったoビート詩人ギンズバーグは､当時はまだ誰も自覚

してはいなかったが､実は誰もが意識下で感じていた ｢恐怖｣- 繁栄によって強

大化した画一的社会に押しつぶされるような意識- を敏感に感じ取り､詩集 『吠

える その他の詩篇』に括出した｡彼は､当時の人間の魂を打ちのめしたアメリカ

社会､言い換えると､人間に対し強力な破壊力を持つ ｢モーラック｣的社会に対し

怒り､激しく反抗した｡｢吠える｣においてギンズバーグは､ホームズの言う ｢ビー

ト｣､つまり｢ある種の精神の裸､魂の裸の状態｣で､声だけを武器に､｢モーラック｣

を破壊しようとしたOそこには､強力な破壊力を持つ ｢モーラック｣に対して､彼

自身の中に､その破壊を破壊するための ｢モーラック｣が存在したのではないだろ

うか｡ギンズバーグの中の ｢モーラック｣､換言すると､彼の ｢吠える｣声は､当時

誕生したばかりのビート世代の叫びそのもの票あったod彼らは､｢打ち負かされた､

疲れ果てた｣という定義をあてがわれたにもかかわらず､怒りを露にし､破壊を破

壊するための ｢モーラック｣をもち､力強く当時の確立した社会に対抗したのだっ

た｡｢フアン･ゴッホの耳に死を｣の一行に､｢詩人は僧侶だ｣(POETispriest)とあ

るように､詩人としての自分の中に聖書との繋がりを意識したギンズバーグは､鋭

い洞察力と感受性を持って､豊かさに隠れた､当時のアメリカ社会の歪みを預言し､

彼の唯一の武器である自分の声を ｢吠える｣にそのまま表したのであるO

以上述べてきたように､ギンズバーグの ｢吠える｣は､詩人のアメリカ-対する

預言の幕開けであり､まさにビー ト世代の出発点であった｡さらに､ギンズバーグ

自身も ｢5つ目の ｢ビート ジェネレーション｣ということばの意味は､ビートの

文学､芸術活動の幅広い影響を受けた人々のことを意味する｣と､先に挙げたイン

タビューの中で語っているように､'彼の詩 ｢吠える｣を原点としてその後､｢ビート

世代｣の文学はさまざまな芸術活動に展開され､現在にわたってその影響を及すこ

とになる｡



第一章 ｢吠える｣("Howl,"1956)

一預言者的詩人としてのギンズバーグー

(2)正気と狂気を逆転させた ｢ヒップスター｣たち

ウイリアム ･カーロス ･ウィリアムズは､ギンズバーグの 『吠える その他の詩』

に添えた紹介文を､これから地獄を具現化した作品が始まるということを示唆した文

章で結んでいるo

Holdbacktheedgesofyourgown,Ladies,wearegoingthroughhell.

ご婦人たちよ ガウンのすそをからげなさい､わたしたちはこれから地獄を通

りすぎるのだ｡

この一文は､｢地獄｣(hell)が暗示しているように､｢吠える｣においていかに恐ろしい

世界が措かれているのか､ということを読者に指し示しているようである｡また､ウ

ィリアムズは､｢それ(『吠える その他の詩』)は打ち負かされたもの｣､換言すると､

カール･ソロモンとアレン･ギンズバーグが共有した､r敗北の吠え声である｣(ⅠtlHowl

andOtherPoems]isahowlofdefeat)と述べている｡本章の第-節で論じたように､｢吠

える｣には､1950年代のアメリカ社会の裏側に隠された､精神状態が提示されていた｡

その精神的状況というのは､当時の社会が人々に対し単に影響力を行使した､という

ことのみならず､｢吠える｣の冒頭の一行が示しているように､｢僕の世代の最良の精

神｣が ｢破壊された｣ものであったこしたがって､｢吠える｣はこのような否定的な幕

開けとなっており､続く詩行においても､当時の環鄭 こ｢打ち負かされた人々｣(defeat)

の ｢吠え声｣(howl)が埋め尽くしているのである｡ギンズバーグは､このような ｢吠

える｣人々を､｢ヒップスター｣と呼ばれる人々を性格づけることで表出している｡｢ヒ

ップスター｣は､前節で引用したように､｢吠える｣の冒頭の四行目に､｢天使の頭を

したヒップスターたち｣(angelheadedhipsters)と登場する.この第二節では､｢吠える｣

における ｢破壊された｣背景を背にした ｢モーラック｣的社会の中で､｢ヒップスター｣

たちのもたらす効果を分析し､彼らが再構築しようとした世界を探り､その意義を追
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求する｡

｢ヒップスター｣とは､現在の ｢ヒッピー｣(bppie,hippy)ということばの語派であ

る1.｢吠える｣の第一部において､この ｢ヒップスター｣の振る舞いは､関係代名詞

の繰り返し(who..Jwh0...)のリズムに乗りながら､様々な場所で､そして多種多様な

方法で､措かれている.この第一部において､およそ120以上のパラグラフのような

形式をとりながら､関係代名詞を繰り返した詩行が ｢ヒップスター｣を力強く明示し

ている｡この ｢ヒップスター｣の例としては､ニール ･キヤサディーを典型的な一人

として挙げることが有効であろう｡

Wh owentoutwhoringthroughColoradoinmyriadstolennight-Cars,N.C.,

secretheroofmerepoems,cocksmanandAdonisofDenver10ytOthe

memoryofhisirmum erablelaysoもgirlsinemptylots&dinerbackyards,

moviehouses'ricketyrows,...(128)

ある者らは たくさんのかっぱらった自動車に乗ってコロラドを通りぬけて女

を買いにいった N.C.すなわち これらの詩のかくれたヒーロー 色事

師でデンバーの美少年よ- 彼の数え切れないほどの少女たちとねた思い

出のよろこびよ 空き地で 食堂の裏庭で 映画館の危なっかしい椅子

で､･･･

ここにある､｢エヌ･シー｣(N.C.)というイニシャルは､ニール･キヤサディーを表し､

続く詩行にある､彼が向かう方向で出くわす全ての機会に､本能的で無責任な性行為

を含む行動を鑑みても､ニール ･キヤサディーを ｢ヒップスター｣の一種であると考

えてよい｡さらに注目すべきことは､ニール ･キヤサディーが､｢これらの詩のかくれ

たヒーロー｣(secretheroof也esepbem)の役割を果たしている点である｡ジャック･

ケルアックの 『路上』の主人公である､ディーン･モリア-ティー(Dean Moriarty)

もまた､ニール･キヤサディーをモデルにしている2｡ディーンは､この小説を通して､

衝動的､精力的に行動し､｢ヒップトーク｣(叫ptalk)と呼ばれる話法で､仲間と会話を

する様が措かれているO『路上』によると､ディーンは少年時代にニューヨークで一度､

少年院に収容されており､その少年院から出た後は､決して一つの場所に留まること

はなかったという.彼は､メリールー(Marylou)という恋人とともに全米中を放浪す

る人生を送り､常に自分の本能に忠実であった｡そのような本能的な行動を裏付ける
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叙述としては､『路上』において､同性､異性を含め､彼の数多い性交の場面の克明な

描写が挙げられる｡ディーンは､ただただ自分の欲望を満たす機会を精力的に追い求

めているようである3｡この観点から､ディーン･モリア-ティー､もしくはニール ･

キヤサディーは､特に､恥知らずで､全く規制がない世界､つまり道徳から完全に自

由な世界で生きているという点に関して､一般的に社会の｢アウトサイダー｣(outsider)

だと考えられるだろう｡彼は彼独自の道を進み､なりふりかまわず､彼のやりたいと

思うことは何でも､行動に移すのである｡

『路上』におけるディーン･モリア-ティーと同様､一人称の語り手㍑Ⅰ乃である詩人

は､｢吠える｣において､ニール ･キヤサディーというこの詩にとっての其のヒーロー

を創造したO先に挙げた引用文によると､｢エヌ･シー｣は､｢色事師｣(cocksman)や､

｢彼の数え切れないほどの少女たちとねた思い出｣(thememoryofhisinnumerable

laysofgirls)というフレーズが示すように､常t.こ精力に溢れており､あらゆる常識的な

美徳といわれる種のものを無視し､わが道を進むことに没頭するような性格を持つも

のと思われる｡

このようなキヤサディーを含む ｢ヒップスター｣は､ノーマン･メイラー(Noman

Mailer,1923-2007)の ｢白い黒人｣("WhiteNegro")によって､その存在を公に知らし

めることとなる｡

lW]hetherthelifeiscriminalornot,thedecisionistoencouragethepsychopath

inoneself,toexplorethatdomainofexperiencewheresecurityisboredomand

thereforesickness,andoneexistsinthepresentwhichiswithoutpastorfuture,

memoryorplannedintention,thelifewhereaman mustgountilheisbeat,

wherehemustgamblewithhisenergleSthroughal1thosesmallorlargecrises

ofcourageandunforeseensituationswhichbesethisdays,wherehemustbe

withitordoomednottoswing.(Mailer339)
サイコバス

生活が犯罪的であろうがなかろうが､自己のうちの精神病を鼓舞し､安全は倦

怠であり､したがって病的である､あの経験の領域を探求しようというのであ

る｡人間はただ現在のうちに､過去もなければ､未来もなく､記憶もなければ､

計画された意図もない､あの巨大な現在のうちに生きていくOそれは自分が打

ちのめされるまで活動しなければならず､毎日襲いくる大小の勇気の危機と､

予測されない状態を､全精力を賭して切り抜けていかねばならぬ生活であり､
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砧withit乃(自分の本能なり､直感なりと一つになっていること)しなければなら

ない､でなかったら､ "swing''(みんなが愉快になっているとき､その人たち

を支配しているムードに溶けこむことができること)することができない生活

である4｡

この引用が含意するように､｢ヒップスター｣が､一般的な人々一当時の社会の秩序を

崇めながら､｢潤沢な社会｣に満足し､物質的に豊かな生活を送る､換言すれば､その

価値を問うことなく表面化したものだけに縛られた人々-とは全く異質であることは

明らかだ｡

また､｢ヒップスター｣は｢精神病者｣(psychopath)5 の要素を持ち合わせており､

このような性格から発する声は､当時の r安全は退屈な場所｣(wheresecurity is

boredom)や､｢不健康｣(sicbess)に対し､不満を露にしているようである｡このこと

から､｢ヒップスター｣が､50年代のアメリをの生活様式において普及した政治的社

会的秩序を拒絶していることが認められるだろう｡つまり､｢ヒップスター｣は､｢モ

ーラック｣によって製造されもたらされた当時の状況を､完全に否定するのである｡

ノーマン･メイラーにとって､｢ヒップスター｣は､｢過去も未来もない現在に存在

する者｣(oneexistsinthepresentwhichiswithoutpastorfuture)とあるように､実存

的6なモデルであった｡同じく､｢毎日襲いくる･･･､予測されない状態を､全精力

を賭して切り抜けていかねばならぬ｣(hemustgamblewithhisenergiesthrough."

unforeseensituationswhichbesethisdays)という引用がほのめかすように､｢ヒップス

ター｣は預言者的なモデルでもあったと考えられうる｡｢ヒップスター｣にとって､自

分たちの方法で生きていくためには､断固として立ちはばかる今の現実が､最も重要

であったわけである｡

このようなメイラーの定義は､｢吠える｣に括写された ｢ヒップスター｣にも当ては

めることが可能だ｡まず､この詩において ｢ヒップスター｣は､第-節で論じたように､

当時の富裕で安定した社会の裏側に横たわる､悲観的で破壊的な要因の存在を本能的に

感じ取る｡彼らの目に映る ｢潤沢な社会｣は､自身の人生を費やす価値があるのか､と

いう疑念を､｢ヒップスター｣は胸に抱く｡｢吠える｣において語り手は､様々な場所で､

｢ヒップスター｣の一風変わった行動のイメージを注視する｡

whochainedthemselvestosubwaysfortheendlessride丘omBatterytoholy

Bronxonbenzedrineuntilthenoiseofwheelsandchildrenbroughtthem
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down shudderingmouth-wrackedandbatteredbleakofbrainalldrainedof

brillian ceinthedreamlightofZoo,(126)

ある者らは わが身を地下鉄に縛りつけバタリーから聖なるブロンクスまで

ベンゼドリン喚ぎながら果てしなく往きかえり 車輪と子どもたちの騒音

に身ぶるいしながら口は荒れ 脳をたたきつぶされ 全く輝きをうばわれ

その果に動物園の荒涼たる明るさの中に立たされた､

whocuttheirwriststhreetimessuccessivelyunsuccessfully,gaveupand

forcedtoopenantiquestoreswheretheythoughttheyweregrowingOld

andcried,(129)

ある者らは 手首を三度も続けて切って自殺をはかったが不成功だったので

やめた そして古道具屋をはじめ､､そこで朽ちてしまう自分を思って泣い

た､

whosangoutoftheirwindowsindespair,felloutofthesubwaywindow,

JumPedinthefllthyPassaiC,leapedonnegroes,Criedalloverthestreet,

dancedonbrokenwineglassesbarefわotsmashedphonographrecordsof

nostalgicEuropean1930'sGermanjazzfinishedthewhiskeyandthrewup

groan1ngintothebloodytoilet,moansintheirearsandtheblastof

colossalstreamwbistles,(129)

ある者らは 窓から首を出して絶望的に歌っていた そして地下鉄の窓から

とび出して不潔なパセイック河にとび込み ニグロにとびつき 通り中

をわめき散らし はだしのままワイン･グラスの破片の上で踊り ノス

タルジックなヨーロッパ1930年代のドイツのジャズ･レコードをたたき

割り ウイスキーを平らげ ひどいトイレットで坤き声を上げていた

耳の中の坤き声よ ものすごいサイレンの音よ､

これらの引用において､語り手が目にする ｢ヒップスター｣は､実に活発な行動をと

ることが分かる｡｢ヒップスター｣は､｢手首を三度も続けて切って自殺をはかった｣

(whocuttheirwriststhreetimessuccessively)という､精神的興奮状態の影響下にあっ

たにもかかわらず､｢バタリーから聖なるプロンクスまで 果てしなく往きかえ｣る｡
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(theendlessride丘omBatterytoholyBronx)さらに､r窓から首を出して絶望的に唄

っていた｣(Sangoutoftheirwindowsindespair)り､｢地下鉄の窓からとび出して 不

潔なパセイック河にとび込｣(felloutofthesubwaywindow,jumpedinthefilthy

Passaic)んだりする｡つまり､｢ヒップスター｣は決して受身的な性格をもつものでは

なく､じっとしていない活動的な性質を有す｡しかしながら､このような一連の ｢ヒ

ップスター｣の行動は､当時の環境に対して､肯定的というよりはむしろ否定的で悲

観的な態度をとるのである｡｢ヒップスター｣は ｢口は荒れ 身震いしながら｣

(shudderingmou山一wracked)､また､｢朽ちてしまう自分を思って泣いた｣り､(比ey

thoughttheyweregrowingoldandcried)､｢ノスタルジックなヨーロッパ1930年代の

ドイツのジャズ ･レコードをたたき割り 坤き声を上げ｣る｡(nostalgicEuropean

1930'sGermanjazz丘血shedthewhiskeyandthrewupgroaning)これらの行動からみ

て､｢ヒップスター｣はまるで自ら自分自身を帯廃させているようだ.その結果として､

｢ヒップスター｣は､語り手が見た､｢狂気によって破壊された僕の世代の最良の精神

たち｣の環境に囲まれ､｢脳をたたきつぶされ 全く輝きをうばわれ｣た(batteredbleak

ofbrainal1drainedofbrilliance)状態となるのである.確かにこの詩において､ウィリ

アムズが指摘したように､｢地獄｣は存在した｡｢吠える｣の第一部において､様々な

自暴自棄の行動をともなって､このような ｢ヒップスター｣のイメージが詩人によっ

て描かれている｡｢ヒップスター｣は､｢モーラック｣によって支配された状況の強圧

に対し､半狂乱で奮闘していた｡

ノーマン･メイラーはまた､｢ヒップスター｣を実存的存在として認識していたよう

だO同様に､｢ヒップスター｣の描写において､ギンズバーグ自身もいくぶんかは実存

主義者であったことが分かる｡なぜなら､詩人は ｢吠える｣において､ノーマン･メ

イラーが提示したような､実存的時間の概念をもっている｡例えば､｢永遠｣(etemal)

や ｢時間｣(Time)といった時間に関する表現を､いくつか見受けることができる｡

wholoungedhungryandlonesomethroughHoustonseekingjazzorsexorsoup,

andfollowedthebrilliantSpaniardtoconverseaboutAm ericaandEtemity,

ahopelesstask,andsotookshiptoAlhca,(127)

ある者らは 空腹で心細く ジャズやセックスや麻薬を探してヒューストン大

通りをぶらぶら歩いていた そしてアメリカと永遠について喋るために頭

の良さそうなスペイン人についていった 希望のない骨折りよ そして彼
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らはアフリカ行きの船にのった､

whothrewtheirwatchesofftherooftocasttheirballotforEtemityoutsideof

Time,&alarm clocksfellontheirheadseverydayforthenextdecade,

(129)

ある者らは 時間の枠外の永遠を得るために時計を屋根から投じた すると次

の十年間毎日彼らの頭上に目覚まし時計が落ちてきた､

whodrovecrosscountryseventytwohourstofindoutifIhadavisionoryou

hadavisionorhehadavisiontofindoutEtemity,

whojoumeyedtoDenver,whodiedinDenver,whocamebacktoDenver&

Waitedinvain,whowatchedoverDenver&brooded&lonedinDenver

andfinallywentawaytofindouttheTime,&nowDenverislonesomefor

herheroes,(129)

ある者らは 永遠に到達するためのヴィジョンを 僕か君かそれともあいつか

誰かがもっているかを確認するために 七十二時間大陸横断を続けた､

ある者らは デンバー-行った ある者らはデンバーで死んだ ある者らはデ

ンバー-帰ってきた そして空しく待っていた ある者らはデンバーを監

視していた デンバーは淋しがっていた そしてついに ｢時｣を発見しにみ

んな行ってしまった だから今 デンバーは彼女のヒーローたちをしのん

で淋しがっている､

これらの引用が示すように､この詩において語り手が目にする ｢ヒップスター｣は､

永遠を探求する態度を呈するOなぜなら ｢ヒップスター｣は､自分にとって偽りなく

生きようとするため､｢時間｣､もしくは現実に対し一心にその意識を集中するのであ

る｡このような､現実に対する ｢ヒップスター｣の態度をさらに確定づけるための例

証としては､彼らの実際の日常生活を､強く読者に印象づけるような単語が数多く挙

げられる｡｢湯も出ないアパート｣(cold-waterflats)､｢安ペンキのホテル｣(painthotels)､

｢フガッジィ｣(Fugazzi)7などの表現はそれに該当する｡アレン･ギンズバーグは､｢ヒ

ップスター｣が当時送っていた実際の生活をさらけ出そう意図したようだ｡つまり､

｢ヒップスター｣の特質的な人生観の概略の創作を､｢吠える｣において試みたのであ
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る｡詩人は､現実をとおして､｢永遠｣の構想を模索した｡言い換えると､｢永遠｣を

追求するために､今過ぎ行くこの瞬間､という現実に固執したわけである.トマス･Fo

メリルは 『アレン･ギンズバーグ』において､ギンズバーグの時間に関する考えを以

下のようにまとめている｡

TimetohimlGinsberg]isalwayspresenttensebecauseheacknowledgesonly

timewhichis"livedthrough}'LosAngels,forexample,isnotjustaplace

existingatacertaintime;LosAngelsisahum anbeing'sconcemedimpression

ofLo§Angels･Forthatconcemedperson,Lo§Angelsexistsodywhenheor

sheis"digging"it.hthatsense,theindividualisasolipsistofsortswhocreates

therealityofLosAngelsinthemind,timelessandplaceless,holyandetemal.

(Memill100)

彼 (ギンズバーグ)にとっての時間は､賞に現在時制である.なぜなら彼は ｢生

きた｣時間だけを認めているからだo例えば､ロサンジェルスは単にある時に

存在する場所ではない｡ロサンジェルスは､人間が関与するロサンジェルスの

印象である｡そのように関与する人にとって､ロサンジェルスは彼もしくは彼

女がそれを 『掘る』ときにだけ存在する｡そういった意味で､個人は､時とい

う枠にも限定されず､場所という枠にも限定されない､神聖で永遠なロサンジ

ェルスの現実を心の中において創造する､唯我論者の一種なのである｡

メリルの説明によると､ギンズバーグが現在時制を用いて代名詞の繰り返しとともに

唄った詩行において､｢ヒップスター｣の多様な側面を描き､彼らの生活の現実性を暴

露することで､｢永遠｣を求めようとした､という点は正しいとされる｡詩人は､抽秦

的な ｢人間の本質｣といったようなものを追求するのではなく､人間が実際に送る人

生というような､具体的なイメージを ｢吠える｣において暴こうとしたのである｡｢現

在時制｣はつねにギンズバーグの念頭におかれ､｢吠える｣において､今この瞬間にお

ける詳細なイメージをもちいながら､鮮明に現実性が表明されている｡ギンズバーグ

は､彼の生きていたまさにその瞬間に､｢モーラック｣が当時の社会や人々に対し有害

な影響を拡張していた､と感じた｡そのため､｢モーラック｣を告発する目的としても､

彼の環境､つまり ｢ヒップスター｣の実際の生活の克明な描写は､ギンズバーグにと

って重要だったわけである｡

次に､ニール ･キヤサディーとは別の種類の ｢ヒップスター｣がまた､｢吠える｣に
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は登場する｡それは､｢カール ･ソロモンのために｣という献辞が示すように､この詩

を捧げられたカール ･ソロモンである｡｢吠える｣の第三部は､カー/レ･ソロモンのた

めの一種のエレジーであるが､第一部の ｢ヒップスター｣の描写の中においても､彼

の姿をかすかに見受けることができる｡

whovanishedintonowhereZenNewJerseyleavingatrialofambiguouspicture

postcardsofAtlanticCityHall,(127)

ある者らは アトランティツク市会議事堂の不明瞭な絵はがきの手がかりだけ

を残してニュージャージーのどこか- 禅を求めて行ってしまった､

ah,Carl,whileyouarenotsafeIamnotsafe,andnowyou'rereallyinthetotal

animalSoupoftime- (130)

ああ､カールよ きみが無事でないときは僕も無事ではないのだ きみはまさ

に全くの動物のスープのような ｢時間｣の中にいるのだ-

前者は､カール ･ソロモンが宛名もなく ｢消えた｣(Ⅵnished)とだけ書かれたはがき

をギンズバーグ-送った､というエピソードに言及しており､後者は､｢ああ､カール

よ｣(all,Carl)とあるように､詩人がカール ･ソロモンのことを嘆いているようだ｡そ

こには､現代文明化社会の圧力に対し､耐えて生きなければならないカール ･ソロモ

ンの状況が垣間見える｡ギンズバーグがコロンビア大学の学生だった 1949年､彼は

ある刑事事件に巻き込まれたOそれは､彼の友人であるハーバート･ハンケ- ウイ

リアム･バロウズの 『麻薬書簡』(Junkies,1951)のモデルとされた ｢ヒップスター｣で

あるが一一一彼が起こした事件に始まった｡ギンズバーグはその罰として大学当局から､

コロンビア精神医療院(TheColum biaPsychiatricInstitute)-8ケ月入院するよう言い

渡された8｡そこで､ギンズバーグはカールに出会うのである｡タイテルによると､カ

ール ･ソロモンは､15歳の1943年にシティ･カレッジに入学を認められた､いわゆる

天才であったOしかしながら､彼は大学を卒業することなく､戦後､世界を見るため

に商業船-乗ったという｡彼がニューヨーク-戻ってきた時には､｢ソロモンは悲観的

で虚無的な状況にあり､自殺や白質切除術のことを考えていた｣ (Solomonwasina

verynegative,nihilisticstate,thinkingaboutsuicideandlobotomy).その後ソロモン

は､ささいな事件をおこし､精神医療院-送られたのである9｡

ギンズバーグとソロモンは､そこで文学や哲学について長時間にわたる討議をした0
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彼らの議論の主題に挙がったのは､ウォル ト ホイットマン(WaltWhitman,1819-92)､

ジャン･ジュネ(JeanGene,1910186)､そしてフランスのシュールリアリズムの作家た

ちであったoこの精神病院でのギンズバーグの経験は､狂気とは何か､同様に､カー

ル ･ソロモンは本当に精神異常者なのか､という疑問をギンズバーグの内面に呼び起

こしたようである｡このような､ギンズバーグの人間の精神状態に関する疑念は､以

下の引用において明らかにされるo

I'mwithyouinRockland

whereyouscream inastraightjacketthatyou'relosingthegameofthe

actualpingpongofmeabyss

I'mwi血youinRockland

whereyoubangonthecatatonlcplan0thesoulisinnocentandiITunOrtalit

shouldneverdieungodlyinanarmQ.dmadhouse(132-133)

僕はきみと一緒にロックランドにいるのだ

そこできみは 狂人拘束服を着て 現実の地獄のピンポン試合に負けるぞ

と絶叫している

僕はきみと一緒にロックランドにいるのだ

そこできみは 音程の狂ったピアノを強打した 魂は無垢で不死である

それは武装された精神病院で神も信じないで息絶えるべきではないのだと

｢ロックランド｣(Rockland)は､ジャズ･ミュージックで有名な都市であるが､また､

グレイストーン精神病院(GraystoneMentalHospital)という精神病院で､ニューヨーク

の地元では名が通る街である｡詩人は､｢ロックランド｣ということばを精神病院の象

徴として使ったようだ100 なぜなら､彼の別の作品､｢カディッシュ｣においても､精

神病院を意図するために ｢ロックラ'ンド｣ということばを数回印象的にもちいている

からである｡｢カディッシュ｣は､ギンズバーグの母親ネィオミ-のある種のエレジー

である｡そしてまた､ネィオミも精神病患者であった｡実際､ネイオミはひどい神経

衰弱で何度もグレイストーン精神病院に通い､それがもとで 1956年に亡くなってい

る｡｢カディッシュ｣において､ギンズバーグは､精神病院での母親ネィオミの異常な

行動や､彼女の肉体上精神上に病的な様を自由に､あからさまに叙述している｡

Toothin,shrunkonherbones- agecometoNaomi- nowbrokeninto

whitehair- loosedressonherskeleton- facesunk,old!withered-
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cheekofcrone-

Onehandstiff- heavinessofforties&menopausereducedbyoneheart

stroke,lamenow- Wrinkles- ascaronherhead,thelobotomy一一一｢ruin,

thehanddippingdownwardstodeath- (2221223)

枯れ木のようにやせ細り- すっかり白髪になって- 老けてしまった

ネィオミよ一一⊥痩せこけた体にたるんだドレスよ- 老いぼれて !しおれて

しまって､沈んだ顔よ- しわくちゃの頬よ-

片方の手は硬直し､四十才の重みと更年期障害で内臓が弱り､政を引い

ている- 赦よ一一瑚尚美切除の傷跡よ- 破滅よ､手はすでに死の方--

これらの引用は､あまりに現実的描写が生々しく､読者に衝撃を与えるかもしれない｡

ここで重要なことは､ギンズバーグが､このような年老いた哀れなネイオミから目を

背けることなく､｢狂気｣の現実をあるがまま､をこ受け入れている姿勢である｡rカディ

ッシュ｣の中には､詩人が病気のネイオミをとおして､狂気と正気についての考えを

述べる興味深い場面がある｡

BythataRemoonIstayedhomefromschooltotakecareofyou- Once

andforal1- WhenIvowedforeverthatoncemandisagreedwithmyopinion

of血ecosmos,Iwaslost-

Bymylaterburden- vowtoilluminatemankind- thisisreleaseof

particulars- (madasyou)- (Sanityatrickofagreement)- (212)

あの日の午後までに 僕は学校を休んでかあさんの看病をした- 決定的

に- ひとたび人が僕の宇宙観に反対すると考えたその時一一僕はどおしてい

いかわからなかった-

その後の重荷にかけて一一⊥一人類を照らすと誓う- それは(かあさんのよう

に狂った)個々の人々の救済のことだ- (正気は合意というトリックにすぎ

ない)-

この引用から､ギンズバーグが狂気の現実的な意義について､相当の疑念を抱いてい

ることは明白だ｡｢あなた｣(you)ということばは､ネィオミを示す｡詩人は､カール ･

ソロモン､ネイオミ､そして自身という異なった事例をとおして､正気と狂気の違い

を確信していたようである｡そのうえ､｢きみ (カール ･ソロモン)はまさに ｢時間｣

の全き動物のスープの中にいるのだ｣(nowyou're(CarlSolomon)reallyinthetotal
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animalSoupoftime)という表現や､｢正気は合意というトリックにすぎない｣(Sanitya

trickofagreement)という詩行が表すように､ギンズバーグが､当時の社会通念-

カール ･ソロモンやネィオミを､｢正気｣ではなく ｢狂気｣であると当然のように受

け入れた共通理念- といったものに対し､批判的な態度をとっていることが分かる｡

タイテルは､彼の著作において､当時の正気と狂気の関係ついて考察している｡

ItisnowclearthatduringthefortiesandfiftiestheBeatswereoperatingon

adefinition ofsanity thatdefied the expectationsoftheirtime,...

RecognlZingthatmadnesswasakindofretreatforthosewhowantedtostay

privatelysane,theBeatsinducedtheirmadnesswith drugs,withcriminal

excess,andthepursuitsofecstasy.Theyused"madness"-whichthey

regardedasnaturalness-asabreakthpughtoclarity,asaproperperspective

丘omwhichtosee.(Tytell10-ll)

すでに明らかなことだが､四〇年代および五〇年代にビートが活躍していた

ときに依拠したものは､当時の一般的期待に挑戦する､正気についてのある定

義だった､- ･･････････････- ･･････････-

狂気が､私的人間として正気でありたいと願う人々にとっての一種の避難所に

ほかならぬことを認識したビートは､麻薬や､犯罪的逸脱や､快惚感の追及に

よって､彼らの狂気を誘発した｡彼らは狂気を- 明快さ-の突破口､物事を
ハ●-スヘ■タテイウー

見るのにうってつけの遠近法として利用したのであった｡

ここには､｢狂気｣という概念が､ビート世代の作家にとってキーワードの一つであ

ることが提示されている｡このタイテルの解説によると､ビート作家たちは､1950

年代のアメリカにおける共通意識､′良識といった､つまり ｢正気｣と見なされていた

考えを全く信用していなかったことになる｡当時の大衆にとって､｢正気｣と ｢狂気｣

の区分は､一般的に大多数に受け入れられていた ｢常識｣､を基盤にした生活を満足

しているかどうか､という点に焦点が当てられていた｡彼らはその規準によって､自

分たちのまわりの人間を､｢正気｣か ｢狂気｣か見極めようとしたのである｡そうい

った価値基準を領有した人々によって､｢彼らの生きた時代､ビートたちは狂人と見

なされた｣(h也etemsof也eirtime,血eBeatswereregardedasmadmen)11｡しかし

ながら､どちらかといえば､バロウズが ｢生来が病んでいる伝統的な社会は､相手が
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健全であればあるほど病気だとみなしたがる｣ 12と明言するように､｢ビートたち｣

にとって､当時の異常で狂った生活環境を受け入れた人々が ｢狂人｣なのであった｡

したがって､｢吠える｣冒頭の一行､｢僕は見た 狂気によって破壊された僕の世代の

最良の精神たちを｣は､語り手が発した､一当時の状況､もしくは ｢ヒップスター｣の

どちらが ｢狂気｣なのか､という当時のアメリカ社会の基本構造を疑う問いかけだと

考えることができる.｢狂気｣ということばは､｢吠える｣の本質を捉える上で不可欠

であり､基本的な概念とみなしてよいO同時にこの詩において､象徴的なことばであ

る ｢ロックランド｣は､語り手が見た 1950年代の社会を表した小さな宇宙であるC

われわれは､｢ロックランド｣におけるカール･ソロモンやネィオミをとおして､ケン･

キージー(KenKesey,1925-2001)の小説､『カッコ-の巣の上で』(OneFlewOverthe

CuckooSrNest,1962)に括写された､ちょうど同じ世界を見ることができるoこの作

品において､主人公のマクマーフィー(RandlePatrickMcMurphy)は､精神病患者と

して病院に入れられていた｡彼は､ビッグ･ナース(BigNⅦ･se)､またの名をラチェ

ツド(Ratched)を代表とする､誤った権威主義的な入院先に対し､激しく抵抗した｡

しかし､ビッグ･ナース､つまりその組織は､｢立ちはばかる忌まわしい悪党｣(an

eminentlyhatablevillain)13であるにもかかわらず､一般的には正当性をもった組織

と認識されていた｡マクマーフィーは､刑務所を出たり入ったりする放蕩であり､そ

の突飛な発言により､州から精神病院行きを命じられた精神異常者である｡しかし同

時に､他の患者に笑いをもたらし､釣りキャンプの計画などで､病院側を圧倒してい

くマクマーフィーは､徐々に患者を救う正義のヒーローと見出されていくことになる

14｡すなわち､語り手にとって､｢ロックランド｣､つまり1950年代のアメリカ社会

は､マクマーフィーの病院と同様に､狂ったものとしての認識が可能となる｡この観

点から､ニール･キヤサディーやガール･ソロモン､つまり｢ヒップスター｣たちは､

｢この詩のかくれたヒーロー｣であると解釈されるのである15.したがって､｢吠え

る｣には皮肉にも､｢正気｣と ｢狂気｣の区分に関して逆説的図解が存在する｡まさ

にそこで､語り手は､｢吠える｣の冒頭が暗示するように､｢狂気｣は ｢正気｣になり､

同様に ｢正気｣は ｢狂気｣になりうる､という物事を根底から覆すような可能性を強

調したのである｡

このような逆説的アプローチは､｢吠える｣の ｢ヒップスター｣を描くための詩的

修辞方法においてもいくつか見受けられる｡
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wholetthemselvesbefuckedintheassbysaintlymotorcyclists,andscreamed

withjoy,(128)

ある者らは 聖なるオートバイ乗りたちにオカマされるのをゆるし よろこ

びの声をあげた

whohiccuppedendlesslydyingtogigglebutwoundupwithsobbehinda

partitioninaTurkishBathwhentheblond&nakedangelcametopierce

themwi血asword,(128)

ある者らは 笑おうとして何時までもしゃっくりし続けた トルコ風呂の仕

切りのかげで傷だらけになってすすり泣き ブロンドの髪をした天使が彼

らに剣のようなアレを刺しに来たとき

この引用から､｢聖なる｣(Saintly)という､､ことばと､｢オー トバイ乗 りたち｣

(motorcyclists)ということばは､読者に意味上の混乱を引き起こすかもしれない｡ こ

れらのことばの並置には､不条理が存在する｡｢聖なる｣と､｢オートバイ乗りたち｣

ということばは､包含する意味においてもイメージにおいても､互いが響き合うよう

な調和があるとはだれも想像しえないだろう｡一般的に､｢聖なる｣ということばは､

物質的､世俗的関心を排除した､何か精神的な､神聖で神々しいものを暗示するため

に用いられることが多いO一方で､｢オートバイ乗りたち｣はオートバイに乗る人を

意味し､概して物質的､もしくは機械的な動作に関連するだろう｡｢オートバイ乗り

たち｣の意味には､｢神聖｣なイメージは全く持ち合わせないo付け加えるなら､こ

のような意味上の不一致が､続く｢聖なる｣人間が｢オカマされるのをゆるし｣(fucked

intheass)､という描写においてさらに明白になる｡同じことが､後の引用での ｢天

使たち｣(angels)の行動でも認められるだろう｡その結果､｢吠える｣の冒頭に見られ

るように､｢ヒップスター｣は ｢天使の頭をしたヒップスターたち｣(angelheaded

hipsters)と修飾されるわけである｡このような､逆説的視点で事物を見る形態に由来

する表現は､破壊的であり､読者に衝撃を与え予期せぬ反応を招く｡ギンズバーグは､

当時一般的に受け入れられていた道徳観や認められた価値観を厳然と見つめ直すた

めに､このような表現を使用した｡そうすることで､彼は ｢吠える｣を媒体として当

時確立した社会通念に挑戦したのである｡

この ｢吠える｣を聞いたり読んだりする読者は誰でも､詩の中に数多くの卑俗なス
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ラング表現があるという事実に気がつくだろうCさらに､これらの表現は､1950年

代はまだ､アメリカ社会において少なくとも表面上は性的､倫理的タブーとされてい

たものを破壊するために使われたようだ｡その結果として､『吠える その他の詩』

は出版後の1957年に猿褒罪で発禁処分を受けた16.先ほど論じた､ニール･キヤサ

ディーの描写が純然と示すように､この作品には読者に強い衝撃をあたえるような､

卑俗なスラング表現が多数存在する｡

withdreams,with drugs,withwakingnigh tm ares,alcoholandcockand

endlessballs,(126)

夢 麻薬 わき起こる恐怖 アルコール そして陰茎と 果てしない底抜け

騒ぎなどによって､

whohowledontheirkneesinthesubwayandweredraggedofFtheroof

wavinggenitalSandmanuscripts,(128)

ある者らは 地下鉄の中でひざまづいて働巽していた そして陰茎と原稿を

振り振り屋根からひきずりおろされた､

with motherfinally***H*,andthelastfantasticbookflungoutofthe

tenementwindow,andthelastdoorclosedat4A.M....(130)

母親とついに○○をし 最後の幻想的な本がアパートの窓から投げ出された

最後のドアが午前四時に閉められた ･-

｢麻薬｣(dmgs)､｢陰茎｣(cock,genitals)ということばは､読者を酷く驚かせるだろう｡

なぜなら､これらのことばはめったに公共の場で発せられることがないからである｡

2番目の引用にある､｢******｣の部分は､｢母親と｣(withmother)の性的行為を暗示

するにちがいないO他にも､｢一服の薬｣(fix)､｢マリウワナ｣(marijuana)､｢麻薬が

切れて｣Gunk-withdrawal)､｢セックス｣(sex)､｢麻薬｣(soup)､r麻薬や男色を自分

流に料理する｣(theirown wildcookingpederastyandintox]'cation)､r誰れ彼れの区

別なく精液をばらまいて｣(scatteringtheirsemen丘eely)など､倫理的には問題のある

ことばが使用されている｡これらのことばを使うことによって､ギンズバーグは明ら

かに､人間の意識下にある否定的な資質をもつ存在を表現しようと意図したのである｡

事実､少年時代パターソンしか知らなかった詩人は､コロンビア大学に入学すると､
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すべての物質は聖なるかな !すべての人間は聖なるかな !すべての場所は聖な

るかな !すべての日は聖なるかな!だれもが天使である!

という世界である｡このような､ギンズバーグの追及した ｢全てが聖なる｣(Everything

isholy)世界は､聖書の預言書と比較することで､その姿が一層明確に浮き彫りにされ

る｡詩人の求めた ｢至福に輝いた｣世界については､次の第三節で明らかにする.
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第-章 ｢吠える｣("Howl,"1956)

一預言者的詩人としてのギンズバーグー

(3)｢アメリカのエレミヤ｣としてのギンズバーグ

アレン･ギンズバーグは50年代に起こったビート世代の詩人として有名であるが､

それと同時に､ウォル ト･ホイットマンの自由詩のスタイルを取り入れ､それを発

展させた詩人であると言われることも多い｡現代女流詩人である､アリシア ･オー

ストライカー(AliciaOstriker,1937-)は､『アメリカン･ポェトリー ･レヴュー』
umericanPoetryReview)に掲載された ｢｢吠える｣再訪.ユダヤ人としての詩人｣

("̀Howl'Revisited.ThePoetasJew")の中で､ギンズバーグに関して､｢アメリカの

文化から､アレン･ギンズバーグはウォル ト･ホイットマンの作品を取り込み､そ

の友愛と民主主義という価値観を同化した｣(FromAm eriCanCultureAllenGinsberg

embracedtheworkofWaltWhitman andassimilatedthevalueof丘iendshipand

democracy)と述べているoこれは一例であるが､このように､ギンズバーグとホイ

ットマンを比較して紹介した研究は､国内外にも多く見ることができる1｡一方で､

ギンズバーグの先輩にあたる詩人のウイリアム･カーロス ･ウィリアムズは､ギン

ズバーグが1961年に出版した詩集､『うつろな鏡､初期の詩集』(Empo,Mirror,Early

Poems)のために書いた序文の中で､｢このユダヤ人の少年は､ダンテやチョ-サー

と比較したくなるが､よく考えてみたら預言者エレミヤと近いようだ｣(ThisJewish

boy,befわregolngOntOCOmpareWithhimandDanteandChaucer,bllt血encomes

aroundtoparallelinghimwiththeprophetJeremiah)と､ウィリアムズは､ギンズバ

ーグの中に預言者エレミヤを兄いだしていたようである｡ギンズバーグは､ウィリ

アムズと同じ街に住んでいたということもあり､ウィリアムズに､詩作に関する助

言をよく請うていたことは有名である｡本節では､ギンズバーグの中のエレミヤ的

側面に焦点を当て､特に､1956年に発表した詩､｢吠える｣と旧約聖書の 『ェレミ

ヤ書』とそれに続く『哀歌』を比較､分析し､最終的に ｢吠える｣に措かれている､
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ギンズバーグの預言者的思想や姿勢を検討する｡

本章の第一節､第二節で述べてきたように､｢吠える｣の冒頭の第-行目において､

一人称の語り手砧Ⅰ門は､｢僕の世代の最良の精神｣が ｢破壊｣されているのを目にし

ている｡しかし､その続きには､なぜ破壊されたのか､という原因の説明は全くさ

れておらず､それを嘆き吠え叫ぶ､｢ヒップスター｣と呼ばれるアウトサイダー達の

様子が､関係代名詞(who)から始まる200以上の長い繰り返しの詩行によって描か

れている｡｢ヒップスター｣の代表的な人物としては､ニール ･キヤサディーを挙げ

ることができる｡｢ヒップスター｣であるキヤサディーの行動は常軌を逸しており､

そこにはいっさい規制がなく､本能の赴くままに振る舞っているような印象を受け

るOそのような性格をもつ ｢エヌ ･シー｣を､｢吠える｣の語り手は､｢吠える｣の

｢かくれたヒーロー｣と定義しているのであさ｡

次に､｢吠える｣の第二部では､第-部で ｢僕の世代の最良の精神｣を破壊した原

因を､｢モーラック｣として告発する｡特に､詩行に表われる｢戦争｣と｢政府｣､そし

て ｢産業｣というキーワードは､当時のアメリカ社会を概観する際､糸口となり役

立つOつまり､第一次､第二次大戦で経済的に裕福になったアメリカは､さらに科

学技術の進歩に力をいれ､産業は大きく発展したO徹底管理を目指した圧迫的な政

治､そして大企業がアメリカの資本を支配するようになり､物質的にかなり繁栄し

た､トッド･ギトリンのいう ｢潤沢の社会｣の時代-アメリカは突入していくこと

になる｡しかし､一見そのような ｢潤沢の社会｣であったにもかかわらず､語り手

は､｢モーラック｣(Moloch…,)で始まる詩行を繰り返し展開しながら､｢モーラック｣

を､当時の経済的､物質的には繁栄はしたが､その下に隠された､人間性は失われ

てしまったアメリカ社会であると見なし､それを訴えていくのである｡

続く第三部では､ギンズバーグの友人であるカール ･ソロモンをうたったエレジ

ーとなっている｡いわゆる天才と言われたカール ･ソロモンに､ギンズバーグは精

神病院で出会い､ソロモンを通して､正気と狂気の問題を問いただしている｡当時

一般的には､｢狂気｣と映っていたキヤサディーやソロモン､つまり｢ヒップスター｣

達を､詩の中心にすえることで､正気と狂気の不明確な境界線､さらに逆転の構造

を作り上げた｡その逆転の構造を造るために､語り手はあえて当時タブーとされて

いた言葉を多く取り入れ､違和感､不調和を引き起こすフレーズを並べ､さらには
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文章のシンタックスを無視することで､当時の社会概念の破壊を試みているOそう

することで語り手は､語り手の見た､間違った方向に進んでいる当時のアメリカに

警告を発しているのである｡この第三部では､｢僕は君とロックランドにいるのだ｣

(Ⅰ'mwithyouinRockland,...)という詩行を繰り返しながら､ギンズバーグのソロモ
ンに対する感情的な側面が同時に現れている｡

作品の締めくくりである ｢脚注｣("Footnote")は､後に付け加えられたにもかかわ

らず､当時のアメリカ社会が進むべき方向を暗示しているように思われる｡以下の

引用は ｢脚注｣の冒頭である｡

Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!

Holy!Holy!Holy!

Theworldisholy!Thesoulisholy!Theskinisholy!Thenoseisholy!The

tongueandcockandhandandassholeholy!､､

Everythingisholy!everybody'sholy!everywhereisholy!everydayisin

etemity!Everym an'Sanangel!(134)

聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるか

な !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なる

かな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !

世界は聖なるかな !魂は聖なるかな !皮膚は聖なるかな !鼻は聖なるかな !

舌､陰茎､尻の穴は聖なるかな !

すべての物質は聖なるかな !すべての人間は聖なるかな !すべての場所は聖

なるかな !すべての日は聖なるかな !

｢ホーリー｣(Holy!)ということばの繰り返しのみが並べられ､続く行では､全て

を ｢聖なる｣ものとするような描写がさらに続いている｡ここで語り手は､アメリ

カの新たな進むべき方向を兄いだしているようであるoその方向は､『ェレミヤ書』､

それに続く 『哀歌』をとおして ｢吠える｣を見ると､次に述べるように､よりよく

理解することができる｡

『ェレミヤ書』とは､ユダヤ教やキリスト教の世界において､イザヤ､エゼキエ

ル等と並び大預言者と位置づけられているエレミヤの､生涯と預言を集成したもの

である｡おおよそ紀元前600年代に､なぜェレミヤのような預言者の存在が必要と

されていたか､という理由には､当時のエルサレムの危機的状況が関係している｡
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当時中近東では､アッシリアの勢力の増大､そしてバビロニアの包囲も迫っており､

エルサレムは没落寸前の状態であった｡エレミヤはそのようなェルサレムの危機的

状況に対して､以下のように神から言葉を受けることになる｡

ThentheLORDputforthhishandandtouchedmymouth;andtheLORD

saidtome,"Behold,Ihaveputmywordsinyourmouth.

See,Ihavesetyouthisdayovernationsandoverkingdoms,topluckupand

tobreakdown,todestroyandoverthrow,tobuildandtoplant."(Jer.

1:9-10)

主は手を伸ばして､わたしの口に触れ 主はわたしに言われた｡｢見よ､わた

しはあなたの口にわたしの言葉を授けるO

見よ､今日､あなたに 諸国民､諸国王に対する権威をゆだねる｡抜き､壊

し､滅ぼし､破壊し あるいは建て､植えるためにO｣

これは 『エレミヤ書』の冒頭の部分であるが､ここでなぜ神は､｢あなたに諸国民､

諸王国に対する権威をゆだねる｣(Behold,Ihaveputmywordsinyourmouth)と､

他の国民を越えてエレミヤのみに特別な力を与えているのか､という疑問点が生じ

てくるであろうCつまり､エレミヤの預言者たる所以だが､その理由は､物語が展

開されて行くにつれ徐々に明らかにされていくことになる｡

当時のエレミヤ以外の預言者を含むエルサレムの人々は､バビロニアの支配がも

う､すぐそこまで来ていたにもかかわらず､その降りかかろうとしている災難､『ェ

レミヤ書』では ｢破壊に次ぐ破壊｣(Destmctionupondestmction,Jer.4:20)と述べ

られているが､その不幸に全く気がつくことは無く､自分の目の前にある平穏な日

常を信頼して生活していた.そのような国民の態度を､エレミヤは､｢身分の低い者

から高い者にいたるまで皆､利をむさぼり預言者から祭司に至るまで皆､欺くO彼

らは､わが民の破滅を手軽に治療して平和がないのに『平和､平和』という｣(For丘om

theleasttothegreatestofthem,everyoneisgreedyforunJuStgaln;and丘om

prophettopriest,everyonedealsfalsely･Theyhavehealedthewoundofmypeople

lightly,Saying,̀Peace,peace,'whenthereisnopeace,Jer.6:13-14)と､繰り返し嘆

いている｡一方､このような真実の見えない状態､エレミヤの言葉をかりると､｢愚

かな子らで分別が無い｡悪を行うことにさとく善を行うことをしらない｣(Formy

peoplearefbolisll,theyknowmenot;也cyarestupidchildren,比eyhaveno
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understanding･Theyareskilledindoingevil,buthowtodogoodtheyknownot,Jer.

4:22)国民とは逆に､エレミヤは当時のエルサレムを ｢荒地｣ (wildemess)や ｢深

い闇の地｣ (alandofdarkness)と呼び､明らかに ｢あなたの国を荒廃させるため､

獅子は自分の国を出たOあなたの町々は滅ぼされ､住むものはいなくなる｡それゆ

えに粗布をまとい嘆き､泣き叫べ｡主の激しい怒りは我々を去らない｣(Alionhas

goneup丘omhisthicket,adestroyerofnationshassetout;hehasgonefclrth&om

hisplacetomakeyourlandawaste;yourcitieswillbeminswithOutinhabitant.For

thisgirdyouwithsackclothlamentandwail;fortheflerCeangerOftheLORDhas

nottunedbackftomus,Jer.4:7-8)と､エルサレムの陥落の危機を国民に警告して

いることが分かるO表面上は穏やかで平和と見なされていた当時の社会の影に差し

迫っていた危機を､エレミヤは神の言葉を通して摘発し､続く 『哀歌』において､

預言者としてエルサレムとその国民を憂い嘆いたのである｡

ここで注目すべきことは､先ほど取り上げた引用にもあるように､｢主の激しい怒

りは我々を去らない｣と､エルサレムに降りかかる災いの原因をエレミヤが ｢主の

怒り｣､つまり ｢神の怒り｣と見なしている点であるO『哀歌』においても､｢わたし

は(エレミヤ)主の怒りの杖に打たれて苦しみを知った者｣と神の怒りを述べている0

エレミヤは当時の国民の無知な状態を嘆くと同様､彼らの腐敗した､神-の信仰心

に対しても強く非難している｡『エレミヤ書』によると､物質的に豊かであった当時

のエルサレムでは､尊いとされる祭司の世俗化､さらに物質､偶像崇拝のような形

式ばかりを重視する形骸化した信仰心が目立ってきた､とある｡そしてそのような

当時のエルサレムに対しエレミヤは､｢我々は主なる神に罪を犯しました｡我々も､

先祖も若いときから今日に至るまで主なる神の御声に聞き従いませんでした｣(Let

usliedown inourshame,andletotLrdishonorcoverus;forwehavesinnedagalnSt

theLORDourGod,weandourfathers,fromouryoutheventothisday;andwe

havenotobeyedthevoiceoftheLORDourGod,Jer.3:25)と､述べているOつまり

エレミヤによると､バビロニアによって陥落されるエルサレムは､神-の信仰を愚

劣化したというエルサレム自身に問題があり､その怠惰で不誠実な国民に対しての

神の怒りがェルサレムを崩壊に導いた､というわけである｡このような､崩壊の危

機にある国に対し悲観的な将来を見ながら憂い嘆く姿勢､そしてその原因を ｢神の

怒り｣とする態度を､預言者エレミヤから派生した単語で ｢ジェレマイヤード｣
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(Jeremiad)と呼ぶ2｡この ｢ジェレマイヤー ド｣的態度は､明らかにアレン･ギンズ

バーグの ｢吠える｣に現れていることが分かる｡

つづいてギンズバーグの ｢吠える｣における ｢ジェレマイヤー ド｣的態度を見て

いくO｢吠える｣には､エレミヤ的な思想のみならず､詩の形式面において旧約聖書

の 『エレミヤ書』､『哀歌』を､そのまま土台にしたような類似点を見ることができ

る｡先ほど ｢吠える｣を説明した際にも述べた ｢吠える｣の冒頭の詩行と､『エレミ

ヤ書』の以下の引用には､共通点が認められる｡

Ilookedontheearth,andlo,itwaswasteandvoid;andtotheheavens,and

theyhadnolight.Ilookedonthemountains,andlo,theywerequaking,and

allthehillsmovedtoandfrO.Ilooked,andlo,therewasnoman,andal1the

birdsoftheairhadfled.Ⅰlooked,andlo,thefruitfu1landwasadesert,andall

itscitieswerelaidinruinsbeforetheLORD,beforehisfierceanger.

(Jer.4:23-26)

私は見た｡見よ､大地は混沌とし 空には光がなかったO私は見た｡見よ､

山は揺れ動き すべての丘は震えていた｡私は見た｡見よ､人はうせ 空の

鳥はことごとく逃げ去っていたo私は見た｡見よ､実り豊かな地は荒れ野に

変わり 町々はことごとく､主の御前に 主の激しい怒りによって打ち倒さ

れていた｡

この引用から､語り手を通して､語り手が見た光景を描写している点､そしてその

描写したものが ｢町々はことごとく｣｢打ち倒されていた｣という表現に､｢吠える｣

の冒頭と非常に似通った点を見ることができる｡続く 『哀歌』においても､語り手

の描写は続いていくことになる｡

｢吠える｣も 『ェレミヤ書』､『哀歌』も同様に､この一人称単数の"Ⅰ"を通して､

｢吠える｣においては物質的に豊かになりすぎた ｢潤沢の社会｣､つまり ｢吠える｣

の第二部で ｢人間の魂を奪った｣｢モーラック｣をメタファーとして非難していく｡

｢モーラック｣は第-章で引用したように､その言語の由来は聖書にある｡｢モーラ

ック｣の本来の意味は､フェニキア人が子供を人身御供にして祭った神､であった

が､今日では一般的に､｢大きな犠牲を要求するもの｣という意味も含まれるOトマ

ス F.メリルは､｢モーラック｣を ｢社会的病巣｣と定義しているが､｢吠える｣に

おいて語り手托Ⅰ門は､そのような性格を持つ ｢モーラック｣を通しそれによって ｢破
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壊された｣人間の鹿々な様子を描写している｡同様に 『エレミヤ書』､『哀歌』にお

いても､陥落の危機にあるにもかかわらず､現実を直視することなく平和を信じて

生活する人間を警告の意味をこめて描写している｡1950年代のアメリカ､そしてバ

ビロニア支配直前のエルサレムという､両者崩壊していく社会を語る語り手"I"は､

パーソナルな面もあるが､それよりはむしろ全知全能のパブリックな語り手である

ような印象を受ける.オーストライカーは､これらの語り手に対して共通点を指摘

している｡

Inbothpoemsl"Howl"andTheBookofJeremiah]thevoiceisexclamatory,

impassioned,hyperbolic,intenselyfigurative,andvirtuallyimpossibletopin

down,tolocate,toidentify.Inboth,thespeakingorshriekingorwailing"I"

oscillatesbetween血eindividtlalandcollectiveidentity.(Ostriker)

両方の詩において､その声は感嘆口調であり､気持ちを高ぶらせ､大げさな､

激しく表象的であり､事実上突きとめたり､捜し当てたり､何であるかを明

らかにできない｡両者において､語り手､もしくは､悲鳴をあげる､また､

嘆き叫ぶ 『私』は､個人のアイデンティティーと集団的なアイデンティティ

ーとの間を行ったり来たりしている｡

このように､両者の詩の声は､｢事実上突きとめたり､捜し当てたり､何であるかを

明らかにでき｣ず､｢個人のアイデンティティーと集団的なアイデンティティーとの

間を行ったり来たりして｣いるのである｡このような､｢吠える｣､『エレミヤ書』､『哀

歌』両者に見られる､主観的客観的要素を同時に併せ持つ語り手以Ⅰ卵は､『エレミヤ

書』では､神から ｢言葉を授けら｣れたと直接述べられているように､共通して預

言者のような性格を持っている語り手である､ということができるだろう｡批評家

ポール ･ポーチュギ (PaulPortugeg)が彼の著作 『アレン･ギンズバーグのヴイジョ

ナリー ･ポェティツクス』(Themsiona7yPoeticsofAllenGinsberg,1978)の中で､

ウィリアム･ブレイク(William Blake,1757-1827)がそうであったように､ギンズバ

ーグも自分の中に預言者の姿を見ていたと考察しているように8､｢吠える｣におけ

る語り手には､預言者エレミヤを思わせるような､ギンズバーグの預言者としての

エレミヤ的姿勢が現れているのである｡

では､このような預言者的語り手は､当時のアメリカ､又はエルサレムに何を見

ていたのであろうか｡『ザ ･フィフティーズ』の著者であるデビット･/､ルバースタ

52



ム(DavidHalberstam)は､50年代のアメリカについて､｢善意と豊かさに溢れたこの

時代､アメリカ社会の本質的な素晴らしさに疑いを挿む国民はほとんどいなかっ

た ･･･国民の大多数が富の分配を受けられる強大な社会の到来は､彼らが抱いた

壮大な野望をも凌駕する繁栄が現実となったことを意味していた｣ 4と述べているD

Lかしその繁栄は第二次世界大戦に依るところが大きく､人類初の原子爆弾を使っ

て大量殺人を成功させた悲惨な戦争がもたらした結果である社会の歪み､人間性の

歪みは､すでに社会の奥底に広がっていた｡大多数の国民が､当時の ｢潤沢の社会｣

に順応しそれを謳歌していた頃､ギンズバーグはその影に潜む暗闇を敏感に察知し

ていたようである｡『パリ･レビクー』でのインタビューでのギンズバーグの発言に

もあるように､ここで詩人は､｢皆が気づいていること､本当に気づいていることな

んだよ!ええと､それは恥ずかしさと言ったら良いのかなoいや､それは恐怖だ.

完全な恐怖の気持ちがまさにそのことだ｣と述べている050年代においては､社会

の状況は ｢潤沢｣であったにもかかわらず､ある説明し難い陰曹な予感が､人々の

心に影を落としていたOそれは60年代に混沌の時代となって表面化することになり､

ギンズバーグはそれを敏感に感じ取り､その預言者としてのエレミヤ的姿勢を語り

手HIHに込め､｢吠える｣において ｢モーラック｣を用いながら､精神的に崩壊して

いく社会を措いたのである｡｢吠える｣からの以下の引用は､それを良く表している｡

Molochwhoenteredmysoulearly!MolochinwhomIam aconsciousness

withoutabody!Molochwho丘ightenedmeoutofmynaturalecstasy!

MolochwhomIabandon!WakeupMoloch!LightstreamingOutOfthe

sky!(131)

モーラック それは早くから僕の魂の中に入りこんできた モーラックの中

で僕は肉体のない意識である !自然の喜悦を追い出した僕に恐れを抱か

せたモーラックよ!

モーラックは僕をすてる !モーラックで目を覚ませ !空から流れてくる光

よ!

同様に､『ェレミヤ書』､『哀歌』においても､当時の ｢平和がないのに 『平和､平和』

という｣国民とは対照的に､｢町の広場を歩こうとしてもー歩一歩をうかがうものが

ある｡終わりの時が近づき､私達の日は満ちる｡まさに､終わりの時が来たのだ｣

(MendoggedourstepssothatwecouldnotwalkinOurstreets;ourenddrewnear;
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ourdayswerenum bered;forourendhadcome,Lam.4:18)と､悲観的な将来を嘆い

ている語り手を見ることができる｡『哀歌』には､このような語り手､一般的にはエ

レミヤとされているが､語り手の未来に対する嘆きが延々と歌われている｡このよ

うに､｢吠える｣､そして 『ェレミヤ書』､『哀歌』における語り手は､預言者的眼差

しを持って冷静に社会を見つめ､その奥底に潜む､すでにそこまで来ている危機的

状態を告発し､憂い嘆いているのである｡

このような､崩壊していく社会に対して 『ェレミヤ書』では､先ほど取り上げた

ように､｢抜き､壊し､滅ぼし､破壊しあるいは建て､植えるために｣(toplucktlpand

tobreakdown,todestroyandove仙row,tobuildandtoplant)､預言者的語り手に

『ェレミヤ書』､『哀歌』を語らせている｡この ｢抜き､壊し､滅ぼし､破壊しある

いは建て､植えるために｣というフレーズは､｢吠える｣のもつ構造にちょうど当て

はめることが可能である｡｢吠える｣において滞 り手は､冒頭でも述べたが､逆転の

構造を用いている｡つまり､当時50年代のアメリカではアンチ･ヒーローと見なさ

れていたような､ニール ･キヤサディー､言い換えると､ヒップスターと呼ばれる

人達を詩の中心にすえてヒーローにすることで､当時根付いていた価値基準に揺さ

ぶりをかけ､さらにソロモンを通して狂気と正気の暖味な境界線を破壊することに

成功している｡その上､当時タブーとされていた言葉をふんだんに使い､そのよう

な卑猿な言葉と清らかとされる言葉を組み合わせることで詩行に強い衝撃を持たせ､

当時は当然なものとして受け止められていた社会秩序､既成概念の破壊を試みてい

るのであるOなぜなら､｢吠える｣における ｢ジェレマイヤード｣的語り手は､順応

主義や物質主義に覆われた表面上は豊かである社会を ｢滅ぼし､破壊し｣､その水面

下に潜む人間性の崩壊している危機的状態を暴露することが目的だったからである｡

ハルバースタムは､ギンズバーグの ｢吠える｣がシックスギャラリーで朗読された

ことについて､｢ビート族の成功は､古い秩序が変貌しつつあることの確実な証拠だ

った｡厚い壁はすでに音を立てて崩れていたのである｣ 5と言っているO｢吠える｣

におけるギンズバーグの ｢ジェレマイヤード｣的な姿勢は､それ自身の中に､無知

な国民に対する怒りから生じる破壊力のある小さなモーラックのようなものを持ち､

『ェレミヤ書』でエレミヤが神から授かった言葉､｢抜き､壊し､滅ぼし､破壊し｣

ということを実行し､それを成功､つまり ｢建て､植える｣という結果に導いた､

ということができるであろう｡このように､預言者的詩人としてギンズバーグを見
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たとき､彼自身の中に神は存在し､それは彼の内なる怒りの声となりモーラックに

あるような破壊力を持って､｢吠える｣という叫び声をあげたのではないだろうか｡

以上論じたように､エレミヤとイスラエル､そしてギンズバーグとアメリカという

関係は､非常に似通っていることが分かる｡伝統的ユダヤ教信者の父親をもち､自

らもユダヤ教徒であったギンズバーグは､自分の中に国の運命を預言した､エレミ

ヤの姿を見ていたO

｢吠える｣､『ェレミヤ書』『哀歌』を比較する際､さらに注目すべき点は､両者の

最終部分の違いにある｡『哀歌』の締めくくりは､｢あなた (神)は激しく憤り､わ

たしたちを全く見捨てられました｣(Orhastthouutterlyrejectedus?Artthou

exceedinglyangrywi也us?Lam.5:22)とある｡一方 ｢吠える｣では､先ほど述べた

ように､『哀歌』とは対照的な､肯定的な結未を見ることができる｡ギンズバーグの

｢ジェレマイヤード｣的な姿勢は､エレミヤ貯悲観的な態度とは違った､未来に明

るい光を認め､｢吠える｣の第一部から第三部では当時の社会に嘆き､怒り､破壊を

試みたにもかかわらず､最終的には全てが｢聖なる｣ような､まるで天国のような世

界を示唆しているように思われる｡このような天国を希求する態度は､聖書の 『黙

示録』に見ることができる｡

Thelivmgcrea仙-esneverceasetOSlng,..."Holy,holy,holy,istheLord

GodAlmighty,whowasandisandistocome!"(Rev.4:8)

その生き物たちは､夜も昼も絶え間なく言い続けた｡｢聖なるかな､聖なる

かな､聖なるかな､全能者である神､主､かつておられ､今おられ､やがて

来られる方｡｣

Byitslightshallthenationswalk;andthekingsoftheearthshallbring

theirgloryintoit,anditsgatesshallneverbeshutbyday-andthereshallbe

nonig王1tthere;也cyshallbringIntoit仇egloryand也ehonorof也enations.

(Rev.21:24-26)

諸国の民は､都の光の中を歩き､地上の王たちは､自分たちの栄光を携

えて､都に来る｡都の門は､一日中決して閉ざされない｡そこには夜がな

いからである｡人々は､諸国の民の栄光と誉れとを携えて都に来る.

ここには神の栄光に満たされた ｢完全な衝｣(cityofperfection)､換言すると ｢ニュ
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一･ジェルサレム｣(NewJeruSalem)が措かれている｡このように､預言者的語り手

を介してみた時､アメリカ植民以来続いている､｢アメリカ神話｣(MythofAm erica)

の思想､つまり､ヨーロッパを捨て17世紀にニュー･イングランドに到着したピュ

ーリタン達が胸に抱いていた希望､アメリカに全てが清らかで天国のような国､ニ

ュー･ジェルサレムを建国するという､昔ながらの考え方にやや近い思想を､｢吠え

る｣の中に見ることができるのではないだろうか｡批評家のサックバン･バーコピ

ッチは､彼の著作 『アメリカン･ジェレマイヤード』(AmericanJeremiad,1978)に

おいて､アメリカの作家について以下のように述べている｡

Am ericanwritershavetendedtoseethemselvesasoutcastsandisolates,

prophetscrylnginthewildemess.Sotheyhavebeenasarule:American

Jeremiahs,simultaneouslylamentingadeclensionandcelebratingnational

dream .TheirmajorWOrksarethemoststrikingtestimonywehavetothe

powerandreachof也eAmericanjeremiad.(Bercovitch180)

アメリカの作家たちは自分たちを､追放された者や隔離された者､荒野で叫

ぶ預言者として見る傾向がある｡つまり彼らは概して､堕落を嘆くと同時に

国家の夢を潰えるという､『アメリカの』ェレミヤたちなのである｡彼らの主

要な作品は､我々がもつ最も圧倒的なアメリカの嘆きの力と到達点-の証言

なのであるO

ギンズバーグの ｢吠える｣は､このバーコピッチのいう､ホーソン(Nathaniel

Hawthome,1804-64)､メルヴイル(Hem anMelville,1819-91)の流れをくむような､

｢アメリカの嘆き｣(theAmericanjeremiad)の文学にあてはめることが可能である､

ということができるのではないだろうか｡

地方詩人として土着の詩を書きつづけたウイリアム ･カーロス ･ウィリアムズを

慕っていたギンズバーグは､ウィリアムズの態度にならって詩の題材をアメリカそ

のものに絞って ｢吠える｣を創作したようである｡その中でギンズバーグは､批評

家ジョナ ･ラスキン(Jona血RaskiIカが言うように､｢アメリカの預言者｣(American

prophet)6としてのペルソナをつけ､預言者的語り手に詩を展開させていくことで､

すべての物が ｢聖なる｣ようであるニュー ･ジェルサレムのような新しいアメリカ

の建国を希求していたのかもしれない｡ギンズバーグの ｢吠える｣は､冒頭で取り
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上げたウィリアムズのギンズバーグに対するコメントのように､『エレミヤ書』､そ

して 『哀歌』を基礎におきながら､ギンズバーグ独自の､チョ-サーの持つ皮肉的

でユーモア溢れる技法と､ダンテのような人間を罪人として非難するような態度を

交えて描いたようである｡以上述べてきたように､ギンズバーグにエレミヤ的要素

を見たとき､｢吠える｣は､現在では広く浸透しているカウンター･カルチャーの突

破口であった､ということのみならず､｢吠える｣をアメリカン･ジェレマイヤード

の系譜として見なすことが可能であるし､ホイツトマンとは正反対の､ギンズバー

グのアメリカに対する態度を見ることができるのであるOこのような､ギンズバー

グの預言者的詩人としての態度は､彼の後の作品､｢カディッシュ｣や､『アメリカ

の没落』において､さらに展開されその独自性を極めていくことになるのであるO
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第二章 ｢カディッシュ｣("Kaddish,"1961)

一解体された葬送悲歌-

(1)伝統的なェレジ-

アレン･ギンズバーグは､1956年に当時のアメリカ社会に衝撃を与えた ｢吠える｣

を出版した後､彼の二番目の長編詩となる『カディッシュ その他の詩』(Kaddishand

OtherPoems)を1961年に発表しているo｢カディッシュ｣について､アン･チャータ

ーズは､この作品を ｢エレジーの形式を持っ長い詩｣ (alongfbmalelegy)と呼んで

いる1｡このチャーターズのことば､｢エレジ二の形式｣を理解する際､詩における｢エ

レジー｣のジャンルとしての解釈が必要であろうOまず､エレジーの定義を確認する｡

ピーター･サックスは､彼の著書､『イングリッシュ･エレジー』(TheEnglishEleBy,

1985)の第一章において､｢エレジーというジャンルの解釈｣("InterpretingtheGenre")

を追求した2｡彼は､それを論証する際､詩としての｢エレジー｣と､フロイト(Sigmund

Freud)の精神分析から引用した､人間の内なる感情である､｢悲哀の作用｣(theworking

ofmouming)とを結びつけ､｢エレジーの伝統的な形式と表象が､いかに喪失の経験と､

慰めの希求に関連しているか｣([A]skinghowthetraditionalformSandfiguresOfelegy

relateto也eexperienceoflossand也esearchfb∫consolation)を問うている｡フロイト

は､｢悲哀とメランコリー｣("MoumingandMelancholy")と題した論文の中で､｢悲哀｣

を､｢きまって愛するものを失ったための反応､であるか､あるいは祖国､自由､理想

などのような､愛する者のかわりになった抽象物の喪失にたいする反応である｣と定

義付けている3｡サックスは､その概念を基に､詩である ｢エレジー｣に､どのように

｢悲哀の作用｣が表れているか､ということを論じた｡彼によると､｢エレジー｣とは､

｢悲哀の作用｣は､｢欺き､悲しみ｣(grief)が､その喪失した対象の ｢代用となる対象｣

(substitutiveobjects)を仲介することで､｢慰め｣(consolation)に代わる､つまりこれが

受け入れとなり､その作用の完了を表したものだ､と論じている4｡

続く第-章の後半部でサックスは､｢伝統的手法｣と題して､エレジーの形式論を試

みている｡彼はまず､慰めの ｢編むイメージ｣(imagesofweaving)を挙げ､棺やブ-
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ケを例に解釈しながら､特に神話に登場する ｢豊穣の神｣を中心とした､｢草木の神の

死と再生｣(thedeathandrebirthofvegetationgods)に関連した儀式が､エレジーの形

式には多大な影響を及ぼすとしている｡エレジーの儀式性を強める技巧として､繰り

返しの効果を認め､｢草木の神｣､つまり自然の持つ普遍性と永遠の繋がりを説いたO

つまり､嘆きの声であった ｢エレジー｣は､永遠の力を領有する詩となる｡本来は個

人的な声だった存在が､それから距離をおき､もしくは､同化-と向かい､人格を有

しない継承されるべき言語として､その姿を現すのである｡サックスは､このような

複雑な構造を ｢パストラル ･エレジー｣と呼び､それが伝統的エレジーの中枢をなす

とした5｡一般的に ｢パストラル ･エレジー｣とは､エレジーにおいて語り手も死者も

羊飼いという仮面をかぶり､語り手が死者を古典神話からの神と結びつけ､嘆く場面

を冒頭にとる｡そして自然とともに､時には古典神話の豊穣の神､特にそれらに再生

の意味や死の儀式を込めながら関連付け､亡くなったとされる羊飼いの死を悲しむ｡

続いて､語り手は死者が生前いかに偉大であったかを嘆くと同時に､次第に死者を死

に追いやった運命や時代背景､社会といったものに疑念を抱き､怒りを覚えるように

なるO最終的には､語り手はこの世の死というものはさらに高貴な世界-行くという

ことであると悟りながら､死者の死を喜びを持って受け入れ､これを慰めとして未来

に対し明るい展望を抱いて幕をおろす､という練れを持つものである｡サックスは､

このような ｢パストラル ･エレジー｣とは､牧歌的な形式の適応の継承であったが､

｢ェレジ-｣はその真実の継承者として､明白に､そして劇的にこの伝統を引き継ぐ

ものであるとして､rエレジーというジャンルの解釈｣結んだ｡

ギンズバーグは ｢カディッシュ｣の題辞として､このような伝統的エレジーの系譜

とされる､シェリー(PercyByssheShelley,1792-1822)の詩､『アドネイス』(Adonais,

1821)から､｢一死になさい､あなたが求めるものと共にあることを願うならば｣ 6

(-Die,If血Ouwouldstbewiththatwhichthoudostseek!)という第52連からの引用

を挿入しているO本章第-節では､｢カディッシュ｣において､サックスによって定義

された､｢エレジーの伝統的な形式と表象｣､また､｢悲哀｣とは ｢喪失感｣から生ずる

｢嘆き｣が ｢慰め｣に変化し完了する､という心情の展開が､どのように描出されて

いるか､ということを論証する｡

｢カディッシュ｣は､｢序詩｣("Proem")､｢語り｣("Narrative")､｢賛歌｣("Hymmnn")､

59



｢哀歌｣("Lament")､｢連祷｣("Litany")､｢遁走曲｣("Fugue")と呼ばれる､6部から

構成されている｡第一部の ｢序詩｣は､ギンズバーグが母親ネィオミの死を思い起こ

す場面から始まる｡以下は ｢序詩｣の冒頭である｡

Strangenowtc･thinkofyou,gonewithOutcorsets&eyes,whileIwalkonthe

sunnypavementofGreenwichVillage.(209)

今あなたのことを思うと奇妙な感じがする コルセットなしで盲目にいって

しまった グリニッチ ･ビレッジの陽のあたる歩道を歩きながら7｡

上の引用から､描写は一人称の語り手uI''の内面-重点が当てられることが分かるだろ

う｡｢あなた｣(yoll)はネイオミを表す｡ギンズバーグはネィオミの死後､自身の住ん

でいたグリニッチ･ビレッジを歩きながら､｢今あなたのことを思うと奇妙な感じがす

る｣(Strangenowto也inkofyou)と､ネイオミを客観的に冷静に思い起こしているよ

うである｡語り手自身を一人称の ｢私｣とし､,亡くなったネィオミを二人称の ｢あな

た｣とすることで､｢カディッシュ｣は詩人と死者を結ぶダイアローグ的役割を果たし

ていると考えてよい｡第-部の ｢序詩｣では､語り手の視点を中心に､詩人がグリニ

ッチ ･ビレッジを歩きながら､その描写は彼の意識の流れに集中し､そこからネイオ

ミに関する記憶の断片を拾い上げた世界が措かれているO亡くなったネイオミに対し

語りかけるような語り手の態度において､明らかにそこにはネイオミを失ったという

語り手の心情に喪失感が現れていることが分かるだろう｡したがって､サックスのエ

レジー論と同様に､｢カディッシュ｣は死者に対する喪失感を動機として創作されたも

のとみなすことが可能である｡同じく､またこのような語り手に存在する喪失感を裏

付ける理由として､タイトルに使用された ｢カディッシュ｣の由来について挙げるこ

とができる｡

1956年6月の『ジャーナルズ･ミッドフィフティーズ 1954-1958』に載った詩は､

ギンズバーグの母親の死に対する反応が､｢カディッシュ｣を創作する以前に初めて詩

として描かれたものである｡

DeathofNaomi June9,19561

Tendemess&atomb-theworldisatomboftendemess.

LifeisashortDickeroflove.

Wentol止intothegrasskneltdown皮 criedalittle-toheavenfb∫her.

Otherwisenothing.(JMF260)
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ネィオミの死 1956年1月9日-

やさしさと墓- 世界はやさしさの墓である｡

人生とは愛のほんの一瞬の現れだO

庭-出てひざまずき､天に向かって少し泣いた- 彼女のために｡

ネイオミが死んだ当時､ギンズバーグはサンフランシスコにおり､彼女の死を電報で

知っている｡第一行 目には､｢やさしさと墓一一世界はやさしさの墓である｣

(Tendemess皮atomb-theworldisatomboftendemess)という表現は､ネィオミの突

然の死に対し客観的で冷静な詩人の姿を暗示するようである｡しかし､続く ｢庭へ出

てひざまずき､天に向かって少し泣いた- 彼女[ネィオミ]のために｣(Wentoutinto

thegrasskneltdown &criedalittle-toheavenforher[Naomi])という詩行が示すよ

うに､ギンズバーグはただただネィオミを失った事-の悲しみを嘆いている事が分か

るだろう｡このような､上記の詩に表したネィオミの死に対して生じた喪失感からく

る嘆きの感情を､後に詩人は改めて ｢カディッシュ｣という器に入れ替えたのである｡

表題にもつけられている ｢カディッシュ｣(丈addish,qaddish)とは､神の支配を認め､

人間の最終的な運命を神の御幸に重ねる祈りであり､｢追悼の祈り｣と呼ばれ､ユダヤ

教での埋葬の儀式の際に唄われるものだ80しかし､事実上ギンズバーグはネイオミの

葬式に立ち会うことができず､後に彼は､彼女の葬儀は､正式礼拝構成の条件である

定員､｢ミニヤン｣(minyan)を満たさなかったため､実際には ｢カディッシュ｣が唄わ

れなかったことを知る.マイルズの 『アレン･ギンズバーグの伝記』(Ginsberg:a
Biography,1989)によると､彼女の死の3年後､1959年､ギンズバーグはマンハッタ

ンで､友人のゼヴ･ピューターマン(ZevPutteman)のアパートで過ごした時､彼にネ

イオミの話をしたところ､ピューターマンが ｢カディッシュ｣のコピーを見つけ､二

人でネィオミのために合唱したという｡これに着想の源を得て､ギンズバーグは ｢カ

ディッシュ｣を頭に響かせながら､ピューターマンのアパー トから自宅に帰り､40時

間かけて ｢カディッシュ｣を作成したとされる｡この作品の最初にある ｢序詩｣に､

｢マンハッタンのダウンタウン､晴れわたった冬の真昼間､そして僕は一晩中起きて､

話して､また話して､そしてカディッシュを大声で唱えた… ｣(downtownMa血attan,

clearwinternoon,I'vebeenupallnlght,talking,talking,readingtheKaddishaloud".,

209)とある描写は､ギンズバーグがピューターマンのアパートから帰る場面を暗示し

ていることがわかる｡｢序詩｣では､詩人はネィオミの死を思い､実際目に見えるマン
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ハッタンの風景と､自身の中にあるネィオミの記憶の断片を一貫して織り交ぜ描いて

いるのである｡この ｢序詩｣は､ネィオミに対する詩人の思いが表れた詩行で締めく

くられている｡

Thkethis,thisPsalm,fromme,burstfrommyhandinaday,someofmy

Time,nowglVentONothing-topraiseThee-ButDeath,...

-pagebeyondPsalm-LastchangeofmineandNaomi-toGod'sperfect

Darkness-Death,staythyphantoms!(212)

これを受けたまえ､この聖詩､僕からの､ある日､ある時､僕の頭から突然

あふれ出たこれを､今こそ死のみ-捧げるのだ- 死よ､あなたを蓄えるため

に- 死よ､･･･

- 聖詩をこえる詩- 僕とネイオミの最終的な変化- 神の完壁な闇-

の- 死よ､なんじの幻をとどまらせよ !

上の引用から､今からギンズバーグ自身の ｢聖詩｣(Psalm)でネイオミをたたえ､失っ

た母親を追悼していこうという､語り手の明白な意図がうかがえるだろう｡このよう

に､｢カディッシュ｣を作成した実際の根拠は､亡くなったネイオミの魂を弔うためで

あり､それはまさにギンズバーグの中にあるネイオミに対する喪失感に拠るものであ

るとみなしてよい｡このように､｢カディッシュ｣の第-部は､喪失感から生じた､サ

ックスのいう伝統的エレジーの要素が見られるが､同時に､詩人はネイオミの姿を､

｢コルセットなしで盲目に｣(withoutcorsets&eyes)と描写している.ネイオミを形容

する ｢コルセット｣はネイオミが精神病院で着けていたとされ､｢精神病院｣を示唆す

るような ｢コルセット｣､さらに ｢盲目｣ということばは､エレジーを捧げる対象であ

る死者に対し､伝統的エレジーに表される ｢賛美｣の態度とは､異なった姿勢を暗示

している点に注意しなければならない｡

大部構成の ｢カディッシュ｣を順に論じると､第一部の ｢序詩｣はこのように幕を

開け､この作品を導いていくのだが､続く最も長い第二部の ｢語り｣では､詩人の意

識はネイオミにのみ絞られ､彼女の人生が詳細に赤裸々に描かれていく｡この､｢語り｣

の部分でネイオミのストーリーを終えた後､第三部に移る前に､｢賛美歌｣を挿入する｡

｢賛美歌｣は､｢序詩｣や ｢語り｣とは全く異なった趣を持っている｡ネイオミ-の賛

美-留まらない､｢賛美歌｣の最終部を引用する｡

BlessedbeTheeNaomi inDeath!BlessedbeDeath!BlessedbeDeath!
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去る唯一のもの､明るさも間もなく､永久に明け暮れのない世界｣(Thee,Heaven,aRer

Death,odyOneblessedinNothingness,notlightorda血 ess,DaylessEtemity,212)

と叙述しているように､死んだネィオミを ｢永遠｣の世界-いる､としている｡その

｢永遠｣は｢索漠とした不滅と革命｣(Gauntirmnortalityandrevollltion,223)でもあり､

彼女の死が終わりを意味していないことが示唆されている｡このような､死イコール

新たな出発､つまり再生の思想は､｢アドニス神話｣の中枢をなす｡

フレーザー(SirJamesGeorgeFrazer,1854-1941)は 『金枝篇』(TheGoldenBough,

1890-1915)において､アドニスについて述べているが､アドニスを ｢死と復活を繰り

返す東洋の神｣と定義している｡第三章の ｢古今のアドニス｣の中でフレーザーは､

シェークスピア(William Shakespeare,1564-1616)の『ヴィーナスとアドウニス』(Venus

andAdonis)に描かれているような､彼の死を嘆くヴィーナスの姿は､自然の生命を再

び活性づけるために王を死に至らせる習慣の辱映と述べている｡しかしアドニスの死

は､夏の暑さや冬の寒さによるふつうの植物の自然な枯死ではなく､畑で刈りとり､

脱穀場で細かく打ちくだき､石臼で粉に挽くという人間の暴力による穀物の破壊とさ

れる｡野猪に殺されたアドニスは､死後その傷口からアネモネの花が咲く10.｢殺す｣

という暴力的な要素の後､死から花が咲くのであるoルネッサンス期に措かれたヴィ

ーナスの絵画においても､ヴィーナスとともに花が措いてあることが多い｡ヴィーナ

スは美の女神であると同時に､豊穣の女神でもあり､そしてその花は､草木の芽吹く

季節である春を表し､再生を意味する｡同様に ｢カディッシュ｣の第四部の ｢哀歌｣

の結未においても､｢花いっぱいであなたの死を｣(withyourDeathfullofFlowers,

227)という一節がある｡これらのことを考慮したとき､T.S.エリオット(T.S.Eliot,

188811965)が 『荒れ地』 (TheWasteLand,1922)でアドニス神話を基盤に再生の儀

式を措いたように11､ギンズバーグの ｢カディッシュ｣においても､再生の神話の骨

子があるのかもしれない｡このような､｢死者の再生｣の神話が強く現れている ｢哀歌｣

には､伝統的エレジーの ｢慰め｣の要因が強く表出されているといえるだろう｡

続いて､この第三部の祈りに唱和するように､第四部では､葬儀の参列者とともに

主-の祈りを唱える ｢連祷｣が収められている｡

0mother

whathaveIleftout

0mother

おお かあさんよ

何を省略してしまったか

おおかあさんよ



whathaveIforgotten

0mother

farewell

withyoureyes

wi血youreyesofRussia

withyoureyesofnomoney (226)

何を忘れられようか

おお かあさんよ

さようなら

かあさんの目

かあさんのロシア人の目よ

かあさんの一文なしの目よ

ネイオミに ｢お別れ｣(0motherfarewell)を伝えた後､"withyoureyes.‥,withyour

eyes..."と､繰り返しを響かせながら､｢ロシア｣(Russia)から来た､生前のネィオミを

措くことで､死者をたたえているようである｡しかし､｢お金のない｣(nomoney)､続

く詩行ではさらに､｢盲腸手術｣(appendixoperation,227)､｢ロボトミー｣(lobotomy,

227)､｢離婚｣(divorce,227)と､ネィオミを褒め称える､というよりはむしろ､彼女の

全てを暴こうとする語り手の試みがうかがわれるC

最後に､｢カディッシュ｣の最終部である第五部は､一番短く､ネイオミの墓石の上

を舞っているだろう ｢カラスの鳴き声｣(caw)と､地下に眠るネィオミとともにあるで

あろう ｢神｣(Lord)-の賛美を､｢遁走曲｣とあるように､交互に措いているO語り手

は､｢この芝の下のネィオミ｣(Naomiunderneaththisgrass,227)に対し､｢神｣-の祈

りを捧げるのであるが､その祈りは､空を舞うカラスの ｢コ-コ-コ-｣という声に

よって中断されている.二つが交わった最後の､㍑LordLordLordcawcawcawLord

LordLordcawcawcawLord"という一行は､神-の祈りであるHLordわとカラスの泣き

声㍑cawMという単音節の不完全旗で音の効果を残し12､詩全体を終わり-と尊いてい

のであるが､神聖な ｢神｣への祈りが､カラスの ｢コ-コ-コ-｣という ｢金切り声｣

(Shriek,227)によって消されるという､エレジーを､エレジーとして終わらせないよ

うな効果が､読者一聴衆-と与えられる｡

以上のことから､｢カディッシュ｣を ｢伝統的エレジー｣の視点をもって分析したと

き､カディッシュのいずれの章においても､｢伝統的エレジー｣の要素は見受けられたD

しかし､｢カディッシュ｣が捧げられたネィオミ描写においては､死者に対する喪失感

から生ずる嘆きは､伝統的エレジーに措かれるような単に自己への慰めや死者-の賛美-､
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と向かうことはないようであった｡その方向性は､この作品の第二部である ｢語り｣に描

かれたネィオミを理解することで明らかにされる｡｢カディッシュ｣の第-部である ｢序

詩｣では､あくまで語り手の意識が中心であり､ちりばめられたネイオミの破片を結

合しても､彼女の姿は十分に見えてこず､彼女と語り手との関係も不明瞭である｡続

く第二部の r語り｣は､｢カディッシュ｣において大半を占める長編である｡ギンズバ

ーグの､母親ネイオミに対する愛情がいかに強かったか､というエピソードは数多く

残されており､確かに ｢カディッシュ｣においても､彼のネイオミに対する哀悼､悲

哀の意がよく表現されている｡しかし､｢語り｣に播かれたネイオミの姿を読み解いて

いくと､語り手にある､｢喪失感｣､｢嘆き｣､｢慰め｣以外の心情を読み取ることができ

るのである｡本章の第二節では､｢カディッシュ｣に描かれたネィオミに焦点をあて､

｢伝統的エレジー｣から変質し､さらには逸脱する ｢カディッシュ｣のエレジー像を

追求する｡



第二章 ｢カディッシュ｣("Kaddish,"1961)

一解体された葬送悲歌-

(2)反エレジーとしてのネィオミ像

-レン･ヴェンドラーは､ギンズバーグの ｢カディッシュ｣について､｢アメリカの

エレジーのカノンで､最も非古典的である｣(【T】bemostnonclassicalpoem in也e

Am eriCan elegiaccanon)､と述べている1｡ヴェンドラーの用いた ｢非古典的｣

(nonclassical)､ということばは､第-節で論じたサックスのいう ｢伝統的エレジー｣

とはちょうど相対立するような響きをもつよ､うだ｡そこで､『嘆きの詩MPoetTyOf

Mourning,1994)の著者である､ジョアン･ラマザーニのエレジー論を参考にすると､

彼は､モダン･エレジーを ｢反エレジー的｣であると定義したOラマザーニは著書の

中で､モダン･エレジーはエレジーの規範を破った､と述べている.

h becommganti-eleglaC,仙emodem elegymoreradicallyviolatesprevious

genericnormSthandidearlierphasesofelegy:itbecomesanti-consolatoryand

anti-encomiastic,anti-Romanticand anti-Victorian,anti-conventionaland

sometimesevenanti-literary.(Romazani2)

反エレジー的になっていく上で､モダン･エレジーは初期の時点ではなしえな

かったほどに､先のエレジーの規範を根本から破った｡つまり､反慰め的で反

賛美的であり､反ロマン主義的で反ヴィクトリア主義的であり､反伝統的で時

には反文学的でさえある｡

｢エレジーの反エレジー化｣とはいったいどのような意味をなすのだろうか｡先のチ

ャーターズやこのヴェンドラーの批評を考慮しても､｢カディッシュ｣を､ギンズバー

グが母親の死をうたったエレジーである､と見なすことは最も一般的であり､妥当で

あろう｡本節では､ラマザーこのいう｢エレジーの反エレジー化｣というキーワードを用

いることで明白に浮き彫りとされる､｢カディッシュ｣における ｢反エレジー｣性に焦

点をあてる｡まず､ネィオミをとおして露わとなった､彼女に対する ｢喪失感｣､｢嘆

き｣､｢慰め｣に収まることのない､語り手の心情を考察する｡次に､｢カディッシュ｣
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に描かれたネィオミ像を集中して分析し､そこから表象されるネィオミ像と､西洋の

美の肖像との比較を試みる｡最終的には､そうすることで見受けられる､｢カディッシ

ュ｣の中の ｢反エレジー的｣要素に着目し､伝統的エレジーを逸脱したモダン･エレ

ジー像を明らかにすることで､詩人の描いたこの作品の世界と意義を検討する｡

ギンズバーグは ｢カディッシュ｣の第二部である ｢語り｣において､彼自身の記

憶の糸を蔦って､母親の再現を試みたようである.以下の引用は､r語り｣の冒頭部分

である｡

Overandover-refrain-oftheHospitals-Stillhaven'twi ttenyourhistory

-leaveitabstract-afewimages

runthru themindllikethesaxophonechorusofhousesandyears-

remembranceofelectriCalshocks･(212) や

なんどもなんども- 病院-往復した- まだかあさんの歴史を書いてい

ない- 抽象世界に留め一一僅かなイメージが

家々と年月のサキソフォンのコーラスのように- 心の中を走り抜けるだ

けだ- 電気ショックの思い出よ｡

一人称の語り手の目を通して､ネィオミを二人称(you)と捉え､今から彼女の ｢歴史｣

Olistory)が､詩人を語り手として物語られていく事がわかる｡さらにそれは､｢まだあ

なたの歴史を書いていない- 抽象的なままで残している｣(Stillhaven'twrittenyour

historyl1eaveitabstract)という詩行が指し示すように､ネィオミの姿がこれから抽象

的ではなく､具体的に描写されるだろう期待が､読者の中に生じるだろう｡｢カディッ

シュ｣の二番目に収められている ｢語り｣には､ネイオミの姿､また彼女の人生が､

詳細で現実的に描写され､その主軸は､｢序詩｣における詩人の意識中心の視点から､

ネイオミの生涯の概観-と移行する｡まずは､前節で論じた､サックスのいう伝統的

エレジーに則した､｢語り｣に描かれたネイオミに対する語り手の愛情や嘆きが現れた

場面を取り上げたい｡

｢語り｣には､｢ルー (ルイス･ギンズバーグ)は草の上で脚を組んでいるかあさん

の写真を取った- 花をいっぱい挿したかあさんの長い髪よ- 微笑みながら- マ

ンドリンに合わせて子守歌をうたっている｣(Loutookphotoofhersittingcrosslegon

thegrass-herlonghairwoundwithflowersISmi1ing-playlnglullabiesonmandolin,
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214)という､明るく､美しく描写されたネィオミの姿がある20 当時ネィオミは養護学

校で教えており､学校での彼女も､｢養護学校の精神薄弱者 (生徒)たちと笑いながら｣

([IJ]aughingwithidiots,thebackwardclasses,214)､｢ネィオミはコミュニストの寓話

から色々な物語を根気良く読んだ｣(Naomi readingpatiently,storyoutofaCommunist

fairybook,214)と､生き生きとしたものであった.最初に置かれたことば､病院(the

Hospital)は､ギンズバーグにとってのネイオミの存在､そして ｢カディッシュ｣を総

体的に理解する際､必然を伴うOしかし､詩全体を通して､このようにネィオミが描

写された場面は数少なく､大半は｢神経衰弱｣(neⅣousbreak-doⅦ1)､｢偏執症｣(paranoia)､

r健忘症｣(amnesia)､｢発作｣(attack)､｢更年期障害｣(menopause)によって､｢狂っ

た｣(mad,crazy)彼女の姿が､実話をもとに詳細に措かれている｡そのような､ネイオ

ミの ｢狂った｣場面の一例を挙げる｡

Firstnervousbreakdown was1919TShestayedhome舟omschoolandlay

inadarkroomforthreeweeks-somethingbad-neversaidwhatl Verynoise

hurt-dreamsofthecreaksofWallStreet- (214)

1919年に最初の神経衰弱が起こった- かあさんは学校を休み 3週間暗

い部屋で養正をした一一一何か悪いことが- だが決してそれを口に出さなかっ

た- あらゆる物音に悩まされ- ウォール街暴落の夢に噴まれた-

これはネイオミの症状が最初に現れた描写であるが､彼女の人生は詩人の記憶をたど

り､不規則な時間軸において呼び覚まされ､さらに病状が悪化し狂ったネィオミの姿

が以後 ｢語り｣に配列されていく｡当時ギンズバーグはまだ生まれておらず､よって､

ギンズバーグにとってのネィオミの記憶､思い出は､すでに彼女が発病後のものとな

る｡サナトリウム(Sanitarium )から病院-､治療､入退院を繰り返すネイオミを､先に

引用した冒頭の詩行のように､ギンズバーグは克明に記憶しており､｢子どもだった頃

パタースンのアパートで､かあさんの神経衰弱を見守りながら何度も長い夜を過ごし

た- かあさんは太っていた- 次はいったいどうなるのだろう- ｣(Bylongmites

asachildinPatersonapartment,watchingoveryournervousness-youwerefat-your

nextmove-,212)と､幼いころの詩人の不安な様子が描かれている｡彼は､｢ぼくはか

あさんを看病するために､学校から家へ戻った｣(Istayedhomefromschooltotake

careofyou,212)と､できる限り母親の面倒を見ようとし､不安､恐怖におののきなが

らも､｢かわいそうなかあさん- 恐れながら- ぼくは横になっていた- ｢大好き
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だよ､かあさん｣- 体を強張らせ､かあさんのすぐ側で言った｣(Poorlove,lost-a

fear一日aythere-Said'Ⅰloveyou,Naomi,'-stiff,nexttoherarm,217)と､語り手の､

ネイオミに対する深い愛情が吐露されていることがわかる｡

しかし､ネイオミの病状は悪化の一途をたどり､｢｢私はおまえのかあさんだよ､レ

イクウッドに連れて行っておくれ｡･- そこに隠れたいんだ｣/僕たちはそこ-行っ

た- 某先生は在宅だった- かあさんは戸棚のうしろに隠れ- 血を入れ替えてく

れと頼むのだった｣(̀Ⅰ'myourmo也er,takemetoLakewood,'… ẁhereIcanhide.'/

Wegotthere-Dr,Wh atzisresthome-shehidbehindacloset-demandedablood

transfusion,213)と､ネイオミの錯乱は幼いギンズバーグを翻弄するO彼は母親を愛し

ながらも､｢12歳で ネィオミをレイクウッドの幽霊屋敷の運命にまかせ､バスに乗

り､夜中ニュージャージーを通り過ぎた- それは僕自身の運命のバスだったのだ一

一座席にくずおれ- あらゆるバイオリンはくだけ- 私の心臓は肋骨の中でひりひ

りしていた- 心は虚ろだった- ｣(12ridingthebusatnitethruNewJersey,have

le氏Naomi toParcaeinLakewood'shauntedhouse-le氏tomyown fatebusISunkin

aseat-allviolinsbroken一myheartsoreinmyribs-mindwasempty-,214)と､あ

まりに辛い現実に挫折し､彼女を放置することもあった｡そしてその自責の念に駆ら

れ､｢深く苦悩｣(mymelancholyhead,214)するのであるoここでは明らかに､ギンズ

バーグの中にあった､本来は愛情であったネィオミに対する感情は､苦しみへと変化

したと考えてよいだろう｡詩人の中の愛情を基軸とする感情は､さらに様々な感情-

と派生し暴露されていくこととなる｡

このようなネィオミの奇抜な行動､錯乱状態は､ギンズバーグ家の崩壊をもたらし､

ついにはネイオミ自身の完全な破壊につながるのである｡例えば､ネィオミは祖母を

｢いやな女｣(thebitch,213)と呼び､夫であるルイスをナチスのスパイと思い込み罵

るoさらには実姉のエレノア伊1eanor)に暴力を振るうようになり､ルイスはネィオミ

の治療費､加えてそのような姿に幻滅し､家を空ける生活を送り､その後離婚をするo

兄のユージーン四ugeneGinsberg)は家を出て､ニューアークで一人法律の勉強をする.

この状況の下､ネィオミの退院時には､ギンズバーグが主に彼女を看病することにな

った｡しかし悪化する病状､度重なる発作によって壊れゆくネィオミは､以下の引用

のように､ギンズバーグさえも認知しなくなるのであるo

'Areyouaspy?'Isatatthesoretable,eyesfillingwithtears-'Wh oare
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you?DidLouissendyou?-Thewires-'

inherhair,asshebeatonherhead- Ⅰ̀'mnotabadgirl-don'tmurderme主

-IheartileCeiling-Iraisedtwochil血en-ラ(223)

｢お前はスパイかい?｣僕は涙を潤ませて､不快な椅子に坐っていた- ｢お

前は誰だ?ルイスがお前をよこしたのか?- 計略だな- ｣

髪をふり乱し､頭を叩きながら- ｢あたしや悪い女じゃない 殺さない

でくれ !- 天井が聞こえる- あたしや2人のこどもを育てたんだ- ｣

上の引用において､細かく叙述されたネィオミに対して､苦悩のみならず､不安､恐怖､

愛情､ギンズバーグは母親-の様々な感情を露にするようになる｡時には､｢僕は激し

く打った､ラジオ､ステッキ､ヒトラーを見た母さんの頭を､･- - かあさん自身

の宇宙よ一一何処-も通じない- - ｣(IbangingagainstherheadwhichsawRadios,

Sticks,Hitlers,--herown miverse-noroadJhatgoeselsewhere-,･･･221)と､こと

ばで､動作でネイオミを弾劾し､時には､｢縛っているかあさんの胸の大きな足よ､と

おせんぼうをして広げた手､...かあさんはベッドのスプリングの下にスーツケースで

バリケードを築いた｣(HerbiglegcrollChedtoherbreast,handoutstretchedKeep

Away,-shebarricadedherselfunderbedspringwithsuitcases,215)と､ネィオミの行

動をあざけり茶化す｡ついには生前のネイオミを､｢片方の手は硬直し､… 脳菓切除

の傷跡よ一一破滅よ､手はすでに死の方-- ｣(Onehandstiff...ascaronherhead,

thelobotomy-mh,thehanddippingdow ardstodeath,223)と括写し､精神的､肉

体的な破壊を彼女に見出している｡-レン･ヴェンドラーは､｢カディッシュ｣におけ

るギンズバーグとネイオミの関係を､｢逆のピェタ像｣(theReversedPieta)と論じてい

る｡彼女によるとこの作品には､母親が息子を抱いているのではなく､打ちのめされ

た母親の遺体を愛情､哀れみをもって抱いた息子の姿が描かれていると指摘している3｡

さらにこのヴェンドラーの ｢逆のピェタ像｣の批評に付け加えるとすれば､肉体的な

逆転に加え､息子と母親の内面においても､｢逆のピェタ像｣を考慮することができる｡

つまり､母親を抱いた息子の中には愛､哀れみ､慈悲の心のみならず､それらを超え

た苦悩､糾弾､あざけり､荒らすような､それに相対するネィオミ-の心情の暴露を

内包するのである｡このように､ギンズバーグの､死者ネイオミに対する ｢悲哀｣は､

｢喪失感｣から生じたものではあったが､同時にそれを逸脱したものであった｡｢モダ

ン･エレジー｣を定義したラマザーニは､｢反エレジー｣における死者に対する感情に
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ついてさらに論じている｡

Ginsberg,...mostforcefullyrevisels]thedisplacedfamilyromanceattheheart

ofelegy,denouncing,mocking,ravaging,andexposingtheirPis]parentsin

stunningpoeticactsofconfrontation.(Ramazani221-222)

ギンズバーグ- ･は､詩的行為とは対立する驚くようなやり方で､彼らの (彼

の)両親を弾劾し､あざけり､破壊し､そして暴露しながら､エレジーの中核に､

分解された家族のロマンスを､最も力強く書き改めているO

ラマザーニは､｢カディッシュ｣をモダン･エレジーの系譜に位置づけている｡この引

用に呼応するように､死者に対する嘆き､悲哀のみならず､同時にそれらを逸脱した苦悩､

糾弾､あざけり､怒りといった感情が強く表され､完全に｢家族のロマンス｣(familyromance)

が破壊された ｢カディッシュ｣は､会話調にのって心情を全て暴露した､反エレジー的

な現代のエレジーに属すとみなしてよい｡

次に､｢カディッシュ｣に措かれたネィオミ像に主眼をおく｡その際､｢カディッシ

ュ｣の題辞として挿入された､シェリーの『アドネイス』からの引用､｢一死になさい､

あなたが求めるものと共にあることを願うならば｣､という一節をキーフレーズとして

｢カディッシュ｣を考察するとき､この作品に描かれたネイオミ像は､象徴としての

新たな肖像-と変質していくことがわかる｡シェリーの 『アドネイス』は､｢アドネイ

ス｣をキーツ(Jolm Keats,1795-1821)として､シェリーが友人キーツの死を悼んだェ

レジーである4｡この ｢アドネイス｣という名前は､一般的に､ユダヤ人が神を呼んだ

娩曲譜である ｢主｣､｢アドナイ｣(Adnai)- ｢カディッシュ｣には ｢そしてついには

アドニスがあなた (ネィオミ)といっしょだろうか?｣(Adonoi,atlast,with you

PVaomi]?211)と現れているが- ということばと､ギリシャ神話におけるアドニス

(Adonis)を､シェリーが組み合わせた造語だと言われている｡アドニスは神話上､狩

で猪に殺されたが､その美貌から女神アフロディーテに愛され､蘇った美少年である｡

キーツ自身も美しく､神とのイメージを重ねてアドネイス-キーツの復活をシェリー

が措いたことは､造語の理由に適うだろう｡例を挙げると､『アドネイス』の第27ス

タンザには､｢ああ 優しい子どもよ､あなたがかつてそうであったように美しく｣ぐO

gentlechild,beautifulasthouwert,'Shelley432)という､詩人によるキーツの描写があ

る5｡このように､シェリーはあまりに早く逝ったキーツの死を嘆くのだが､ギンズバ

ーグが題辞としてとりあげた､第52連では､キーツの死を認め､彼の死が､永遠の美
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になったであろうことを暗示している｡シェリーが 『アドネイス』において､キーツ

を永遠の美とみなしたように､ギンズバーグは ｢カディッシュ｣においてネィオミに

永遠の美を認めたのだろうかo｢カディッシュ｣は一見 ｢美｣とは縁遠い作品と思われ

るが､確かに､ネイオミを通して詩全体にちりばめられた ｢美｣に纏わる叙述を､い

くつか拾うことができる｡そのような､ネィオミにかかわる美の描写を体系化して眺

めたとき､読者一聴衆は､｢カディッシュ｣の中の ｢反エレジー性｣を目にすることが

できるのである｡

ネイオミがブロンクスのエレノアの下で生活するようになってからの､後半の物語

(anothersagaoflateNaomi)において､錯乱状態にもかかわらず､｢美｣に取り付かれ

た彼女の姿が措かれている｡例えば､｢病院-入るまではあんなにも美しかったのに｣

(IusedtohavesuchabeautifulfigurebeforeIwenttothehospital,218)と自分自身の

ことを言い､雑誌の裸の赤ん坊を見ながら､｢あたしは美しいことしか考えないのよ｣

(Ⅰwi11thinknothingbutbeautifulthoughts,218)､｢あたしは美しいことを考える､赤ん

坊は美しい手をしている｣(Ⅰthinkbeautifulthoughts,thebabyhasabeautifulhand,

219)と､｢催眠状態｣(inhypnotize,219)ではあるが､これらのネィオミの台詞から､

美を意識する彼女の態度がうかがわれる｡さらに､｢かあさんは聖書を読み､一日中美

しいことばかり考える｣(ShereadstheBible,thinksbeautifu1thoughtsallday,219)と

続き､ネイオミは､精神的に崩壊しつつあったにもかかわらず､自身を理解していた

ような行動をとっている｡以下の引用は､語り手の､ネイオミの美に対する態度が､

錯乱状態にあるにもかかわらず､さらに明確にされた場面である｡

Sadpaintings-butsheexpressedherself.Hermandolingone,allstrings

brokeinherhead,shetried.TowardBeauty?orsomeoldlifeMessage?(220)

もの悲しい絵ばかりだ.･.･.･.･.･.･一だがかあさんは自分自身を表現した マンドリンは

壊れ 全ての弦は頭の中で切れてしまった それでも弾こうとしたのだ 美に向か

ってか それとも古き生活-のメッセージにか?

この詩行から､常に ｢美しい考え｣を胸に抱いていたネイオミの態度は､｢美に向かっ

て｣いた､という可能性を見出すことができる｡なおいっそう彼女は錯乱して､姉の

エレノアを蹴りながらも､｢あたしや偉い女なんだよ- 本当に美しい心をしているん

だ｣(Iamagreatwoman-am tmlyabeaut血lsoul,221)と主張する｡｢カディッシュ｣

において､｢美｣の要素は､常にネィオミの周辺にあり､ネィオミはそれを強調する役
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割をしているようだ｡｢カディッシュ｣の､特に第二部である ｢語り｣を包み込む陰欝

な雰囲気､ネイオミの悲劇的な人生の描写の中において､このような､ネィオミを美

として捉える姿勢は､場面は少ないが､際立った輝きを放っている｡｢語り｣の最終部

分において､美の要素はネイオミの周辺から､ついにネィオミ自身の美-と移行する｡

ORussian faced,woman Onthegrass,yourlongblackhairiscroⅦled

withflowers,themandolinisonyourknees-

Comm unistbeauty,Sitheremamiedinthesum eramOngdaisies,

promisedhappinessathand-

holymother,nowyollSmileonyourlove,yourworldisbomanew,children

runnakedinthefieldspottedwithdandelions,(223)

おお ロシア人の顔をし 草に横たわれる女よ 花の王冠で飾った長い黒髪よ

膝にのせたマンドリンよ-

コミュニストの美しさよ 結婚して夏の雛菊の咲き乱れる中にいるかあさ

んよ 約束の幸福は近づけり-

聖なるかあさんよ 今あなたは愛に満ちて微笑み あなたの世界は新しく

よみがえり 子どもたちが たんばばの点々と咲いた野原を裸で走ってゆく

ここには､｢花の冠｣をかぶったネイオミがおり､明るい日差しの中､ヒナギクに包ま

れ､牧歌的な風景を背に天使に囲まれ､美しく微笑む女性の姿が叙述されている｡こ

の光景は､美しい一枚の絵画となろうし､彼女には､まさに理想的な美が投影されて

いるOシェリーがキーツに､エレジーとして 『アドネイス』を送ったように､ギンズ

バーグは ｢カディッシュ｣をネイオミに捧げた｡シェリーにとってのキーツが､美少

年であるアドニスであるとすれば､ギンズバーグにとってのネイオミは何であろうか｡

ギンズバーグはネィオミを､｢おお '美しきカルマのガ-ボよ｣(0beautifulGarboof

myKarma,107)と表していることから､彼にとってのネィオミは､アドニスに恋した､

美の女神であるヴィーナスと､例える事も可能であろう｡にもかかわらず､詩人は自

ら作り上げた美の象徴､ヴィーナスとしてのネィオミを､同時にことごとく裏切り乾

めていくのである｡

以下に挙げる引用には､先ほど述べてきた､美しいネイオミとは正反対の彼女の肖

像が､詩人によって生々しく怪奇的に映し出されている｡

Onenight,suddenattack-hernoiseinthebathroomllikecroakingupher
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soul-convulsionsandredvomitcomlngOutOfhermouth-diarrheawater

expoding丘omherbehind-onallfoursinfrontofthetoilet-urinerurmlng

betweenherlegs-le負retchingonthetilefloorsmearedwith herblack

feces-unfainted-(218)

ある夜 突然発作- 風呂場で騒ぐかあさん- まるで魂を締め上げてい

るようだ- 激しい痘撃を起こし口から血を吹き出す- 下痢状の水が下から

どっと流れる- トイレの前で四つん這いになり- 足の間にたらし吐き気に

襲われ- 汚れた顔をタイ/レ粘りの床にこすりつけながら- よろよろとはっ

ていた-

上の引用には､先に取り上げた引用とは､全く別の世界がある｡暗い夜に狭いバスル

ームの中で､地獄絵を背景に､苦しみ､のた打ち回るネイオミの姿がある｡語り手の

客観的な目による､感情を入れない描写は､､さらにその不気味さを際立たせている｡

彼女は､｢激しい痘撃を起こし､口から血を吹き出す｣(conⅥ1lsionsandredvomit

comingoutofhermouth)ような状態で､魂は､｢締め上げている｣(Croakingup)にも

かかわらず､ネィオミは､否定を表す接頭辞の"un"をつけた ㍑unfainted,"｢気絶して

いない｣状況なのである｡｢気絶した｣(免inted)ではなく､｢気絶していない｣である

が故に､ネイオミの存在は､いっそう恐怖を帯びたものとしてできあがっているO詩

人は､読者一聴衆が予期しないような､細かく不気味な描写方法で､ネィオミ像を美

的対象から､グロテスクな醜悪-と変質させている｡先ほどの､牧歌的な美しい一枚

の絵画とは対照的な奇怪な絵が､読者一聴衆の脳裏に反射するだろう0

このようなネイオミの変貌は､さらに一歩進み､われわれの目の前に現れる｡それ

は､彼女の裸の描写を意味する｡以下に挙げる引用は､ネイオミが裸になりつつある

場面を描出したものである｡

Naomi,Naomi-sweating,bulge-eyed,fat,thedressunbuttonedatone

side-hairoverbrow,herstockinghangingevillyonherlegs-(215)

ネイオミよネイオミ- 汗をかき 目をはらし 太って 服の一方のボタ

ンがはずれ- 髪は額にかかり ストッキングは破れて無様にたれ-

ここには､服を半分身にまとったネィオミの姿が､邪悪に措かれている｡この場面に

描かれた､｢髪は額にかかり｣(hairoverbrow)は､先ほど引用した､｢ネィオミの黒く

長い髪の毛には､花の冠がおかれていた｣とは明らかに対照的だ｡続く､｢彼 (ユージ

77



-ン)は痩せ衰えた､そのうえ､隣のベッドで半裸体になり､月に向かって 1920年

代のチャールストンのポーズ6をとるネィオミ｣(He[Eugene]gotthin,orfelthelpless,

Naomi striking1920posesatthemoonhalf-nakedinthenextbed,220)の姿は､ただ不

気味な場面が思い浮かぶばかりだ｡ついに詩人は､ネィオミから身にまとう物を全て

取り去り､｢かあさんの臭いよ- かあさんはしばしば部屋の中で裸になった､その時

僕は､その方を見ないでじっと前を見るか､本に目をやるのだった｣(Hersmells-and

oftnakedintheroom,sothatIstareahead,ortumabookignoringher,219)と裸の彼

女を登場させるOそれは､幼かったころの詩人が戸惑い､目をそらすほど頻繁にあり､

大胆な姿であったことが推測される｡

では､なぜギンズバーグは ｢カディッシュ｣において､美を追い求めたネイオミの

美しい肖像を措くと同時に､醜悪で奇怪な裸婦の絵画をも描写したのだろうか｡美の

肖像と裸婦の地獄絵､この二つの要因は一見かけ離れており､何の接点もないように

思われるが､この二つの点を繋ぐことができるものとして､先ほど論じた美の女神､

ヴィーナスを挙げることができる.ローマ神話のヴィーナスは､美と愛の女神であり､

ギリシャ神話でのアフロディーテ(Aphrodite)に相当するOヴィーナスについての物語

は､古くはオヴィディクス(Ovid,43B.C.-A.D.17)の 『転身物語』(Metamorphoses)､

シェークスピアの詩､『ヴィーナスとアドウニス』などが有名である｡美の女神ヴィー

ナスは､西洋文化において文学的表象としてしばしば現れるが､同様に絵画や彫刻の

ミューズとなって､それらの芸術を開花､繁栄させたことは言うまでもない｡ヴィー

ナスに関する芸術作品､と聞いた時､ティツィアーノ(TzianoV≡vellio)やポッティチェ

リ(Botticelli)による､裸で横たわったヴィーナスを描いた絵画や､裸のヴィーナスを

モチーフに造られた､ギリシャ･ローマ時代の彫刻を､容易に頭に思い播く人は多い

だろう｡女性の裸体を彫像にした最初のものは､紀元前にプラクシテレスによって作

られた､女神アフロディーテであった｡これは大きな刷新､革新なできごとであり､

後の女神像に大きな影響をもたらしたという7｡ヴィーナスの肖像､特に裸の絵画が芸

術として開花したのはルネッサンス期であり､悪である ｢裸｣という概念と､清らか

で聖なる美の女神の ｢ヴィーナス｣のイメージが相対する､と色々な議論が交わされ

たといわれている｡現在では､ヴィーナスが裸体で横たわる絵画は､一般的に ｢裸｣

を含め美なる芸術という共通理念を持って､われわれに受け入れられているO

ギンズバーグの ｢カディッシュ｣に話を戻すと､詩人は作品に､先に引用したよう
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な､ネィオミの美しい肖像画を描きながらも､それと同時に､醜悪なネィオミの裸婦

像をグロテスクに描いた｡

OnetimeIthoughtshewastryingtomakemecomelayher-flirtingto

herselfatsinkllaybackonhugebedthatfilledmostoftheroom,dressup

roundherhips,bigslashofhair,scarsofoperation,pancreas,bellywounds,

abortions,appendix,stitchingofincisionspullingdown inthefatlikehideous

伽ckzippers-(219)

ある時 僕はかあさんが僕をベッドに呼んでいるなと思ったことがある一

一かあさんは鏡に向かって色々と品をつくり- 部屋にいっぱいになるほど大

きなベッドに仰向けになって､尻をからげた､殆どない陰毛､腰臓手術の庇痕､

いくつもの腹の傷､堕胎､盲腸手術､切開の縫い痕が､でぶでぶの体にまるで

ぞっとするほど太いチャックのように弓捗れている-

この引用が指し示すように､裸で横たわるネイオミをギンズバーグは､｢殆どない陰毛､

騰臓手術の庇痕､でぶでぶの体に｣(bigslashofhair,bellywounds,inthefat)というこ

とばを使用し､裸体の描写に､非芸術的､非文学的な言語を用いていることが分かる｡

このネイオミの裸体の絵画と､美しいヴィーナスの裸婦像には､大きな違いがあるだ

ろう｡そこには､あえて ｢美｣から距離をおくような､さらには ｢美｣とは正反対の

方向-向かうような､詩人の態度をうかがうことができる｡しかし､ギンズバーグは､

｢美｣の象徴としてのネィオミを､ヴィーナスの肖像画と対比させ､非美的なものへ

腔め､蔑むことを意図していない｡なぜなら､ギンズバーグはネィオミを､｢おお 輝

かしいミューズよ 僕を子宮から生み出したものよ 神秘的な生命の乳を最初に飲ま

せ､話し方と音楽を教えてくれたものよ､悶えるかあさんの頭から 僕は最初の幻想

を受け取ったのだ｣(0gloriousmusethatboreme舟omthewomb,gavesuckfirst

mysticlife&taughtmetalkandmusic,丘omwhosepaintedheadIflrSttookVision,

223)と捉えているからである｡つまり､詩人に ｢カディッシュ｣を書かせたのは､｢輝

かしいミューズ｣(gloriousmuse)であるネイオミであった｡ギンズバーグは､記憶に

ある限り､美しい姿､醜悪な姿､全てのネイオミの姿を暴露し､文学的な言語に加え､

タブーとされるような､非文学的言語を駆使し､詩としてさらすことで､母親をたた

え､その死を悼んだのである｡｢吠える｣における､｢この詩の秘密のヒーロー｣であ

る､ニール･キヤサディーを ｢デンバーのアドニス｣(AdonisofDenver,128)と例えた
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Sightsdryhercheeks,tearsmakethemwetagain.(Shakespeare135)

ああ､なんと彼女の涙は借りもし､貸しもすることだろう!

彼女の目は涙の中にみられ､涙は目の中にみられる､

二つともお互いの悲しみが映っている水晶だ､

その悲しみを親しい溜息はなおも吹き乾かそうとする､

だがあるときは風の､あるときは雨の嵐の日のように､

溜息がその頬を乾かし､涙はまたもその頬を濡らす｡

｢彼女 (ヴィーナス)の目は涙の中にみられ､涙は目の中にみられる｣(Hereyeseenin

血etears,tearsinhereye)という詩行が暗示するように､亡くなったアドニスに対し悲

しみを露に嘆くヴィーナスの姿がある｡｢カディッシュ｣において､詩人は賛美のない

ネイオミの裸婦像を措いたoLかしそれは､あるがままの､美化しないネィオミの美

を映し出すことで､賛美のない賛美を行なっ鞍のである｡同様に､｢カディッシュ｣に

描かれたネィオミの姿は反ヴィーナスであったが､語り手の感情は､一見すると冷徹

で傍観者的ではあるが､実は上記の引用のような､アドニスを失ったときのヴィーナ

スの感情そのものであったのである｡自身も裸にし､ネィオミに対して心の底から声

を上げたギンズバーグは､母親の全てを受け入れ､詩に投影したネィオミをとおして

ルイス.ハイド(LewisHyde)のいう､｢はかない美しさや滅びる美しさ｣(afragileand

perishingbeauty)9と創造したのかもしれない｡換言すれば､詩人は彼女を通して､｢美｣

とは何か､｢醜｣とは何か､ということを問うた｡それはまさに､｢カディッシュ｣に

おいて､新たな裸婦像を創作し直すことで､元来のヴィーナスの裸婦像､その基本に

ある､既成の美的価値観を見直したのである｡

このように､｢カディッシュ｣には､作品におけるネイオミ像をとおして､｢嘆き｣の

ない ｢嘆き｣があり､｢賛美｣のない ｢賛美｣があり､さらには､｢美｣は ｢醜｣にな

り､｢醜｣は ｢美｣になる､という逆説的思想が映し出されていた｡さらに､｢カディ

ッシュ｣が捧げられたネィオミは､その名前の由来は､ネィオミ自身の不幸な人生と

は逆に､-プライ語で ｢幸せ｣を意味する10｡こういった逆説的思考は､この作品の

随所に認められる.例えば､本章の第一節で取り上げた引用に再び着目すると､｢闇夜

に天国を建てたあなたの崇められんことを!｣(BlessedbeHewhobuildsHeavenin

Darkness!225)では､本来 ｢神｣を賛美するための ｢賛美歌｣において､｢神｣の代わ

りに ｢死｣を崇めた｡そこでは ｢闇の中に天を｣(HeaveninDarkness)みる､語り手の

82



態度があるCさらに､r哀歌｣では､｢1-最後の一瞬のきらめきよ一一全世界よ一一

我々が熟知している暗闇の中に輝く永遠の光よ一一このヴィジョンには涙ははい

-1J(-inonelastglimpse-allEarth oneeverlastingLightinthefmi liar/

blackout-notearsforthisvision-,226)というフレーズには､｢暗闇｣(blackout)の中

に ｢永遠の光｣(oneeverlastingLight)を見る語り手の姿がある｡ここには､｢暗闇｣の

中にこそ ｢光｣があるという､まさに逆説的思想が暗示されている｡｢ビート世代｣の

｢ビート｣には ｢打ちのめされた｣と､それに相反する ｢至福の｣という意味がある｡

こういった思想はギンズバーグがビートの意味で語った､｢魂の闇夜や､不可知の雲が

到達し､完成すること｣(finished,Completed,inthedarknightofthesoulorinthecloud

ofunknowing)という､闇の中に天を見､不可知の中に可知を捉える神秘主義の預言に

連動しているoLたがってネイオミから｢最初の幻想を受け取った｣(IfirsttookVision)

ギンズバーグの預言は､｢カディッシュ｣におせ､て継続していているといえよう｡

以上述べてきたように､本章ではギンズバーグの ｢カディッシュ｣を ｢伝統的エレ

ジー｣の側面､｢反エレジー｣の側面から考察してきた｡その結果､｢カディッシュ｣

は ｢伝統的エレジー｣を逸脱した ｢反エレジー｣的要素が強く現れており､詩人はネ

イオミに対する心情の吐露､また､賛美のないネィオミの裸婦像を描くことで､独自

のエレジーを作り直したことがわかったOつまり､ギンズバーグは､｢カディッシュ｣

において､｢伝統的エレジー｣を組み替え､｢反エレジー｣を創作した｡さらに彼は､

この ｢反エレジー｣をも解体したのである｡｢解体Jを ｢解体｣する詩人は､それまで

のエレジーの伝統を土台にし､｢カディッシュ｣という枠組みの中で一旦それを解体し

たOその後､さらに ｢反エレジー｣をも解体し､最終的にギンズバーグの｢カディッシ

ュ｣は､彼独自のネイオミに捧げる ｢エレジー｣を､再構築したものとなった､といえ

るのではないだろうか｡彼の ｢解体｣は､単に元来存在したものを ｢解体｣するので

はなく､創造性をともなうものであったoLたがって､ギンズバーグの ｢カディッシ

ュ｣のエレジーとしての独自性は､自分自身の心情､ネイオミの人生の暴露といった､

余すことの無い告白だけではなく､詩の形式にも認められる｡すなわち､｢カディッシ

ュ｣という枠にはめ込み､その枠を自在に変形､変質させたこの作品は､読者一聴衆

の視覚､聴覚にも訴えるような､ギンズバーグが母親ネィオミのために用意した､彼

独自の葬儀そのものであった｡
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第三章 『アメリカの没落』(TheFallofAmerica,1972)

- ｢渦｣の旅-

(1)｢渦｣のエネルギー

アレン･ギンズバーグの 『アメリカの没落』は､1972年にシティ･ライツ社のポケ

ット ポェット･シリーズ(也epocketpoetsseries)の第30号として出版され､1973年

に全米図書賞OVationalBookAwardforPoetry)を獲得したoこの作品は､その副題と

して ｢1965年から1971年のこれら諸州の詩｣(̀poemsofthesestates1965-1971")と

あるように､ギンズバーグが1965年から1971年まで行った､主として車を使った全

米の旅を基盤として､時系列に沿って分けられた5部から構成された詩集である0第

一部は､｢西海岸から東への渦をとおって 1965-1966｣(ThrutheVortexWestCoastto

East1965-1966)と題した､7つの詩からなるものである0第二部は､11の詩から成る､

｢これら諸州をジグザクに戻る 1966-1967｣(ZigzagBackThru TheseStates

1966-1967)という部分で､続く｢ニール･キヤサディのためのエレジー 1968｣(Elegies

forNealCassady1968)は､16の詩を含む第三部となっている0第四部の ｢これら諸州

のエコローグ 1969-1971｣(EcologuesofTheseStates1969-1971)は､25の詩で構成

され､最終部の第五部は､｢ビクスビー･キヤニオンからジェショア･ロード-｣(Bixby

canyontoJessoreRoad)と題した､3つの詩を含んだ詩集であるo彼の有名な詩､｢ウ

イチタ 渦の経典｣("WichitaVortexSutra")は､シティ･ライツ社出版の 『アメリカ

の没落』には含まれておらず､ポケット ポ土ット シリーズの『惑星ニュース』(Planet

News,1968)に収められていた.しかしその後の 『アレン･ギンズバーグ全集』(Allen

GinsbergCollectedPoems,1984)や､『アレン･ギンズバーグ詩集nAllenGinsberg

SelectedPoems,1996)では､いずれも 『アメリカの没落』の章に収められているO同

様に､『鉄の馬』(IronHorse,1973)も当初は､トロントのコーチ･ハウス社(CoachHouse

press)から単一の作品として出版されたが､その後の全集では 『アメリカの没落』の

章に収められている｡その理由としては､両作品ともギンズバーグが同時期に行った

旅の道程の中途で描かれた作品であるからだ1｡本章では､｢ウイチタの渦の経典｣､『鉄
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人間は､環境に対しある種の液体の 『力を向け』､単に観察したり考えたり

するかわりに､それを 『とらえる』ものと考えてよいだろう0

この引用文から､｢渦巻派｣とは ｢環境に対しある種の液体の 『力を向ける』｣

(DIRECTINGacertainfluidforceagainstcircum stance)という態度をとるものである｡

そしてその環境を ｢単に観察したり考えたりする｣(insteadofmerelyobservingand

reaecting)かわりに､それを 『とらえる』(CONCEIVNG)ことだとされる.つまり､

環境の表面だけを見てその対象を芸術作品として映し出す､というよりは､環境の内

部まで流動性をもって入り込み､その本質を捉えようとするのが､｢渦巻派｣の姿勢で

あるといえよう｡そこでは対象の外見よりも､どちらかといえば､内面を描出するこ

とが重要視される｡また､そのしくみについては､｢中心のある循環､つまり近くにく

るものは何でも巻き込んでいくエネルギーのしくみ｣(acirculationwithastillcenter:a

systemofenergiesdrowninginwhatevercomesnear,BIvi)であると定義した80さら

にダーセンブロック(ReedWayDasenbrock)は､｢渦｣や ｢渦巻派｣の意味を､ルイス

の発言を用いて論じている｡

ThemeamngoftheVortexandVorticismaspropoundedbyLewiswas

simplicityitself."Youthinkatonceofawhirlpool,"heexplained,"atthe

heartofthewhirlpoolisagreatsilentplacewhereal1theenergylS

concentrated,andthereatthepointofconcentrationistheVorticist."

Pasenbrock17)

ルイスによって創始された､渦と渦巻派の意味するところは､単純そのも

のであった｡｢すぐに渦巻を思い浮かべなさい｣とルイスは説明し､｢渦巻

の中心は､すべての力が集中した点､偉大な静止した場なのだ｡そしてそ

の集中した場所にこそ､渦巻派は存在する｡｣

ルイスは､｢渦巻｣(whirlpool)を例として挙げながら､その ｢中心｣(heart)は､｢すべ

ての力が集中した､荘巌な静けさのある場所｣(agreatsilentplacewherealltheenergy

isconcentrated)と見つめ､その場所にこそ ｢渦巻主義者｣(theVorticist)は存在する､

とした｡すなわち､｢渦｣とは｢エネルギー｣を所有すもので､その中心に ｢渦巻主義者｣

は立っているようだ｡また､パウンドはそれを､｢最大のエネルギーの点｣(pointof

maximumenergy)と呼んだ9.ピーター ･メイキン(PeterMakin)が､ギンズバーグに

おけるパウンドの影響を指摘するように､『アメリカの没落』には､｢決して代用品や､

86



｢良くできた詩｣を構成する表面上の模倣を借りるのではない､経験や思考-の責の

接触｣(realcontactwithexperienceandthought,andneverattheborrowingoftokens

andimitationofsurfacesthatmadeupthe"well-madepoem")を目指す詩人の姿勢が

存在するのである10｡以上､本節では､引用にとりあげた ｢渦巻派｣について言及さ

れた二点､- 彼らの芸術に対する態度､また ｢渦巻派｣の ｢渦｣の意味するところ

- を考慮しながら『アメリカの没落』を考察し､この作品の意義を検討する｡

ギンズバーグは､ポケット･ポェット･シリーズの『アメリカの没落』の ｢あとがき｣

("AFTERWARDS")において､この作品を ｢歴史叙事詩JOlistoryepic)とみなしてい

る｡先に挙げた､第一部の ｢西海岸から東-の渦をとおって 1965-1966｣､また ｢ウイ

チタ 渦の経典｣､というタイトルが暗示するように､語り手はアメリカという国に｢渦｣

の構図を認め､地理上その中心を､カンザス州の ｢ウイチタ｣(Wichita)と見ているよ

うである｡｢ウイチタ｣という街は､図解④の全米の地図を眺めたとき､ちょうどアラ

スカ州を除くアメリカ本土の中心に位置していることがわかる｡そのような ｢渦｣の中

を､語り手が旅をするという､基本的には語り手の旅行記にも似た叙事詩である｡-レ

ン･ヴェンドラーは 『アメリカの没落』について､｢彼 [ギンズバーグ]には二つの主

題があったoそれはアメリカの状況と､彼の人生の状況である｣(HelGinsberg]hastwo

subjects:thestateofAm ericaandthestateofhislife…)と述べている110 この記述は､

『アメリカの没落』とは､アメリカという国の ｢歴史叙事詩｣と､ギンズバーグ詩人の

｢歴史叙事詩｣が投影された詩集である､ということを意味すると考えてよい｡さらに

ヴェンドラーは､｢長い ｢これら諸州の詩｣は･- 最終的には肉体的､また精神的な

アメリカの地図を要約したものとなる｣([A]long"poemofthesestates''...willfinally

sum upthephysicalandspiritualmapofAm erica)と続けている120っまり､『アメリカ

の没落』には､外面的､物理的なアメリカの状況のみならず､内面的､精神的なアメリ

カをも表した地図が映し出されている､というわけである｡このようなヴェンドラーの

批評にしたがうと､『アメリカの没落』におけるアメリカの地図上に認められた ｢渦｣

の構造は､｢渦巻派｣で言及したエネルギーをもって､詩人自身の人生にまで拡大し､

ついにはアメリカの内面にまで広がった､ということになるだろう｡本節ではまず､そ

ういった無限な動きを包含する ｢渦｣の構造が､｢渦｣の動きとともに語り手の視野を

広げ､語り手自身の内面を巻き込んで動いていく姿を追求し､語り手の意識の中に見ら

れる ｢渦｣の構造を考察する｡
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と､語り手の意識の中を交錯する｡交錯することで､語り手の意識の旅は始まるわけ

である｡語り手の意識の旅､換言すると語り手の内面描写において､特に強調されて

いるのが ｢ヴェトナム戦争｣である｡上記の引用は､この作品が書かれたのが 1966

年2月14日であり､1963年にアメリカはヴェトナム戦争へ軍事介入しているという

史実を鑑みても､ヴェトナム戦争を示唆していることは明白だ｡さらに､｢怒りたたき

つける斧で/ワインを攻撃した｣というフレーズには､ヴェトナム戦争へ軍事介入す

るアメリカに対し13､どちらかといえば批判的な態度が暗示されていることがわかるo

ここにある ｢怒り｣という語句は､明らかに感情を含んでおり､表面的なアメリカの

旅は､実は同時に語り手の意識の旅でもあるという論拠にもなるだろう｡ヴェトナム

戦争に関しては､現在なお様々な議論を喚起しているが14､ポール･ジョンソン(Pad

Johnson)は､アメリカが1961年にケネディ政権のもと､初めてヴェトナムに軍隊を派

遣したことについて､｢これがアメリカのおかした第｢の重大な誤り｣とみなしている

150 また､デイヴイス(WaiterT.DaviS,Jr.)は､『打ち砕かれた夢- アメリカの魂を

求めて』(ShatteredDreamIAmericaをSearchjTorItsSoul,1994)において､ヴェトナム

戦争の現在にまで及ぶアメリカの自己を失った影響について述べているO

As anationwelAm eriCan]havelostourway･WedonotknOwwherewe

aregoingbecausewenolongerknOwwhoweare.WenolongerknOwwho

wearebecausethestorieswehavelivedbynolongermakesense.The

rootsofourconditionreachdowninto也everyorlglnSOfourexistenceasa

people,butthecrisiseruptedaquarterofacenturyagowhenourprojected

self-image,alonger-than-liferepresentationofgenerationsofAm eriCan

heroes,diedinⅥetnam.(Davisvii)

国家としてのアメリカは､道を見失ってしまった｡我々アメリカ人は､

自己を見失い､将来をも見失った｡自己不信の原因は､アメリカ人の生き

方を定めてきた物語が､もはや意味をなさなくなったことにある｡このよ

うな状況が形成された背景をたどれば､アメリカ人という国民の存在の起

源にまで遡る｡しかし､直接の原因となった危機は､約二五年前に訪れた｡

約二五年前､我々が投影した自己像､実人生よりも長く表現された幾世代

ものアメリカ的英雄像は､ヴェトナムにおいて潰えた160

上記のデイヴイスの ｢アメリカ的英雄像は､ヴェトナムにおいて潰えた｣(American
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伝える/ラジオニュース テレビイメージが/戦争をつくる- ｣(Greencom here

healthyundersky/& telephonewirescarrynewsasbefore,/radiobulletins&

televisionimages/buildWar一一,445)と､自然の風景に自分の意識を交錯させながら､

｢戦争をつくる｣マス･メディアに対し不信感を露にしている｡同様に ｢ウイチタ 渦

の経典｣では､｢誰が敵なのだ? 毎年毎年/戦争に次ぐ戦争 誰が敵なのだ?/戦い

に次ぐ戦い 何が武器なのだ?｣(Wbo'Stheenemy,yeara洗eryear?/Warafterwar,

who'Stheenemy?/Wh at'Stheweapon,battlea洗erbattle?454)と唄いながら､今直面

しているヴェトナム戦争-の疑問を訴える｡『アメリカの没落』において､その後ギン

ズバーグ自身が反戦デモに加わった事実を鑑みても､語り手がヴェトナム戦争を強く

意識していたことは明白である18｡語り手の､ヴェトナム戦争に対する否定的な態度

はさらに明確化され､｢反ヴェトナム戦争のデモに参加した兵士たちは/大統領への侮

辱罪の判決を言い渡された/重労働- ｣(AntiVietnam WarDemonstratorsoldiers

sentenced/ForContemptofPresident:/HardLabor--,386)という詩行が示唆する

ように､ヴェトナム戦争に対してのみならず､語り手の中には､その戦争に参戦した

アメリカという国に対しての批判的な意識があるという点に､疑いはないo例えば､

｢酉の低い丘の上に昇った三日月- /ラジオから流れる軍隊の弾圧/北ヴェトナム

-の爆弾投下を推し進める/『ライフライン』 -ンリー ･L･ハントとビーンズの

提供による｣(CrescentmoonsettingonlowhillsWest一一 / Militaryforcesover

radio/pushbombingN.Vietnam /Lifelines,sponsoredbyHenryL.Hunt,Bean,385)

には､夜空に昇った三日月を眺めながら､描写は後ろで流れているラジオ放送-移るo

ここには､語り手が目にしたアメリカの風景と､耳にしているラジオ放送が､｢渦巻派｣

の技法に則って交錯した ｢渦｣の一部が現れていると考えてよい｡

それに連動するように､語り手は､当時のアメリカ社会-対する対抗的な態度を示

している｡例えば､｢ウイチタ 渦の経典｣における､明らかにアメリカに対する否定

的な意識が表れた一節を引用する｡

AmericanEaglebeatingitswmgsoverAsia

milliondollarhelicopters

abilliondollarsworthofMarines

wholovedAuntBeta,

Drawn 丘omtheshoresandfarmsshaking...(399)
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アメリカの鷲はアジアの上でその羽で強く羽ばたく

100万ドルの-リコブタ-

100万ドルの価値がある梅軍兵士

『ベティーおばさん』を愛した者たちよ

海岸から引き寄せられ そして農家は震える･･･

この引用を文字通り読めば､何台もの-リコブタ-でアメリカ軍はアジアを攻撃し､

その結果本来であれば一般的な人々であるはずの海軍兵士たちが犠牲になる､という

意味ととれる｡しかし､｢アメリカの鷲｣(AmericanEagle)はアメリカの国章であり､

アジアを攻撃しているヴェトナム戦争をとおして､｢100万ドルの価値がある海軍兵

士｣(abilliondollarswo血 ofMarines)を犠牲とする､語り手のアメリカという国全体

を冷静に見つめている姿も理解できる｡その ｢海軍兵士｣は､ヴェトナム軍のものか､

アメリカ軍のものか､その後の詩行においても言及されておらず､他国のみならず自

国をも犠牲とするアメリカに対し､その疑問を即物的に投じているのである｡その冷

静な態度は､逆に語り手の批判を強める効果をもつ｡｢ハイウェイ詩- L.A.-アルバ

カーキーテキサスーウイチタ｣("HiwayPoesy:L.A.-Albuquerque-Texas-

Wichita")においては､戦争のみならずアメリカの資本主義に対し､否定的な語り手の

意識を読み取ることができる｡

Radioprogramsabotlt也eFederalOctopus-

SeraphsofMoneyPoweronTexasplains

hugefat-belliedpower-men

shovingpilesofCapital

by廿ah

acrossgrasslands-

SIIOVingmessagesintomyriadinnocent-cleanedears

Spiritualmessagesaboutspiritualwar-

CometoJesus

where血emoneylS!

Texasvoice

slngingVietnamBlues

Twanging(389)
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猛威をふるう連邦軍についてラジオ番組は一一

テキサスの高原の金力の焼天使

巨大な腹の太った力のある男たち

資本の山を押しやりながら

列車によって

牧草地を横切る一一

伝言を無数の無垢で汚れのない耳に押しやりながら

心の戦争についての心の伝言一一

キリストのもと-来なさい

そこには金がある!

テキサスの声

ヴェトナムのプノk-スを歌いながら

弦を弾いて鳴らす

テキサスの ｢高原｣(plains)や ｢牧草地｣(grasslands)の風景に交差する､｢金力の俄天

使｣(SeraphsofMoneyPower)19や ｢資本のLLrJ(pilesofCapital)は､語り手の視覚と

聴覚の同時性が現れたものである｡その詩形は､ちょうど ｢渦｣のかたちを模倣した

ようでもある｡｢資本の山｣は ｢列車によって｣(bytrain)押し進められる.『鉄の馬』

には､｢遅すぎる 遅すぎる/その列車は戦争-急ぐ/嘆くには遅すぎる/警告するに

は遅すぎる- ｣(Toolate,toolate/theIronHorsehurryingtowar,/toolatefor

laments/toolateforwaming-,445)という表現があるoここにある､｢列車は戦争-

急ぐ｣という語句は､｢鉄の馬｣､つまり ｢列車｣をアメリカの象徴としてみている語

り手の姿がうかがえるだろう｡したがって､｢列車によって推し進められる資本の山｣

という詩行は､アメリカの産出する資本､物質的な豊かさに対し問いかけるような意

識を暗示するO続く詩行では､措く対象が時事､表面的なことから､内面的な､｢心の｣

(Spiritual)､つまり精神的なもの-と移行している｡｢心の戦争についての心の伝言

一一/キリストのもとへ来なさい/そこには金がある!｣(Spiritualmessagesabout

spiritualwar-/CometoJesus/wherethemoneyis!)という一節は､｢キリスト｣を

｢金のある場所｣と認めていることから､金､アメリカ､キリスト､つまり何も信じ

ていない語り手の態度が暗示されている｡同様に､『鉄の馬』では､｢そして天国は私

たちがいる場所とどう違うんだろう/もっと良いとか悪いとかありうるだろうか?｣
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第三章 『アメリカの没落』(TheFallofAmerica,1972)

- ｢渦｣の旅-(2)アメリカの没落『アメリカの没落』の第一部である ｢西海岸

から東-の渦をとおって 1965-1966｣の冒頭に収められた詩､｢これら諸州の詩の始

まり｣("BeginningofaPoemofTheseStates"

)1は､そのタイトルが示唆するように､これから『アメリカの没落』という詩が始ま

ると同時に､一人称の語り手㍍ⅠHによる全米の旅の幕開けを暗示しているようである｡その旅の手段は､主として車を使用し､時には､バス､列車､タクシー､飛行

機で移動することもある｡しかし､作品をとおした全米を移動していく方向性という

のは､西海岸から東海岸といったアメリカ横断の道のりや､ミシシッピー川に沿った

北米大陸縦断といったような､ある一定の規則に従ったものではないO例えば､第-部における移動経路を概観

すると､まずサンフランシスコを出発し､ロサンゼルス-入る｡その後 ｢コロラド川の

州境｣(ColoradoRiverborder)を越え､アリゾナ州を通過する

20そして､カンザス州のウイチタ-向かって進み､ウイチタ-到着すると､続けて

ミズーリ州のフル トンを過ぎ､セントルイスを目指す｡さらにミシシッピー川沿いを進ん

で､ニューアークからニューヨークシティ-入る､というものである｡続く第二部の ｢

これら諸州をジグザクに戻る 1966-1967｣では､ニューヨークシティを軸に､シカゴ

､クリーブランド､ニュこィングランド地方､アイオワ州､ネブラスカ州､デンバーを旅して

いる｡同様に､第三部｢ニール･キヤサディのためのエレジー 1968｣､第四部 ｢これら諸州のエコローグ 1969-1971｣､第五部 ｢ビクスビー ･キヤニオンか

ら

ジェショア･ロード-｣においても､語り手の移動は全く規則性をもたず､何の目的地も明確にしないまま､全米の移動を繰り返すのである｡第三部では､ニューヨー

クシティからシカゴ-､シカゴからソル トレイクシティ-､その後再びマンハッタン

-戻り､そこからサンフランシスコ､メキシコシティ､シカゴと､広範囲



ンからジェショア･ロード間のみの移動に留まっている｡このように､この作品に描

出された旅の中において､その距離､方向､通過する州､街の性質など､どれを鑑み

てもそこには一定の規律は存在しないようだOしかし､このような､『アメリカの没落』

全体をとおしての語り手の移動に関して､何らかの傾向や規則を兄いだせるとするな

らば､｢渦｣をキーワードとすると便利がよい｡語り手は､トラクターを走らせながら

ネブラスカ州をとおってカンザス州へはいり､｢ウイチタ-進んで !渦-進んで !｣

(OnwardtoWichita!OnwardtotheVortex!388)という詩行が指し示すように､明ら

かに ｢ウイチタ｣を ｢渦｣の中心と見て､そこ-目指して進んだようである｡｢ウイチ

タ｣という街は､図解④の全米の地図を眺めたとき､ちょうどアラスカ州を除くアメ

リカ本土の中心に位置していることがわかる｡さらに ｢ウイチタ｣に関しては､独立

した短詩､｢ウイチタ 渦の経典｣で詳しく述べられている｡したがって､｢ウイチタ｣

の地理的条件､この独立した短詩のタイトルからもわかるように､『アメリカの没落』

には､｢ウイチタ｣を中心としたアメリカの ｢渦｣の構図があるとみなしてよい｡この

ように､｢渦｣をとおしてこの作品を読み解いていくとき､われわれは詩集全体をとお

した､｢渦｣の構図に気がつくことができるoさらに､この作品の ｢渦｣の構図､また､

ルイスによる ｢渦巻派｣の理論をとおして 『アメリカの没落』を観察したとき､前節

で論じたヴェトナム戦争に対する反戦意識とは相反するような､アメリカの側面が浮

き彫りとされていくことがわかる｡

第一部の第-番目に収められた詩､｢これら諸州の詩の始まり｣("Beginningofa

PoemofTheseStates")は､以下の引用のように 『アメリカの没落』という詩集全体の

幕開けを示唆しているo

UnderthebluffsofOroville,bluecloudSeptemberskies,enteringU.S.border,

redredapplesbendtheirtreeboughsproptwithsticks- (369)

オログイールの絶壁の下 雲のある青い9月の空 アメリカの国境に入って

曲がった木の枝に赤い赤いリンゴがついて-

この引用において､大自然の中から ｢アメリカの国境に入って｣(enteringU.S.border)

いくことが分かる｡他には､｢ハイウェイ詩- LA.-アルバカーキーテキサスーウイ

チタ｣の冒頭では､｢内陸-向かって､そして遠く- !/われわれは降りた､アメリカ

をとおって- ｣(upupandaway!/we'reoff,ThruAm erica-,382)と､｢アメリカ｣
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(America)を国として強く意識していることがわかるだろう｡ギンズバーグは 『アメリ

カの没落』において､｢これら諸州｣(thesestates)という語句や､｢境界線｣(border)と

いうことばを何度か使用しているように､旅をおこなうことで､これから ｢諸州｣とい

う断片によってつなぎ合わされた､アメリカ合衆国という国全体を概観していこう､と

いう態度をとっているようであるOそのような､国を総括的に観るための手段､｢諸州｣

を接着していく方法として､車を中心とした乗り物による移動を用いたのであるC上記

の引用にある ｢雲のある青い9月の空｣(bluecloudSeptemberskies)や､｢曲がった木

の枝に赤い赤いリンゴがついて｣(redredapplesbend也eirtreeboughs)というフレーズ

は､色彩を効果的に用いながら､豊かな自然を表出させている｡続く詩行においても､

｢黄色い太陽の中で｣(intheyellow sun)､｢小川のように流れる茶色い丘を｣(rilled

brownhills)､｢ハイウェイの上の白い十字標｣(whitecrossoverhighway)という表現に

見られるように､語り手が目にするアメリカの大自然の風景は､多数の鮮やかな配色で

表現されていくことが分かる｡旅の中途､車を走らせながら､語り手はコヨーテに遭遇

し､コヨーテにまつわる西部､砂漠地帯に伝わる滑稽な民間伝承を思い起こす3｡コヨ

ーテがトラックにとび出した場面を引用する｡

CoyoteJum pinginfrontofthetruck,&down bank,jumpingthruriver,running

upfieldtowoodedhillside,stoppedonabound&turnedroundtostareat

us10h10W!shookhimselfandboundedawaywavinghisbushytail.(370)

コヨーテがトラックの前を飛びこえ 土手を下り 河-とび込む 草原を駆け

上がり木に囲まれた山腹- ひと飛びしてとまった そして振り返りわれ

われを呪む- ウウ- !体を震わせ ふさふさのしっばを揺らしながら走

り去った

無限に続く草原を走りながら､アリゾナ州の砂漠地帯に伝わる ｢コヨーテ｣(Coyote)

の寓話をからめ､広がる自然を強調して描写している｡この引用から､語り手の車は､

未開の大自然の中を走っており､可能な限り自然に接近している語り手の方細ミ投影され

ていることがわかるだろう｡この詩にある大自然の描写は､｢吠える｣や ｢カディッシ

ュ｣には見られなかったようなものであるOその色彩豊な表現方法は､アメリカの大自

然壮大さを際立たせているようだ｡｢吠える｣では､｢潤沢｣なアメリカ社会の影の部分､

｢打ちのめされた｣人々を描出し､｢カディッシュ｣では､精神病で狂ったネィオミを

措くという､各時代のアメリカの隠された部分を､ギンズバーグはそれぞれその細部に

98



ス



空港道路ののそばの湖の近くの､

ハートフォードに向かう鉄塔､

空に伸びた建物の先端の先､･･･

この引用において､｢しだれ柳｣(WeepingWillow)､｢赤い 赤いオークの木｣(RedRed

oak)や､｢小さな墓地｣(alittlegraveyard)という語句は､アメリカの構成要素のひとつ

である ｢自然｣､｢田舎｣の風景の断片となろうし､一方で､r鉄塔｣(electrictowers)や､

｢建物の先端｣(Buildingtops)という描写は､機械的で ｢都会｣の一面を映し出してい

るようである｡さらには､これらの二つの相対立するような要素- ｢自然｣と｢都会｣

- は､｢空に伸びた建物の先端の先｣(Buildingstopsspikedinsky)という詩行におい

て一体となり､｢空港-続く道のそばの湖の近くの/小さな墓場以上のもの｣(Wh at

morethanalittlegraveyard/nearthelakebyairportroad)では､｢自然｣と ｢都会｣の

融合が認められ､それらが複雑に交錯していることがわかる｡こういった､｢自然｣と

｢都会｣の要素が浪ざり合った風景描写は､｢これ ら諸州をジグザクに戻る

1966-1967｣以降の詩集にも多くみられる｡『アメリカの没落』をとおして､ときには

｢自然｣のみが措かれ､ときには ｢都会｣のみの描写が現れるOそれに加え､ときには

上記の引用に描写されたような､｢自然｣と ｢都会｣の両者が交錯した風景も含んでい

るのである｡さらに､語り手はこのような多種の風景を､寛､バス､列車､飛行機とい

った､速度のある手段を移動方法としている｡例えば 『鉄の馬』においては､｢(私は)

ただいすにもたれて､風景を見る/木を見る/そしてアメリカを横切る- すっかり巻

き込まれて !｣([Ihaveto]justliebacklookat血elandsc叩e/seeatree/皮cross

Ameriky- /Compromised!433)とあるように､列車の移動によって表われるアメリカ

の風景描写が続いている｡このように､スピード感のある移動方法を用いながら､語り

手の目に映る光景を叙述することで､'第一部のタイトル､｢西海岸から東-の渦をとお

って 1965-1966｣にもあるように､『アメリカの没落』には語り手を中心とした､自然

と都会が混在した ｢渦｣のようなアメリカ社会の風景が浮かび上がってくるのである｡
r

このような､一見すると絡み合わないような性質の対象を､語り手は地理上その中心を

カンザス州の ｢ウイチタ｣とみなし､｢自然｣と ｢都会｣の混在するアメリカの ｢渦｣

の構図を構築したのである｡アメリカ全土に広がる ｢渦｣の中で､自然描写はとりわけ

際立っているようだ.『アメリカの没落』におけるギンズバーグと自然の関係について､

ヴェンドラーは､マイケル ･ドレイトン(MichaelDrayton,1563-1631)4の作品の旅の
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しかたとその記述に､類似点を指摘している｡

Ginsberghasbecomeageographer,andhisoneinexhaustiblesubjectisthe

earthandwhatitlookslike.Thereareprecedentsforthissortofsubjectin

thepast,thoughthen,itistrue,theearthlookedrathermorenatural.

Drayton'S"Polyolbion,"forinstance,meandersunllumiedly through

Englanddescribingriversandmountains,woodsanddales,shepherds,

nymphs,andworthiesofpasthistory.(R月4)

ギンズバーグは地図を描く者になった｡そして彼の無尽蔵の主題は大地であ

り､大地がどのように見えるか､ということである｡過去にこの種の主題を

用いた例はある｡しかしながら､実際､大地はいっそう自然に見えた｡例え

ば､ドレイトンの ｢多幸の国｣は､川や山､森や谷､羊飼いやニンフ､そし

て過去の歴史の名士たちを描きながら､ゆっくりとイギリスをぬい進んでい

った｡

｢ギンズバーグは地理学者になりつつあった｡そして彼の無尽蔵の主題は大地であり､

大地はどのようなものなのか､ということであった｣(Ginsberghasbecomea

geographer,andhisoneinexhaustiblesubjectistheearthandwhatitlookslike)とある

ように､彼は ｢大地｣を描写対象とし､ヴェンドラーによると､｢大地｣とは ｢いっそ

う自然に見え｣(theearthlookedrathermorenattual)るものなのである｡ギンズバーグ

は､アメリカを ｢渦｣の見地で捉え､自然をとおして ｢大地｣を理解しようとした｡

ドレイトンは ｢ゆっくりと｣(unhurriedly)行ったのに対し､ギンズバーグは動という

力をもって全走力で駆け抜けたOアメリカという ｢大地｣の本質を捉えようとした詩

人は､｢渦巻派｣の ｢環境に対しある種め液体の 『力を向ける』｣ことにならって､自

然風景の描写のみならず､語り手の自然に対する態度をも暗にほのめかしている｡例

えば上記の引用では､｢しだれ柳｣-｢あなたの破滅は何だ?｣(what'syourcatastrophe?)

と問いかけ､｢赤い 赤いオークの木｣には､｢あなたは何を心配するのだ?｣(what's

yourworⅣ?)と､語りかけている｡このように､風景としての自然描写から､自然を

擬人化し疑問を投げかけるような語り手の姿勢は5､同様に第二部の ｢秋の金色一ニュ

ーイングランドの秋｣の別の詩行においても見受けられる｡

Yellowleavesinthewood,

Millionsofredness,
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grayskiesoversandstone

OutcropplngSalong也eroad-

cowsbyyellowcom,

wheel-whineongranite,

whitehouseroofs,Connecticutwoods

hanglngunderclouds-

A血 mnagain,youwouldn'tknowinmecity

Gottacomeoutinacarseethebirds

flockbytheyellowbush-

hAutumn,inautumn,thispartoftheplanet's

famousforredleaves-

DifrlCultforManonearthtòscapethesnaresofdelusion-(461)

森の黄色い葉､

何百万の赤､

砂岩の向こうの灰色の空

道路に沿って現れる-

黄色いとうもろこしのそばの牛たち､

花南岩の上を車輪がとおる金属的な響き､

白い家の屋根が コネチカットの森に

雲の下につり下がった-

再び秋よ あなたは街の中で知らないだろう

車の中から出たら鳥が見える

黄色い薮のそばの群れ一一⊥

秋に､秋に､惑星のこの部分は

赤い葉で有名だ-

地球上の人間にとって 錯覚という民から逃れることは難しいのだ-

｢黄色い葉｣(Yellowleaves)､｢何百万もの赤｣(Millionsofredness)､｢灰色の空｣(gray

skies)､｢黄色いとうもろこし｣(yellowcom)という語句は､色彩豊かな自然を表し､

自然の美しさや壮大さを突出させているだろうo｢雲の下につるされた コネチカット

の森 白い家の屋根｣(whitehouseroofs,Connecticutwoods/hangingunder
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clouds一一)という詩行は､｢雲｣という自然を中心とし､そこに ｢コネチカットの森｣

や ｢白い家の屋根｣がつりさがっているという､壮大な自然､大地の中のアメリカ､

という構図が見て取れる｡そのような自然を擬人化し､それに対し語り手は､｢再び秋

よ あなたは街の中で知らないだろう｣(Autum again,youwouldn'tknowinthecity)

と語りかけ､｢地球上の人間にとって 錯覚という民から逃れることは難しいのだ｣

(DifrlCultforManonearthtòscapethesnaresofdelusion--)､という意識を吐露し

ているのであるOこのフレーズにある､｢錯覚｣という語句は､本章第一節で述べた｢い

かさまを製造するアメリカ｣に関連する｡つまり､自然に対し語りかける語り手の背

後には､不確実なアメリカによって創作された､マス ･メディアやヴェトナム戦争は

｢錯覚｣でもある､といった現実の苦難が存在するのである｡このような､美しい自

然の描写と､その背後にある､ヴェトナム戦争といった過酷な現実を合わせて括写し

た詩行には､自然対現実という構造が生み出棄緊張感が生ずる｡その緊張感は､『アメ

リカの没落』における自然描写を､単に美しいアメリカの風景として終わらせないエ

ネルギーを内包しているのである｡

同じく､第四部の ｢これら諸州のエコローグ 1969-1971｣に含まれる ｢記憶の庭｣

("MemoryGardens")においても､色彩豊かな自然描写が見受けられるO｢記憶の庭｣

は､｢朝の雨の中 黄色い葉で覆われた｣(coveredwithyellowleaves/inmomingrain,

531)という美しい朝の光景で幕を上げる｡このように語り手は､目に映る風景を唄っ

ていくのだが､タイトルに｢記憶｣とあるように､｢記憶の庭｣ではその風景とともに､

語り手自身の思い出が付随してくる｡自然をとおして現れた語り手の記憶の一端は､

先に述べた現実の苦悩とは別の､語り手における現実の意識の側面を表出させている｡

FlyingtoMaineinatrailofblacksmoke

Kerouac'sobituaryconsefvesTime's

FrontParagraphsI

EmpireStateinHeavenSunSetRed,

WllitemistinoldOctober

overthebilliontreesofBronx-

Jacksawsun setredoverHudsonhorizon

Twothreedecadesback(533)

黒い煙の航跡の中メーン-飛びながら
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ケルアックの死亡記事が 『タイム』誌に載った

最初の.段落で-

空の赤い夕焼けの中エンパイヤ一 ･ステイト

あいかわらずの10月の白い霧が

ブロンクスの無数の木の上に-

ジャックはハドソン川の地平線を覆う夕焼けを見た

2､30年前に

メーン州に向かう飛行機の中で､上空から眺めたであろうマンハッタンの町の風景が

描かれている.｢赤い夕焼け｣(SunSetRed)と ｢白い霧｣(Whitemist)が重なる中､｢ブ

ロンクスの無数の木｣(thebilliontreesofBronx)がかすんで映っているようだOそのよ

うな美しい光景を背に､｢ハドソン川の地平線を覆う夕焼け｣(sunsetredoverHudson

horizon)をとおして､語り手はジャック･ケ/kアックのことを偲ぶOケルアックはこ

の作品が書かれた数日前に亡くなっており､前半の ｢ケルアックの死亡記事が 『タイ

ム』紙に載った/最初の段落で- ｣(Kerouac'sobituaryconservesTi'me'S/Front

Paragraphs-)は､飛行機の中で実際それを読む語り手の姿を示すのであろう｡自然描

写をとおして､語り手のケルアックに対する思いが ｢記憶の庭｣には描写されている

のである｡その思いには､｢嘆き｣､｢怒り｣といったものはなく､どちらかといえば､

｢ハドソン川の地平線を覆う夕焼け｣という美しいフレーズとともに､穏やかな語り

手の心情がうかがえるだろう｡

同様に､語り手は､｢ビート｣と呼ばれたものたち-の哀愁の思いを､ニール ･キヤ

サディ- 本論文の第-章第二節において､｢これらの詩 (｢吠える｣)における隠れた

ヒーロー｣として論じた ｢ヒップスター｣のひとり- の死によって思い起こすこと

となる.これが起因し､第三部の ｢'=-ル ･キヤサディのためのエレジー 1968｣以

降､語り手は､ニール ･キヤサディの思い出に浸りながら､｢再びデンバーの上空で｣

("OverDenverAgain")で ｢飛行機で柔らかい轟音をたてながらデンバーの上空で一一

ニールの死んだ年であるが一一｣(planesoRlyroaringoverDenver-lNealdeada

year- ,511)というフレーズが示唆するように､ニールの ｢霊｣(Spirit)を求め彼の歴史

をたどるように全米を移動していく6｡｢ニール･キヤサディのためのエレジー｣("Elegy

forNealCassady")は､rいいよ ニール｣(OKNeal,487)というフレーズで始まり､語

り手は､ニール ･キヤサディとの日々 を思い描きながら､詩を唄っていく0
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TenderSpirit,thankyoufortouchingmewithtenderhands

Wh enyouwereyoung,inabeautifulbody,

SuchapuretouchitwasHopebeyondMaya-meat,

Wh atyouarenow,

lmpersonal,tender- (487)

優しい霊 優しい手で私に触れてくれてありがとう

あなたが若かった頃､美しい体で､

そのような純粋な触れ方 それはマヤ族の体格を越えた望みだった､

今は何になった､

人格を有しない､優しさ-

この引用における､｢優しい霊｣(TenderSpirit)は､続く ｢優しい手で私に触れてくれ

てありがとう｣(thankyoufortouchingmewithtenderhands)という詩行を考慮しても､

ニール ･キヤサディであるとみなしてよい｡語り手は､｢カディッシュ｣でみせた死者

に対する全てを暴露するような態度とは対照的に､死者がすでに ｢霊｣であることを

受け入れ､穏やかに ｢人格を有しない､優しさ｣(Impersonal,tender)となったことを

受け入れている｡そして今､｢霊は渦の状態で｣(spiritretum edinacircle,489)なので

あるOそこには､ニール ･キヤサディが生きた人間であろうと､｢霊｣であろうと､何

ら変わりを認めない語り手の態度がうかがえるだろう｡語り手はニールの写真をみな

がら､自身がニールから得たものを思い起こしている｡

MilitaryTyramyovertakesUniversities,yourPVeal'S]Prophecy

Approachingitskindestsensebringsus

Down

totheGreatYear'sawakening.(488)

軍都の圧制が大学に襲いかかる あなた (ニール)の預言

最も優しい感覚に接近し

連れていく

私たちを偉大な目覚めの年-と｡

｢あなた (ニール)の預言/その最も優しい感覚で接近しながら/下り/私たちを偉

大な目覚めの年-と｣(Approacl血gitskindestsensebringsuS/Down/totheGreat

Year'sawakening)という行が暗示するように､ニール ･キヤサディを ｢ヒーロー｣と
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したビート世代の誕生した 1950年代を､すでに遠い過去として扱っていることがわ

かるだろう｡そこには､怒り､嘆きといった感情よりも､過ぎ去った時代を懐かしむ

ような､語り手の態度が現れている｡ケルアックについては､｢『路上』には誰もいな

い｣(there'snooneOntheRoad,389)といったり､rカンザスシティからセントルイス

-｣("KansasCitytoSaintLouis")では､セントルイスの風景をとおして､セントルイ

ス出身であるバロウズを､｢セントルイスが呼んでいる セントルイスが呼んでいる/

20年前/30年前/バロウズの少年時代｣(StLouiscallingStLouiscalling/Twenty

yearsago,/Thirtyyearsago/theBurroughsSchool,415)といったように､その若き姿

を想像したりと､50年代のビートを､ノスタルジックな過去として見ている姿勢がう

かがえる｡第四部の ｢記憶の庭｣においては､ケルアックに加え､ホームズ､クリ-

リ(RobertCreeley,1926-2005)､グレゴリー ･コ-ソ(GregoryCorso,1930-2001)らと

の思い出を措いている｡ や

-レン･ヴェンドラーは､ギンズバーグにとってのニール ･キヤサディ､ケルアッ

クの死をとおして､｢死｣と人間の関係を考察しているo

Toomanytimes,thecycleoflifehastum edallthewaythrough todeath;

NealCassadyisdead,JackKerouacisdead,itisonlyamatteroftimefor

everyoneelse.Fdendsarenowwhat也eywillbef♭rgood;noonewill

change.Everythinghasbeenencountered:sex,love,friendship,drugs,even

fame,eventheboundary-dimensionsofself.(RIM)

何度も何度も､生命の輪は曲がり進んで死-と向かったOニール･キヤサデ

イが死に､ジャック･ケルアックが死んだ｡それは､だれにでもおこる単な

る時間の問題であるo友人たちは今や､そうなるべきものになっている｡誰

も変らないだろうO全ては経験されたOセックス､愛､友情､薬､名声でさ

え､周囲に一線を隔している自己さえもo

ヴェンドラーは､｢死｣を ｢だれにでもおこる単なる時間の問題｣(itisonlyamatterof

timefb∫everyoneelse)と見なし､｢生命の輪は曲がり進んで死-と向かった｣(thecycle

oflifehastun edallthewaythrough todeath)と記述している｡そして､死んだニー

ル ･キヤサディやジャック･ケルアックは､｢変らないだろう｣(noonewillchange)

と規定した｡ヴェンドラーのこのコメントは､動かしがたい､自然の摂理である ｢死｣

に対し､人間はそれを中心にまわるだけである､ということを示唆しているようだ｡
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また､『アメリカの没落』にみられる､悲しみや嘆きのないキヤサディやケルアックの

描写は､自然のもつ力を強調し､人間は強力なェネルギーをもつ自然の ｢渦｣にただ

身をまかせるしかない､ということを暗示している｡さらに､ヴェンドラーは､当時

のヨーロッパやインド旅行を経てアメリカに帰ってきたギンズバーグの意識を､｢アメ

リカはすでに過去-永久に交差していた｡車の中で､バスの中で､列車の中で､飛行

機の中で､四葉のクローバで､ハイウェイで､講義室で､アパートで｣ (an Am erica

alreadyendlesslycrisscrossedinthepast,inCarS,inbuses,ontrains,onplanes,the

cloverleafs,thehighways,thelecturehalls,theapartment)7と分析しているO｢吠える｣

において､自分たちの直面する現在を暴露しようとした詩人の意識は､｢過去｣-向か

っており､キヤサディやケルアックの死をとおして､そこには自分たちの世代が終蔦

を迎えたという､｢現在｣ではなく ｢過去｣を顧みている語り手の､哀愁の意識がある

のではないだろうか｡

以上のように､『アメリカの没落』における自然描写は､単に自然の美を感傷的に歌

い上げたり､自然を喜び､それを謳歌するようなものではない｡ギンズバーグは､ま

ず､アメリカの中に ｢渦｣の構造を創作し､その断片のひとつである ｢自然｣にはさ

らなる力を注いだと思われる｡つまり､この作品における､ギンズバーグの描いた自

然の裏には､第一に､その美しさとは対照的な ｢ヴェトナム戦争｣を中心とした過酷

な現実が横たわっていた｡断片が重なりあうことで構成された､自然対現実という構

造が生み出す緊張感をもつ彼の詩行は､やはり ｢渦｣のエネルギーをもつものであっ

た｡第二に､ギンズバーグの描く自然の中には､ノスタルジックに自分の仲間を思う

彼の意識が常に見え隠れしていた｡それは彼らの死を嘆き恨むというよりは､むしろ

穏やかに受け入れているようであった｡詩人は ｢渦巻派｣の掲げた ｢渦｣のもつエネ

ルギーによって､この作品における自然描写を､緊張感やノスタルジーを持たせて抽

出することに成功している｡冒頭で挙げた大自然の中にいる ｢コヨーテ｣は､ルイス･

ハイドによると､原始宗教における ｢みこ｣(shaman)と指摘される80これは､ギンズ

バーグが､『アメリカの没落』においても､やはり ｢アメリカの預言者｣の仮面をつけ

ていた､ということを示唆しているO前節で挙げた 『鉄の馬』からの引用文､｢遅すぎ

る 遅すぎる/その列車は戦争-急ぐ/嘆くには遅すぎる/警告するには遅すぎる一

一｣という詩行が暗示するように､すでに ｢アメリカ｣は ｢渦｣の中-没落しつつあ
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り､それは ｢渦｣のもつ壮大なェネルギーによって､｢渦｣の中心-吸引されるように

落ちていく ｢アメリカ｣の姿を措いている｡その ｢渦｣に落ちていくアメリカに対し

語り手は､｢もしアメリカが落ちたとして､私は何を失わなければならないのか?/私

の体か?私の首か?私の人格か?｣(Wh atdoIhavetoloseifIAm ericafalls?/my

body?myneck?mypersonality?500)と､｢国家を横切って｣("CrossingNation")の中

で述べている｡このような自分に対する問いかけの連続は､｢反語｣(血etodcal

question)9の効果をもち､アメリカが落ちたところで､逆に何も失うものはない､と

いった語り手の態度を捉えることができる｡同様に､ヴェトナム戦争に対して､｢私は

我々がこの戦争で負けることを願う｣(Ihopewelosethiswar,478)と語っている｡キ

ヤサディやケルアックの死をとおして､自分たちの世代の終わりを感じ､詩人にとっ

てそれはアメリカの終わりをも意味していたOギンズバーグはポケット･ポェット.

シリーズの 『アメリカの没落』の ｢あとがき｣において､｢愛のないアメリカにさよな

らを告げる｣([S]oadieutoempty-lov'dAmerica)と述べているように､ヴェトナム戦

争に対する反戦をとおして､目の前に直面する現実の全てに不確実性を認め､それに

相対立するような自然の無限なェネルギーを感じ､さらにこのようなノスタルジック

な態度､自分達の世代の終鳶を受け入れる姿勢は､｢渦｣に ｢落ちていくアメリカ｣(也e

FallofAm erica)を憂い､嘆くとともに､望んでいるかのようでもあった｡



第四章 ギンズバーグのリズム

ー ｢息｣の詩人-

(1)ギンズバーグの長息詩行

ギンズバーグが真剣に詩作を始めたのは､彼がコロンビア大学に入った 1943年の

ことであった｡そこで彼は､ビューリッツァー賞詩人であるマーク･ヴァン･ド-レ

ン(MarkⅥmDoren,1894-1972)と､小説家で文学批評家であるライオネル ･トリリン

グ(LionelTrilling,1905-1975)に､強く影響された｡.さらにそこで彼は､ビートたち､

つまりウイリアム･バロウズとジャック･ケルアックに出会うのであるoギンズバー

グはそこで詩作を開始し､詩や文学批評に関して､仲間である学生と学問的な討議や

討論に参加し始めた｡彼の初期の作品は､その詩形において､どちらかといえば伝統

的手法をとっていることが分かる.｢身をつつんだ見知らぬ人｣("TheShrouded

Stranger")は､そういう一つの例である｡

Bareskinismywrinkledsack

Wh enhotApollohumpsmyback

WhenJackFrostgrabsmeintheserags

Iwarpmylegswithburlapbags

MyfleshiscindermyfaceissnovJ

IwalktherailroadtoandRo

Wh encitystreetsareblackanddead

Therailroadembankmentismybed

Isupmysoupfromoldtincans

Andtakemysweets丘omlittlehands

lnTigerAlleynear仙ejail
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Istealaway丘omthegarbagepail(26)

むき出しの皮膚は僕の毅のよった葦丸だ

熱くなったアポロが僕の後ろで交わったとき

ジャック･フロストが僕のぼろ服をつかんだとき

僕は寝床の中で足を曲げた

僕の身は燃え殻 僕の顔は雪

僕は鉄道を行ったり来たりする

街の通りが暗くなり死んだとき

鉄道の土手は僕の寝床だ

僕は古い缶からスープをすする

そして小さな手から僕のお菓子をとる

監獄の近くのタイガー裏通りで

僕はゴミの山から盗み出す

これは､『うつろな鏡』(Empo,Mirror:EarlyPoems,1961)に収められた､1949年か

ら51年に書かれた詩である｡明らかに､この作品は伝統的な形式をとっている｡また､

スタンザ形式である｡そしてこの詩は､｢サック｣(sack)と ｢バック｣(back)､｢ラッグ

ス｣(rags)と｢バッグス｣(bags)､｢ジェイル｣(jail)と ｢ベイル｣(pail)といったように､

AA/BBの方式で脚韻を踏んでいる｡さらには､基本的に詩行がアイアンビックのリ

ズムをとっており､rマイ フレッシュ｣(Myflesh)と ｢マイ フェイス｣(myface)､

｢サップ｣(sup)と ｢スープ｣(soup)が指し示すように､頭韻を踏んでいることがわか

る.どうやらギンズバーグは詩作を始めた当時､詩の伝統的技法を忠実に守っていた

ようである｡その理由のひとつに考えられることは､彼の父親であるルイス ･ギンズ

バーグ牡ouisGinsberg,1895-1976)の影響があるOルイス･ギンズバーグは､当時ニ

ュー ･ジャージーのパタソンでは名の知れた地域詩人であり､セントラル ･ハイスク

ールで英語を教え､夜はラトガ-ズ大学(RutgersUmiversity)でも教鞭を取っていた｡

ジョン･タイテルによると､｢彼 (ルイス･ギンズバーグ)は文化というものを､現存

する慣例を支持するだろう伝統的価値観を､教え込むための道具であると評価してい

た｣ (helLouisGinsberg]Valuedcultureasavehicletoinculcatetraditionalvalues
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whichwouldsupportexistinginstitutions)1 ｡このことから､おそらくルイスは伝統的

手法に即して詩を書いたと推測できるだろう｡その結果として､当時のアレンは､｢だ

いたいが凝り固まった生命力の無い､装飾性が強く過度に形式が整ったルネッサンス

様式をまねていた｣(wasimitatingRenaissanceformswith an omate,overstylized

languagethatwasoftenwoodenlylifeless)のである20 このような保守的な父親のもと

で､アレンは､彼がその決まりきった形式を抜け出し､実験的詩作を試みようとした

とき､いっも父親から叱責されたと言われている｡ルイスは､｢もし果実の外皮がしっ

かりしていなければ､その仁はあまくない｣(un1esstheshellhold,thekemelisnot

sweet)と言ったという3｡

当時ギンズバーグは､父親が指導する固定された伝統的事故を守り続けるべきか､

それとも彼の知的探求の赴くままに､新たな実験的形式を生み出すべきかどうか､心

の中で葛藤があったようである｡先に述べたように､｢身をつつんだ見知らぬ人｣では､

その詩の形式は伝統的手牡にしっかりと適合していたことは明白であった｡しかし､

その後のギンズバーグの作品では､その詩的形式が顕著に変化を遂げていくことが見

て取れるOその一例として､｢歌｣("Songs")というタイトルの詩を引用する｡

Theweightof也eworld

islove.

Undertheburden

ofsoli仙de,

undertheburden

ofdissatisfaction

theweight,

血 eweightweca∬y

islove.

W hocandeny?

Indreams

ittouches

也ebody,

世界の重みは

愛だ｡

孤独という

重荷のもと､

不満という

重荷のもと

'その重み､

私たちが運ぶ重み

それは愛だO

誰が否定できよう?

夢の中で

それが触れる

体に､
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in也ought

constmcts

amiracle,

inimaghation

anguishes

tillbom

inhuman-(111)

思考の中で

組み立てる

奇跡を､

想像の中で

苦悶する

生まれるまで

人間の中で-

この作品は1954年に書かれ､『みどりの自動車』(TheGreenAutomobile,1954)に収め

られている｡この引用には､詩の形式において相当な変化がなされたことが示されて

いる｡ギンズバーグはこの作品において､新たなことばの配列を創造するために集中

したようであるO彼は一貫して伝統的な韻文形式を無視している｡つまり､｢歌｣には

スタンザもなく､脚韻､頭韻はない.詩人は最,Jlの手段で ｢愛｣を表現しようとした｡

そこには､形容詞､副詞といった修飾語句はいっさい使用されていないCよって､こ

の作品は､｢身をつつんだ見知らぬ人｣に比べて簡素なものとなった｡ギンズバーグは

簡潔な表現方法-と傾き､ことばの配置に重要性を見出したようである｡｢世界の重み

は｣(Theweightoftheworld)､｢愛だ｣(islove)､また､｢私たちが運ぶ重み｣(Theweight

wecarry)､｢愛だ｣(islove)という表現に見られるような短い句に分ける彼の方法は､

読者に､この作品のキーワードである ｢愛｣を強調するという､予期せぬ効果をもた

らしている｡ギンズバーグは､イマジストたちが発明し､その後ランゲージ･ポェッ

トたちが創案したような手法を適応することで､ついに古典的伝統的な形式の壁を打

ち壊したようである｡実際､ウイリアム･カーロス ･ウィリアムズが 1923年に発表

した有名な詩､｢赤い手押し車｣("TheRedWh eelbarrow")4の言語配列を容認したよ

うに､ウィリアムズはギンズバーグの詩形に多大な影響を与えていた50 ｢歌｣が示唆

するように､ギンズバーグにとっての詩作は､いかにことばを配列するのか､いかに

視覚に訴える詩を創作するか､という方向-進んだことは歴然としている0

1955年の8月､彼はある詩の創作を開始する｡その詩は後に､｢吠える｣と呼ばれ

るようになるO彼はその時の心情を､以下のように回顧している｡『アレン･ギンズバ

ーグの詩について』(OnthePoeり′ofAllenGinsberg)において､編者であるルイス･

ハイドは､ギンズバーグの創作についてのことばを引用している｡

By1955,Iwrotepoetryadaptedfromproseseeds,joumalS,scratchings,
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arrangedbyphrasingorbreathgroupsintolittleshort-linepattemsaccordingto

ideasofmeasureofAm erican speechI'dpickedupkomW.C.WilliamS's

imagistpreoccupations.I suddenly tun ed aside in San Francisco,

lmemploymentcompensationleisure,tofわllow myromanticinspiration-

HebraiC-Melvillian bardicbreath,IthoughtIwouldn'tmiteapoem,butjust

writewhatIwantedtowithoutfear,letmyImaginationgo,opensecrecy,and

scribemagiclinesfrommyrealmind-Sum upmylife-somethingIwouldn't

beabletoshowanybody,wdteformyown soul'searandafewothergolden

ears.SotheflrStlineof"Howl,''"Isawthebestmindsetc.,"thewholefirst

sectiontypedoutmadlyinonea氏emoon...(RAG80)

1955年まで､私はW･C･ウィリアムズのイマジズムの関心事から取り上げ

たアメリカの話し方の基準による､息Q,グループを小さな短い行に分けたり､

こどばで表されるもので配列された､散文の種､日記､スケッチを改作するこ

とで詩を創作した｡私は突然サンフランシスコで､失業保険でくらす暇なとき

に､私のロマンティックな霊感- -プライ風メルヴイル的吟遊詩人の息-

にしたがう方-それた｡私は『詩』を書いているのではなく､恐れることなく､

自分が書きたいことをただ書いたと思った｡自分の想像力を解き放ち､秘密を

暴露し､自分の真の心から出る神秘的な詩行を書きしるし- 私の人生を要約

し- つまり誰にも見せることができないようなものを要約し､私自身の魂の

耳と他の数名のすぼらしい耳-示すようなものを書いた｡だから､｢吠える｣の

冒頭の一行､｢僕は最良の精神を見たなど- ･｣､この第-章のすべてはある

日の午後半狂乱でタイプライターで打ち出されたO

これは､ギンズバーグの ｢｢吠える｣'の最終録音についての覚え書き｣("NotesWritten

onFinallyRecording̀Howl"')からのコメントの一部である｡この引用から､｢『詩』を

書いているのではなく｣(IthoughHwouldn'twriteapoem)という一行が示すように､

ギンズバーグは詩作の際､新たな別の方法を見つけたようである｡もはやそこには､

｢『詩』を書く｣という意識はなく､どちらかといえば､彼の態度は 『詩』にこだわら

ず､書きたいことを書く､という方向へ向かったようだ｡さらに､彼は ｢息｣(breath)

ということばに注意を向けたことがわかる｡この瞬間まで､詩人は詩を ｢書く｣こと

に対し必死で奮闘し､詩作の際ことばを使うことに大きな困難を抱えていたようであ
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る｡最初は､先に取り上げた ｢身をつつんだ見知らぬ人｣が指し示したように､父親

の教えによる伝統的韻文形式によっで悩まされた｡その後は､｢歌｣という詩が表した

ように､言語配列を模索しながら自分だけの詩作方法を開発しようとした｡そして､

ついに詩人は自分独自の ｢息｣を発見したようである｡その ｢-プライ風メルヴィル

的吟遊詩人の息｣(Hebraic-Melvillianbardicbreath)は ｢自分の想像力を解き放ち｣(let

mylhim]imaginationgo)､｢自分の真の心からでる神秘的な詩行を書きしるし｣(scribe

magiclinesfrommylhis]realmind)､そして ｢私の人生を要約した｣(sumupmylhis]

life)のであるOまさにこの瞬間､詩人は彼が本当に求めていた彼自身の詩作方法を見

つけたわけである｡ギンズバーグにとって､このような言論の自由を投影した ｢息｣

の概念は､その後の詩作で本質的役割を成していくことになる｡それが顕著に現れた､

｢吠える｣の冒頭を引用する｡

IsawthebestmindsofmygenerationdestroySdbymadness,starvinghysterical

naked,

Draggingthemselvesthrough thenegrostreetsatdawnlookingforan angry

Bx,

angelheadedhipstersbumingfortheanCientheavenlyconnectiontothestarry

dynamointhemachineryofnight,(126)

僕は見た 狂気によって破壊された僕の世代の最良の精神たちを 飢え 苛立

ち 裸で
ヤク

夜明けの黒人街を腹立たしい一服の薬を求めて のろのろと歩いてゆくのを

夜の機械の 星々のダイナモとの 古代からの神聖な関係を憧れてしきりに求

めている天使の頭をしたヒップスターたち6

ギンズバーグは､例えば ｢僕は見た 狂気によって破壊された僕の世代の最良の精神た

ちを 飢え 苛立ち 裸で｣という一行を､一息で読むo詩人は､｢長い詩行｣(thelong

line)を意識し､各行は詩人の一息でぴったりと合致し､それが一つの思考を意味し､

この手法を､｢一行一息思考｣(onespeech-breaththought)と呼んでいる70｢吠える｣

において､ギンズバーグの創作したそれぞれの長い詩行は､ちょうど一息を表すわけ

ある｡明らかに､詩人はこの作品を､声に出して読むか演ずるために創作したことが

分かる｡読者は､彼の初期の詩と ｢吠える｣の間にある､詩的構造に関して重大な相

違を目にするだろう｡ギンズバーグの詩作に対する態度が､詩の外的形式､という観
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点から､彼自身の内面､彼の生命の内的リズムをいかに見せ表現するか､という見地

へと変化したことは明白だO彼にとって､詩の外的形式や表面､言い換えると言語配

列は､もはや全く意味の無いこととなった｡詩人は､どんな人工的芸術的装飾や飾り

付けを使うことなく､あるがままの彼の内なる魂を暴露したのである｡｢吠える｣と同

様に ｢カディッシュ｣においても､このようなギンズバーグの ｢一行一息思考｣は見

受けられる.その一例として､｢カディッシュ｣の冒頭を引用する.

Strangenowtothinkofyou,gonewithoutcrosets&eyes,whileIwalkonthe

sumypavementofGreenwichVillage.

downtown Manhattan,clearwinternoon,andI'vebeenupallnight,talking,

talking,readingtheKaddishaloud,listeningtoRayCharlesbluesshout

blindonthephonograph

therhythmtherhytlm- andyourmemoryinmyheadthreeyearsafter-

AndreadAdonaiS'lasttriumphantstanzasaloud-wept,realizinghow

wesuffer- (209)

今あなたのことを思うと奇妙な感じがする コルセットなしで盲目にいってし

まった グリニッチ ･ビレッジの陽のあたる歩道を歩きながら

マンハッタンのダウンタウン､晴れわたった冬の真っ昼間､そして僕は一晩中

起きて､話し､また話し､そしてカディッシュを大声で唱えた､レイ ･

チャールズのブルースが蓄音機で盲目の叫びを上げるのを聴いたのだっ

た

リズムよ､リズムよ- あれから三年､僕の頭の中のかあさんの思い出- そ

して主の揚々たる最後のスタンザを大声で読んだ- 泣いた､僕たちの

経験した苦痛がどんなだったか｡それがまたよみがえってきた-

｢カディッシュ｣の大半を占める第一部の ｢序詩｣､第二部の ｢物語｣は､このような

パラグラフ形式のような息の長い詩行で埋めつくされている｡

ジョン ･タイテルは､このような詩作方法に対し､｢完全な自己暴露｣(complete

self-revelation)8という語句を当てた｡その結果として､｢吠える｣は徹底してギンズ

バーグの赤裸な内的自己を投影した作品となり､その後彼は､｢『詩』を書いているの

ではなく｣と､おそらくその当時の心情を思い返したのだろうO詩人のこのような考

え､換言すると､研ぎ澄まされた感覚であるがままの内的現実を受け入れる姿勢は､
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彼が後に言及した､｢赤裸々｣(nakedness)という考えの中核に連動した｡ギンズバー

グは､『パリ･レヴュー』のインタヴューで､詩作の際の ｢自己暴露｣について､詩作

の際に使用すべきことばを明言している｡

lW]hathappensifyoumakeadistinctionbetweenwhatyoutellyourBiends

andwhatyoutellyourMuse?Theproblemistobreakdown thatdistinction:

whenyouapproachtheMusetotalkasRanklyasyouwouldtalkwithyourself

orwithyour加endsISoIbeganflnding,lnCOnVerSationswithBurroughsand

KerouacandGregoryCorso,inconversationswithpeoplewhomIknowwell,

whosesoulsIrespected,thatthethingsweweretellingeachotherforrealwere

differentkomwhatwasalreadyinliterature.AndthatwasKerouac'sgreat

discoveryinOnTheRoad.ThekindofthingsthatheandNealCassadywere

talkingabout,heflnallydiscoveredwerethesubjectmatterforwhathewanted

towdtedown .Thatmeant,atthatminute,acompleterevisionofwhatliterature

wassupposedtobe,inhismind,andactuallyinthemindsofthepeoplethat

丘rstread也ebook….Inotherwords,也ere'snodistinction,thereshoddbeno

distinctionbetweenwhatwewdtedown,andwhatwereallyknowtobegin

with.As weknowiteveryday,witheachother.Andthehypocnsyofliterature

hasbeen-youknowlikethere'ssupposedtobeaformal1iterature,whichis

supposedtobedifFerent丑.om…insubject,indictionandeveninorganization,

fiomourquotidianinspiredlives.(Tytell17-18)

友人に語ることと詩神に語ることとのあいだに差別をつけたら､どうなるか?

問題は､この差別を紛砕することなんだ- 詩神に近づくときも､自分自身や

自分の友人に語りかけるときと同じように率直にしゃべること｡それで私は､

バロウズやケルアックやグレゴリー ･コ-ソと語り合っているうちに､私のよ

く知っている人々､私の尊敬する魂をもった人々と語り合っているうちに､わ

かりかけてきたんだが､私たちが真実なものと考えて互いに語っている事柄は､

今までの文学にあった事柄と違っているということなのだ｡そしてそのことこ

そ､『路上』におけるケルアックの偉大な発見であったO彼とニール･キヤサデ

イが語り合った類の事柄こそ､まさに彼が書きたいと思っていた作品のための

題材にほかならぬことを､彼はついに発見した｡このことの意味は､まさにこ
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の瞬間彼の心のなかで､また､この本を最初に読んだ人々の心のなかで現実に､

文学とはこんなものだと考えられていたことが完全に修正されたということだ

った｡･- 別の言葉で言えば､私たちが書くこととそもそも私たちがほんとう

に知っていることとのあいだに､何の区別もないし､何の区別もあってほなら

ないということだoそんなことは､普段から､私たちお互いのあいだで知られ

ている通りのことだ｡そして文学の偽善というものは一一一知ってのとおり､正

式な文学というものがあると考えられるとか何とかいうやつ､その正式な文学

とやらは､- ･主題に関しても､言葉づかいに関しても､成り立ち方に関して

さえも､私たちの日常的な昂揚した生活とはちがったものだとされている､と

かなんとか｡

バロウズ､ケルアック､グレゴリー ･コ-ソ､ニール .キヤサディといった､ギンズ

バーグの仲間であるビートたちとの会話に重病をおいている彼の姿勢をとおして､詩

人の文学に関する新たな考えを読み取ることができるo彼は､詩を創作するとき､あ

らゆる障壁を取り払ったにちがいないoなぜなら､彼にとって､｢自分自身や友人に話

しかける時と同じくらい率直に､詩神に話しかける際､接近する｣(whenyouapproach

theMusetotalkasfranklyasyouwouldtalkwithyourselforwithyour丘iends)ことは､

必然であったからだ｡このようにして､｢吠える｣を作る時､詩人は詩的形式と自分自

身のあいだにある｢区別｣(distinction)を取り払うことに成功した｡ギンズバーグは｢吠

える｣を詩作した際､｢何も恐れることなく､書きたいと思ったことをただ書き､自分

の想像力を解き放ち､秘密を解放し､そして自分の真の心から魔法の詩行を書き散ら

し｣たのである｡

その結果として､この作品には人身御供の神 ｢モーラック｣の悪影響と闘う､｢かく

れたヒーロー｣の役割を担う ｢ヒップスター｣が生きた､真の現実的側面が表現され

ているO詩人は ｢吠える｣において､第一章の二節で論じたように､具体的なイメー

ジであるがままの彼の真なる内的精神を力強く投影したのであるCそのため､それぞ

れの詩行がギンズバーグの自然な息と合致するのは理に適ったことだと考えられるだ

ろう｡ジョン･タイテルが､｢自然な話し方や無意識的な筆写を信じることで､ギンズ

バーグは日常の存在の事実に基盤をおく非文学的な詩を捜し求めた｡- ･彼による新

たな手法の展開は､弱強格の詩行といった技巧よりも､肉体の呼吸に近づいた｣

(Relyingonnatural speechandspontaneous transcription,Ginsbergsoughta
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nonliterarypoetrybasedonthefactsofdailyexistence...hisdevelopmentofanew

measurethatcorrespondedmorecloselytothebody'sbreath than totheartificeof

iambics,Tytel1214)と言うように､彼にとって ｢吠える｣は単なる言語活動というよ

りはむしろ､肉体的生理的な表現だったわけである｡

｢吠える｣において､詩人は繰り返しを用いることで､作品を ｢肉体の呼吸｣に近

づける試みをしている｡｢吠える｣には､作品全体をとおしてさまざまな繰り返し表現

がある｡

wholoneditthrough thestreetsofIdahoseekingvisionaryindianangelswho

werevisionaryindianangels,

whothoughttheywereonlymadwhenBaltimoregleamedinsupematural

ecstasy,

whojumpedinlimousineswiththeCb由amanofOklal10maOntheimpulseof

wdtermidnightstreetlightsmalltown rain,(127)

ある者らは 幻のインディアンの天使であった 幻のインディアンの天使たち

を探してアイダホの街をさびしく通りすぎた

ある者らは ボルチモアが超自然的なェクスタシーに輝くとき 気が狂うだけ

だと思っていた

ある者らは 冬の真夜中 新開地の雨 街の灯りの刺激で オクラホマの中国

人と一緒にリムジンにとびのった､

この引用は､｢吠える｣の第一部からのものであるoこのような､関係代名詞(who)

で始まる､同じ語句が冒頭にくる詩行の繰り返しを連続して用いながら､第-部には

｢ヒップスター｣たちが｢一行一息思考｣の方法で､現実的に赤裸々に描かれている｡

その長い詩行は､終わりのない繰り'返しの中で､具体的ではあるが手を加えていない

イメージの列挙を表現しながら､詩人のみならず､読者一聴衆をも ｢吠える｣の内的

世界に魅力する力を持つのである｡グレン･バーンズが彼の著書､『吠える偉大な詩

人』(GreatPoetsHowl)の中で､｢カール ･マルコフは微細構造について､｢長い韻文

は､肉体感覚で魂を求め､束の間と永遠の境目を取り払いながら､経験の全てを抱擁

できるところまで広がる｣(KarlMalkoffsaysaboutthemicro-structure,"Thelong

verselinereachesouttoembraceallofexperience,fndingthespiritualinthesensual,

wipingoutdistinctionsbetweenthetemporalandtheetemal,"Bum s333)と述べてい
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るように､その繰り返しは読者一聴衆を､詩の内的世界-より深く引き寄せる力を増

進した｡多種多様な感覚を自由にしたギンズバーグの韻文は､彼が ｢吠える｣の中で

追求したような永遠へと､最終的に読者一聴衆を導いたOこのような繰り返しの詩行

は､各行に同じ句を持ってきている第三部でも目にすることができるo

CarlSolomon!Ⅰ'mwi血yotlhRockland

whereyou'remadderthanIam

Ⅰ'mwitllyouinRockland

whereyoumustfeelverystrange

rmwi也youinRockland

whereyouimitatetheshadeofmymo也er

rmwi瓜youinRockland

Wh ereyou'vemurderedyourtwely,esecretaries(132)

カール ･ソロモンよ!僕はきみと一緒にロックランドにいるのだ

そこできみは 僕よりも気が狂っている

僕はきみと一緒にロックランドにいるのだ

そこできみは 非常に調子が変になっている

僕はきみと一緒にロックランドにいるのだ

そこできみは 僕のかあさんの幽霊の真似をしている

僕はきみと一緒にロックランドにいるのだ

そこできみは 十二人の秘書を殺害した

この引用から､詩人はカール ･ソロモンのために読者一聴衆-注意を喚起させ､｢ぼく

は君とロックランドにいるのだ｣(Ⅰ'mwimyouinRockland)という表現を繰り返しな

がら､真の ｢狂気｣の意義を読者一聴衆-見せしめた｡同じく､｢カディッシュ｣の第

四部､｢連祷｣にもその一例があることが分かる｡

wi血youreyes

wi血youreyesofRussia

wi血youreyesofnomoney

withyoureyesoffalseChina

withyoureyesofAuntElenor

withyoureyesofstarvingIndia(226)
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この引用文が示すように､｢カディッシュ｣の第四部において､｢あなたの目ととも

に- ･｣(wi血youreyes…)というフレーズの37回の繰り返しは､この詩の献辞者

であるナオミに対する､ギンズバーグの強い嘆きが現れているようだo

さらに ｢吠える｣の ｢脚注｣("FootnotetoHowl")の冒頭は､このような繰り返し

の技法が強く表現されていることがわかる｡｢脚注｣は､以下の繰り返しで始まる｡

Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!

Holy!Holy!Holy!(57)

聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるか

な !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな!聖

なるかな !聖なるかな!聖なるかな !聖なるかな !

この詩行は､読者一聴衆の魂を奪うような効果を与え､一般に普及している聖書､特に

｢黙示録｣("theBookofRevelation")のもつ雰囲気を漂わせる｡｢聖なるかな !聖なる

かな !聖なるかな !･- ｣(Holy!Holy!HolyL)という詩行は､全てが聖なることを

暗示し､黙示録の四章八行に呼応するようだ｡

Holy,holy,holy,

LordGodAlmighty,

Whichwas,andis,andistocome(Rev.4:8)

聖なるかな､聖なるかな､聖なるかな､

全能者である神､主､

かつておられ､今おられ､やがて来られる方｡

タイテルは､｢激しい性質は､その起渡は聖書にあるような､並列体と冒頭音の繰り返

しに依存する｣([T]orrentialquality･･･dependentonparallelismandtherepetitionof

imitialsounds,thatbiblicalinorigin,Tytel119)と解説した｡これが理由のひとつとなり､

グレンリレ ンズが『吠える偉大な詩人』で｢吠える｣を｢預言者的形式｣(propheticstyle)

と呼んだように､｢吠える｣が ｢預言者的｣な詩であると認知されているのであろう｡

そのような聖書のもつ雰囲気は､神秘的効果をともなって､読者一聴衆をさらにギンズ

バーグの一息思考へ近づけていくのであるo

この作品には､読者一聴衆に詩人の息を力強く印象付ける別の新たな方法が見受けら

れる｡それは､単語を単に羅列したような､あえて文法構造を無視したような手法であ

る｡
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Peyotesoliditiesofhalls,backyardgreentreecemeterydawns,winedrunkenness

overtherooRops,storefrontboroughsofteal1eadjoyrideneonblinkingtraffic

light,Sun andmoonandtreevibrationsintheroaringwinterdusksof

Brooklyn,ashcanrantingsandkindkinglightmind,(126)

ホールに立ちこめているペヨーテの臭い うら庭 緑の木 墓地 夜明け 屋
ヘツド

根の上のワインの酔い 店の前でマリュワナ常用者が人の車を乗りまわして

いる街々 明滅しているネオン 信号機 太陽 そして月 そしてブルック

リンの荒れ狂っている冬の黄昏の木の震え ゴミ缶のわめき そして精神の

やさしい王者の光よ､

このように無造作に配置された名詞や形容詞の連なりは､おそらくギンズバーグが詩作

をしていた時､彼が目にした無意識なイメージからもたらされたのだろう.このような

文章構造は､ウイリアム･バロウズが使用したJカット アップ｣(cut-up)の方式と類

似する9｡ギンズバーグとバロウズが､創作活動において互いに影響を及ぼしあったこ

とはよく知られている｡｢カットアップ｣とは､バロウズの小説『裸のランチ』(TheNaked

Lunch,1959)で実践された､｢無造作に集められた語句の悪意的な配列｣(an arbitrary

juxtapositionofrandomlyselectedwordsandphrases)を示す10｡グレン･バーンズはこ

の ｢無造作に集められた語句の配列｣を､｢吠える｣に対しては ｢並置形式｣(pafぬctic

style)と呼んだ11｡バーンズによると､インド･ヨーロッパ言語の構造には､｢主語一述

請-目的語の関係に根ざした西洋思考-の依存｣(dependencyofWestemthoughton血e

subject-predicate-objectrelationship,Bum s339)があり､それはシンタックスの概念を

意味する｡｢吠える｣に現された詩行は､シンタックスを打破するエネルギーを内包し､

言語の制限を攻撃した｡それに加え､読者一聴衆をギンズバーグの ｢一息思考｣に魅す

る効果を発揮した｡その息は詩人が独自の新たな価値観を再構成したものだが､しかし

同時に､彼の内面の奥底にあり生まれながらに持っていたものであった｡すなわち､そ

れは読者一聴衆の直感､つまり知性や感情ではなく､自己意識で覆われたその奥底にあ

る本能的感覚的衝動を､を喚起するような影響力を領有した｡結果として､ギンズバー

グが ｢吠える｣を創作する際､彼自身の全てを告白し､あるがままの赤裸々な状態を露

にすることで試みたように､詩人によって､読者一聴衆にあった全ての規制や抑制は取

り払われたのである.

それゆえ､人類全てが生まれながらに共有する ｢息｣が ｢吠える｣には存在する｡そ
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の ｢息｣とは､人間の知性がわれわれにもたらしたシンタックスや文鎮構造といったあ

らゆる種類のものに先行する存在である｡同様に､｢吠える｣においてシンタックスを

無視しながら ｢ヒップスター｣を描いた描写方法は､｢カディッシュ｣における即物的

なネイオミの描写に､呼応すると見なしてよいだろうO

さらに､この作品におけることばの不連続性は､シンタックスを破壊するだけでなく､

同時に､｢シンコペーション｣(syncopation)のリズムを創造した｡詩人は､以下の引用

にあるように､｢シンコペーション｣のリズムによって､読者一聴衆の感覚を呼び覚ま

した｡

yacketayakkingscreamlngVOmitingwhispermgfactsandmemoriesand

anecdotesandeyeballkicksandshocksofhospitalsandjailsandwars,(127)

猿談している 金切声を上げている -どを吐いている ひそひそ話している

事実 記憶 そして奇談 そして絵や写真 そして病院と監獄と戦争のショ

ックのこと

ここにある､｢濃談している 金切声を上げている -どを吐いている ひそひそ話し

ている｣(yacketayakkingscreamingvomitingwhispering)という詩行は､そのリズムに

おいても意味においても完全に分離していることが分かる｡｢シンコペーション｣とは､

ジャズの最も基本的なリズムであり､ギンズバーグは後に､彼のエッセイ集 『話しこ

とばで創作すること』(ComposedontheTongue,1980)に収められた ｢即興的詩学｣

("lmproviSedPoetics")というタイ トルのエッセイの中で､｢息の終止､行の終止､そし

て結末の終止｣(breathstops,linestopsandendstops)と､ことばの不連続性の重要性

を述べている12｡ギンズバーグにとって､｢シンコペーション｣や､｢即興的リズム｣

(improvisationalrhythm,Bum s342)は､彼の自然な話し方､つまり真の ｢息｣を表現

する際､最も本質的要素であったと思われる｡そしてこのようなリズムは､読者一聴

衆の理性に､というよりはむしろ､本能的感覚に古代から生存する ｢息｣を衝動的に

呼び起こすのだろう｡その ｢息｣とはわれわれにとって､原生のもので文明以前の､

そして普遍な存在である｡ギンズバーグは詩を創作するとき､その感覚を研ぎ澄ます

ために､時々ドラッグを使用していたOなぜなら､彼はドラッグを､r吠える｣の冒頭

で言い表したように､｢古代からの神聖な関係｣(anCientheavenlyconnection,49)と見

なしているからである｡この作品において､詩人は先に論じた彼独自の詩的構造をと

おして､読者一聴衆と自分の ｢息｣を共有し､彼らと会話する方法を見つけることに
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成功した｡その ｢息｣とは全ての人類にとって生まれながらのものであり､そしてわ

れわれの鼓動(heart-beat)に調和して拍子をとり､それを基盤にしたものであるOこの

原生の生理的な鼓動､つまり ｢息｣をとおして､詩人は以下のように､彼の ｢赤裸々｣

(nakedness)の概念を追求し､展開し始めていくわけである｡

Howlisan "aFlrmation"ofindividualexperienceofGod,sex,drugs,

absurdityetc....Itisthereforeclearlyandconsciouslybuiltonaliberationof

basichum anvirtues.(Howl154)

『吠える』は､神､セックス､ドラッグ､非常識さなどの個人的な経験の皇

帝である｡それゆえ､それには基本的な人類の美徳の解放が､明白に､そして

意識的に築かれている｡

以上のように､ギンズバーグは ｢吠える｣において､｢一行一息思考｣という彼独

自の自由詩の形式を完成させたoその長い詩行は､一見すると新しく独創的であった

が､実際は人間の ｢息｣に基づくものであった｡これらの詩行のもつエネルギーは､

読者一聴衆をジャズのリズムとともに詩的世界-引き込み､その結果として､詩人と

読者一聴衆はその r息｣を共有することができたDr吠える｣において､｢息｣､また

の呼び方を ｢鼓動｣､は､原生のものであると同時に不滅であった｡ギンズバーグが

『吠える その他の詩』の題辞として､ウォルト･ホイットマンの詩から､｢ドアか

ら鍵をはずせ !わき柱からドアそのものをはずしてしまえ!｣(Unscrewthelocks

丘om血edoors!Unscrew血edoorsmemselves丘ommeirjambs!)という一節を引用し

たように､この作品の意義は､｢基本的な人類の徳の解放｣(liberationofbasichuman

virtues)だということがわかるだろう｡最終的にギンズバーグの ｢吠える｣は､実は

｢息｣であり､それは全人類にとって生来的なものであった｡

ジョン･クレロン･ホームズは､'彼のエッセイ ｢ビート詩人｣("TheBeatPoets")

の中で､人間の呼吸と詩の関係について論じているc

CharlesOIson耶ote,dismantlingEliot'S"Classicism"inasentence,"Verse

now,1950,ifitistogoallead,ifitistobeofessentialuse,must,Itakeit,catch

upandputintoitselfcertainlawsandpossibilitiesofthebreath,ofthebreathing

oftheman whowdtesaswellasofhislistening."Togoallead.Tobeof

essentialuse.Thebreathingof血eman.Oneperceptionleadingdirectlytoa

血rtherperception･Spontaneousprose.Firstthought,bestthought.Literature
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madebywholeman,Writing.Ratherremainsilentthan chantthelanguage.

(Holmes224)

チャールズ･オルソンは､エリオットの ｢古典主義｣を解体する､次の文

を書いた｡｢1950年において､詩が前進するものであれば､詩が 『本質的』な

用途となるのであれば､私が思うに､詩は遅れに追いつき､詩を書くもの呼吸

の息､およびそれを聞いている自分の息という､息のある種の法則と可能性を

取り入れなければならない｡｣前進すること｡本質的な用法｡人間の呼吸｡ひと

つの知覚は直接に次の知覚-と通じていく｡自発的な散文.最初の思考､最高

の思考o全身全霊でつくられる文学､書くこと.言語を唄うよりはむしろ沈黙

せよ｡

ギンズバーグは､｢吠える｣を書いて創作したのではなく､読むか演ずるために創造し

たO彼はこの詩が完成するまで､自身の同性愛について悩んでおり､自分を受け入れ

ることができなかった､と言われている｡当時同性愛はまだ一般的ではなく､そんな

自分を彼は否定しており､その困難を乗り越えようという葛藤が彼の中にはあったO

彼の恋人であるピーター･オーロフスキーに出会うことで自分自身を受け入れたとき､

詩人を長年束縛していた抑制からついに彼は解放されたようである｡ある説では､ こ

のような妄執から解放されたことによって､ギンズバーグは ｢吠える｣を作ることが

できたともいわれている｡つまり､詩人は心も体も完全に解放することができたので

ある｡このような自由の中でギンズバーグは､この作品において ｢『本質的な』用法に

なるであろう｣(itistobeofessentialuse)｢息｣を表現した｡この ｢息｣とは､｢赤裸々｣

という概念の基本であろう｡タイテルが ｢赤裸々とは復活､アイデンティティの再生

的回復を意味した｣(Nakednesssignifiedrebirth,theregenerativerecoveryofidentity,

Tytel127)と定義するように､このよ'うな ｢赤裸々｣とは無限の可能性を持つ｡ギンズ

バーグはこのような ｢赤裸々｣､換言すると｢息｣を ｢吠える｣において即興で作ったo

そして彼の鋭い直感で､当時なかった新しい感覚を追い求めたのである｡ホームズは､

彼のエッセイ『ビート詩人､入門書1975年』(TheBeatPoet:APrimer1975)の中で､

ギンズバーグが初めて ｢吠える｣を読んだ時を思い起こして書いている｡

AttheSixGallery,1n1955,AllenGinsberggotup,afterothers,andbegan,

"Isawthebestmindsofmygenerationdestroyed..."raisinghisHowlaganst

thecautiousmurmurofthetimes,anddespitethebewildermentandoutrage,it
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wasclear(eventoNewYorkTimes)thatsomethingwashappening:thefirst

audiblerumbleofan immenseundergroundriverthathadbeenbuildingln

volum eandforceforyears.Vmitman hadsaid:"Unscrewthelocks丘omthe

doors!Unscrewthedoorsthemselvesfi･omtheirjambs!"andsuddenlythrough

literature'sdoorlessjambsthebreathofwholemen,blewlikeaprairiewind.

(Holmes226)

シックス･ギャラリーで 1955年､アレン･ギンズバーグは､他の者の後

で立ち上がり､｢僕は見た 僕の世代の最良の精神が破壊されるのを- ･｣と､

その時代の用心深い小声のつぶやきに対抗して､当惑や怒りにもかかわらず､

『吠える』声を上げながら始めた｡何かが起こっていたということは､(『ニュ

ーヨーク･タイムズ』にとってでさえ)明らかであった｡それは､数年間水か

さを増していた巨大な地下の川の最初の聞える低いうなり声であった｡ホイッ

トマンはかつて ｢ドアの鍵をはずせ !ドアのわき柱自体とってしまえ!｣と言

ったOそして突然文学のドアのないわき柱をとおって､大草原に吹く風のよう

に､全人類の息が吹き荒れた｡

この引用から､当時 ｢吠える｣が多大な情動的衝撃を与えたことが分かる｡詩人の声

は明らかに新しく､世俗的で､野蛮なものであったが､｢大草原に吹く風のように､全

人類の息が吹き荒れた｣(thebreathofwholemen,blewlikeaprairiewind)という一節

が示すように､実は人間が生まれながらにもつ ｢息｣を呼び起こす役割を担ったので

あった｡

以上､詩形という側面から､ギンズバーグの ｢吠える｣以前の詩と､｢吠える｣､｢カ

ディッシュ｣を比較し論じたとき､ギンズバーグの ｢一行一息思考｣という詩形が ｢吠

える｣､｢カディッシュ｣において中心的役割を果たしていることがわかった｡同じく､

1972年に出版された 『アメリカの没落』(TheFallofAmerica)においても､ギンズバ

ーグの ｢息｣の詩形は継承されていくが､その ｢息｣はさらに発展されたものとなっ

て表されていることがわかる｡次の第二節では､『アメリカの没落』における詩形を分

析することで､最終的にギンズバーグの ｢一行一息思考｣を軸とした ｢息｣の詩形の､

変質した姿を検討する｡
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第四章 ギンズバーグのリズム

ー ｢息｣の詩人-

(2)｢息｣のエネルギー

エイミ一 ･ハンガーフォード(AnyHlmgerfbrd)は､｢ポストモダンの超自然主義-

-ギンズバーグと超自然的言語の探求｣("PostmodemandSupematuralism:Ginsberg

andtheSearchforaSupematuralLanguage,"2005)の中で､ギンズバーグが 『アメリ

カの没落』を創作した過程､そしてその意図を論じている｡

lT]helongtitlepoem wascomposedbyusingUhrtapemachinesothat

Ginsbergcouldrecordthelinesinthesametimeframethathecomposedthem

aloud,brokenbyhisnaturalbreathesandpauses.Hewouldshutoffth etapeat

eachbreak,theclickthusproducedonthetapemarkingthepausesand

supplyingthecueforthewi ttenline-breakwhenGinsbergsatdown to

transcribethepoem.Thismethodofcompositionhadtwoaims.First,itbrought

Ginsberg'slongstandinge丘brttomakepoeticcompositionspontaneous one

stepclosertotheidealofthepoemspokenlive,eliminatingtheslowworkof

writingortypingsothatthelinescouldflowoutontothe"page"ofthe

magnetictapeJustaStheywerespoken.Secohd,andmoreimportantly,

Ginsbergbelievedthatinachievingthisdegreeofspontaneityinthewritten

recordhecouldreproducein也ereader也eexactstateofconsciousnessin

whichthepoemwascomposed.(Hungerford)

その長い表題詩は､クーの録音機械を使って書かれたDそのためギンズバーグ

は､自然な呼吸と息つぎによってとぎれた､詩行を声に出し創作した同じ時間

の枠組みでその詩行を記録することができた｡彼はそれぞれの息のとぎれ部分

でテープを止めた｡つまりその止める音は､ギンズバーグが腰をおろして詩を

録音から書き写す時に書かれた行の休止部のためのてがかりを与え､テープに
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休止をしるし､息つぎを記録した｡この創作方汝には二点の目的があるD第-

に､詩の創作を､語られたその詩が読まれたとおりの理想的な状態へ､自発的

に一歩近づけるためのギンズバーグの長年の努力が結実したものだ｡書いたり

タイプで打ったりする時間のかかる作業を取り払うことで､その詩行はちょう

どそれらが話された磁気のテープのページに流れ出た｡第二に､さらに重要な

点であるが､ギンズバーグは､書かれた記録の自発性のこの段階を成し遂げた

際､その詩が創作されたときの､正確な意識の状態を読者の中で再生産する､

と信じていた｡

ハンガーフォードが述べているように､『アメリカの没落』に載せられた詩のいくつ

かは､ギンズバーグが 1965年から1971年に行った全米の万別こおいて､ラジオの昔と

ともに自身の声を車中でテープに録音し､それを後に書き写す､という手段で創られた

ものがある1｡ギンズバーグは ｢自然な呼吸と層.YPぎによってとぎれた｣(brokenbyhis

naturalbreathesandpauses)､｢詩行を声に出し創作した同じ時間の枠組みでその詩行を

記録することができた｣(sothatGinsbergcouldrecordthelinesinthesametimeframe

thathecomposedthemaloud).この引用から､『アメリカの没落』においても､ギンズ

バーグが ｢自然な呼吸と息つぎ｣にこだわっていたことは明らかであろう｡ハンガーフ

ォードは､このような､詩作をする際､テープに記録しそれを詩として写しかえる手段

の目的を二点に分け､まず一点は､｢詩の創作を､語られたその詩が読まれたとおりの

理想的な状態へ自発的に一歩近づけるために｣(tomakepoeticcompositionspontaneous

onestepclosertotheidealof也epoemspokenlive)であり､二点目は､｢その詩が創作

されたときの､正確な意識の状態を読者の中で再生産する｣(hecouldreproduceinthe

readertheexactstateofconsciousnessinwhichthepoemwascomposed)ためだ､とし

ている｡この引用から､ギンズバーグが､いかに ｢詩が創作されたときの､正確な意識

の状態｣(theexactstateofconsciousnessinwhich仏epoemwasCOmpOSed)を読者一聴

衆に伝えようと試行錯誤していたか､ということがわかる｡｢吠える｣や ｢カディッシ

ュ｣で中心的役割を担った､ギンズバーグの ｢一行一息思考｣をもつ長息詩行は､『ア

メリカの没落』において､新たな試みが加えられたようである｡第四章の第二節では､

『アメリカの没落』における詩形という側面に焦点を当て､ウィンダムリレイスによる

｢渦巻派｣の手法をとおして見られる､ギンズバーグの ｢一行一息思考｣をもつ長息詩

行から展開された､新たな詩人の ｢息｣の詩形を考察する｡
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第三章の『アメリカの没落』で論じたように､この作品にはウイチタを中心とするア

メリカを地理上 ｢渦｣ととらえた構造があった｡その ｢渦｣の構造は､｢渦｣のもつエ

ネルギーによって､語り手の意識をも掃出し､その結果 『アメリカの没落』は､ヴェン

ドラーのいった ｢肉体的､また精神的なアメリカの地図を要約したもの｣としてできあ

がっていた｡そのような､無限の力をもつ ｢渦｣のエネルギーは､アメリカの ｢渦｣の

構造を､アメリカという国や詩人の意識という枠組みを越えて､宇宙的な規模にまで拡

大させている｡『鉄の馬』には､徐々に拡大していく ｢渦｣の構図が示された描写があ

る｡

Morning,crossingNewMexicoborder

Massivecliffwaves

inmid-earthAm erica一 (440)

朝 ニューメキシコの州境を越えるとき

どっしりとした崖が揺れる

地球の真ん中のアメリカで-

後半の､｢どっしりとした崖が揺れる/地球の真ん中のアメリカで- ｣という詩行に

おいて､語り手がアメリカを地球の中心と見なしていたことは明確である｡語り手の全

米の旅は､｢朝 ニューメキシコの州境を越えながら｣(Moming,crossingNewMexico

border)というフレーズが指し示すように､一貫して続いているにもかかわらず､当初､

アメリカの地理においてのみに措かれていた ｢渦｣の構図は､｢波｣(waves)という語句

が示唆するように､語り手の静止することのない移動の旅と同様に､常に動きを保持し

ながら､地球全土-広がったのである｡『アメリカの没落』において､このような ｢渦｣

の構図を一人称の語り手HIMの目をとおして､われわれはあらゆる場面で目にすること

になるO｢あそこには､これが太陽だ'二本のスパイクが北へ伸び/二本のスパイクが

南-､二本のスパイクの日差しが東と酉-それぞれのびている｣(overthere,thisisthe

sun,wi血twospikeso山也eNo血,/twospikesSouth,twospikesrayEast皮West,

385)2という表現には､地球規模-広がった ｢渦｣の構図が､｢太陽｣(thesun)､つまり

宇宙にまで拡大したことを暗示している｡｢太陽｣から伸びた ｢日差し｣(ray)を意味す

る ｢二本のスパイク｣(twospikes)は､球状の太陽に均等な線を加えることで､どこか

ら見ても同じであり､円のイメージを強化する要因となり､どの箇所を切りとっても回

転する｢渦｣の構造を引き継いだものとしてとらえてよいD以上論じてきたような､｢渦｣
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の構造にさらに広がりを強める一つの要因として､語り手による一貫した移動を意味す

る旅のモチーフに加え､｢動き｣を措いたいくつかの場面を挙げることができるo｢カン

ザスシティからセントルイス-｣(HKansasCitytoSt.Louis")には､｢油｣の原動力でも

ある ｢動き｣を宇宙規模に認めた描写がある｡

Oldearthrollingmilea洗ermilepatient

Theground

lrollon

仏eground(414)

古い地球は我慢強く 1マイル1マイルずつまわっている

大地

私がその上で回る

大担

上の引用における､｢古い地球は我慢強く 1マイル1マイルずつまわっている｣(Old

earthrollingmileaRermilepatient)というフレーズは､地球は古から耐えることなくず

っと回転している､ということを示唆する｡その ｢地球の回転｣という動きに関連さ

せて､｢大地/私がその上で回る/大地｣(Theground/Irollon/血egrould)という一

節が表現するように､語り手の ｢大地｣の恒久な動きとともに常に動いている姿がう

かがえるだろう｡取り囲まれた ｢渦｣の中で語り手は､ただその ｢渦｣に自身の身を

まかしているのである｡そこには､人間がたちうちできない､強力な動き､力を持つ

｢渦｣の姿が見て取れるだろう｡引用の四行も､中心-向かって短くなる流動するよ

うな全体像は､｢渦｣の構造の投影とみなしてよい｡そのような､｢渦｣に囲まれた語

り手の構図を一層視覚的に裏付ける手法として､次に､『アメリカの没落』をとおして

用いられる､ギンズバーグの用いた新たな詩の技法に着目する｡

上の引用に見られるように､『アメリカの没落』における詩の表現方法は､本章第一

節で論じた ｢吠える｣､｢カディッシュ｣に見られる ｢一行一息思考｣に加え､新たな

技法が大半を占めていることがわかる｡二行目以下の､｢大地 私は大地の上をまわる｣

という描写は､各行を短いフレーズで区切り､｢大地｣ということばで ｢私はまわる｣

という語り手の行動を挟むことで､動いている地球の壮大さ､つまりは ｢渦｣の中で

ただその環境に身をまかせているだけの語り手の姿を視覚的効果をもって表す｡対照

的に､-行目の ｢古い地球は我慢強く 1マイル1マイルずつまわっている｣という
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長い一文は､留まることなく着実に動き続ける地球の確固たる動き､言い換えると｢渦｣

の力強い動きを表すと捉えてよいOジャスティン･クインは､ギンズバーグのこうい

った詩の技法について､バスや車の移動と関連させ論じている｡

TraditionalsyntaxandcolmeCtivesarepartiallyabandonedinan effortto

mimicthespeedwithwhichhelGinsberg]viewsthesceneaomthebusorcar.

Eachlineislikeanatomofperceptionwhichhits,isregisteredandglancesoff

tonogreatsymboliceffect.RathertheaggregateefGectoftheseimpactsisto

impressthereaderwiththespeaker'sfaithfulnesstoappearances.(Quinn)

伝統的なシンタックスや連結語は､彼 (ギンズバーグ)がバスや車から風景

を見るそのスピードを模倣しようと努める際､部分的に放棄される｡知覚があ

たった一つの原子のような､それぞれの詩行は刻み込まれ､大きな象徴的効果

にふれることはない｡やや誇張気味のこれらの衝撃の効果は､語り手の概観に

対する忠実さを､読者に印象付ける｡

｢それぞれの詩行は知覚があたった一つの原子のようである｣(Eachlineislikean

atomofperceptionwhichhits)という説明が示すように､詩人は自分が移動中に目に

した風景を､そのまま詩として現そうとしている｡そこには､｢象徴性の効果｣

(symboliceffect)に向かわずに､読者の前には､｢語り手が外に現れたものを忠実に語

る形勢｣(speaker'sfaithfulnesstoappearances)､つまり､あるがままの景色が表面化

されるわけである｡これは､冒頭で取り上げたルイスの ｢渦巻派｣の芸術に対する態

度､｢環境に対しある液体を流し込むこと｣で､その本質を ｢理解する｣という姿勢

に則すとみなしてよい｡ギンズバーグは､｢吠える｣､｢カディッシュ｣にはみられな

かった､動き､移動を表現方法に取り入れることで､詩におけるその対象､つまりア

メリカ社会の一層の正確性をもった知覚の投影を試みたのである｡

このような､移動をもって捉えた風景を､一行一行に動きを持たせながら正確に投

影する技法には､詩人のもうひとつの目的があるようだDそれが表面化している一例

を引用する｡

OrgansandWarNews

Radiostatic丘omSaigon

"And也eGloryof也eLord"

NewscasterⅥ)ice
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ThruAether- (376)

オルガンと戦争のニュース

サイゴンからの雑音のラジオ放送

｢そして神の栄光｣

ニュースキャスターの声

放送電波をとおって-

TbePresidentathome

inhisswingingChairontheporch

listeningtoChristmasCarols

Vice-PresidentretumingfromFarEast

"Checkintoyourselfthatyouarewro%g-

YoumaybetheWrong"saysPopeHis

ChristmasMessage- (376)

大統領は家で

玄関で揺り椅子に座って

クリスマス ･キャロルを聴いている

副大統領は極東から戻り

｢あなたの過ちを調べなさい-

あなたは間違っているだろう｣ローマ法王はいう

クリスマスのメッセージを-

この引用は､｢これら諸州- ロサンジェルス-｣("TheseStates:intoL.A.")からのも

のであるO冒頭の ｢オルガンの音や戦争のニュース/サイゴンからのラジオの雑音｣

(OrganSandWarNews/RadiostaticfromSaigon)という表現は､語り手が旅の間車中

で聞いているであろうラジオ放送-言及しているDそのラジオからは､｢ニュースキャ

スターの声｣(NewscasterⅥ)ice)､大統領や副大統領の動静(ThePresidentathome/in

hisswlnglngChairontheporch/listeningtOChristmasCarols/Vice-President

retuming丘omFarEast)といった､様々な時事ニュースが流れているようだ｡さらにラ

ジオの声は国境を越え､｢ローマ法王はいう/クリスマスのメッセージ｣を([S]aysPope

His/ChristmasMessage)が流される.その他には､｢蒋介石｣(ChiangKaiShek)やコ

131



スイギン(Kosygin)といった名前も登場する｡このような､ラジオ放送の導入のみなら

ず 『アメリカの没落』には､｢ビートルズ｣(TheBeatles)､｢キンクス｣(TheKinks)3､

｢マーキュリー｣(Mercury)4などによる､ロックやポップ音楽の歌詞の挿入も同様に

見受けられる5｡つまり『アメリカの没落』には､視覚的な全米の旅の過程において､

語り手が目にするアメリカの風景に加え､移動中に絶え間なく流れているだろうラジ

オや音楽といった､聴覚で感じた対象が文字化され吐露されているのである｡ラジオ

放送や音楽の挿入には規則性はなく､各断片が描写の途中でふいに顔をのぞかせてい

るのである｡これらに加え､詩人は 『アメリカの没落』に､もうひとつの新たな試み

をおこなっている｡それは､詩にジャーナリズムをそのまま取り入れた点だ｡

MorningPhoenixGazette,editorialJanuary27,'66

¶̀otimefb∫probeofCIA

NogoodPurposewouldbeserved-(384-85)

『フェニックス新聞』の朝刊 1966年 1月27日の社説

｢CIAの徹底的調査のための時間はない

その目的は役に立たないだろう-

これは『フェニックス新聞』(PhoenixGazette)からの引用と考えられ､その他には､『ナ

ウ』(Now)､『ホワイト ダヴ･レビクー』(WhiteDoveReview)､雑誌 『タイム』(7Time)

など､語り手が道中で読んだと推測される新聞､雑誌からの記事を､そのまま唐突に

作品に挿入しているわけである｡すなわち 『アメリカの没落』には､語り手の見たア

メリカの風景に加え､視覚的､聴覚的マス ･メディアを用いることで挿入されたジャ

ーナリズムの断片､そして大衆文化のひとつであるロック､ポップ音楽の歌詞の断片

が無規則に配列されている｡そのような､語り手を取り囲む様々な情報の断片や風景

は､それぞれがアメリカ社会の日常であり､『アメリカの没落』にはまさにその多種多

様な断片が渦巻く､アメリカ社会の ｢渦｣の構図が描き出されているのであるo様々

な方面からの断片をつなぎ合わせるという､こういったコラージュ的手放 6に加え､詩

の形式をはじめ動きを備えたこの作品は､ちょうど動きのある ｢渦｣が投影されてい

ると考えてよいだろう｡このような ｢渦｣の中で､語り手は様々な風景を目にし､色々

な情報を耳にする｡この作品は､断片の張り合わせのようであるが､頻繁に挿入され

るラジオ番組の放送によるトラックに乗った全米の旅という現実場面で､作品として

の共通点を持たせているOそのラジオ放送では､政治的なものから､当時アメリカが
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軍事介入していたヴェトナム戦争についてのニュース､そしてビートルズやボブ･デ

ィランらによるロック･ミュージックが流れている｡強圧的な政府と､新風を巻き起

こしつつある大衆文化の対比が強調されているようだ｡それは､語り手の日常が､多

種多様なものに囲まれているという､｢渦｣の構図をとった環境を提示する｡語り手の

視野は広く､｢アメリカが地球の中心だ｣とあるように､語り手の世界観､宇宙観さえ

も ｢渦｣が支配しているとみなしてよいだろう｡語り手は全米の地図を ｢渦｣とみたC

その ｢渦｣の思想はアメリカという国のみならず､『アメリカの没落』において､あら

ゆる全てのものの根源をなしている｡『アメリカの没落』をとおして措かれた､このよ

うな ｢渦｣の構図は､この作品の様式にも認められる｡情景描写､語り手のコメント､

ラジオ放送､音楽､雑誌､新聞の記事､といった断片をつなぎ合わせたこの交錯に一

貫性を持たせる技法として､常にトラックで流れているであろう､ラジオ放送の役割

があったO福原麟太郎は､｢渦巻派｣とはウインダ詮･ルイス風の｢立体主義｣(Cubism)7

であり､手法としては､r立体主義｣は ｢立体｣(Cube)をその描写の基本としているの

に対し､r渦巻派｣では ｢渦｣(Vortex)が使われていると､ルイスの小説､『タ-』(Tarr,

1918)の解説で説明している8｡たしかに､ギンズバーグの 『アメリカの没落』にみら

れる､様々な風景や情報の断片でアメリカ社会を措こうとした手法､すなわち断片を

つなぎ合わせて渦を描くようなコラージュ的手法は､｢立体主義｣の技汝に類似する｡

さらに､詩行の配列に動きを加えることで､それぞれの断片が ｢渦｣のエネルギーを

もち､動きの力を有しているのであるoガシオレック(AndrzejGasiorek)は ｢渦巻派｣

の誕生を､｢イギリスをヨーロッパ文化の再生のための潜在的源泉として提示した｣

(lVorticism]presentedEnglandasapotentialsourcefortheregenerationofEuropean

culture)9と論じているo詩人であるギンズバーグにとって､｢吠える｣､｢カディッシュ｣

において中心的役割を担った ｢一行一息思考｣にエネルギーを加えた､『アメリカの没

落』での ｢渦｣の描写方法は､新たな試みであり､それはそれまでの彼の詩形におけ

る ｢再生｣であったのかもしれない｡

『アメリカの没落』をみたとき､そこには ｢ヴェトナム戦争｣､そのうえ ｢アメリカ｣

という国そのものに不信感を抱く語り手の態度があった｡さらに注目すべき点は､そ

の結果として､｢言語｣(Language)に対し､不信感を抱く語り手の意識が明らかとされ

ていくのである｡｢ウイチタ 渦の経典｣では､｢私は言語を追求する/それはまたあ

なたのものもある｣(Isearchforthelanguage/thatisalsoyours-,406)と ｢ことば｣
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を探しながらも､続く詩行においては､｢ほとんどのわれわれの言語は戦争によって酷

使されている｣(almostallourlanguagehasbeentaxedbywar,406)と､｢ことば｣に対

し悲観的な語り手の態度が表されている｡これらの要素は､｢アメリカとはこうあるべ

きだ｣という定義を作りたがろうとしている､圧制的アメリカ政府を批判しているの

かもしれない｡また､｢ラジオではこのようにそれ (戦争のニュース)を言おう/テレ

ビのことばではこのようにそれを言おう/言葉を使って/言語よ 言語｣(Putit也is

wayontheradio/Putitthiswaylntelevisionlanguage/Usethewords/language,

language:399)という詩行が暗示するように､語り手は､このようなマス･メディアに

よる ｢ことば｣の不確実性を訴えた｡クインは､マス ･メディアとアメリカの関係を

以下のように論じている｡

lI]tl"WichitaVortexSutra"]isanexplorationofthewaysinwhichtheU.S.

imaginaryisproduced,through itsmassymedia,anq,further,atestingofits

realityagainst血elandscapeof也econtinent.(quin)

それ (｢ウイチタ 渦の経典｣)は､アメリカのマス ･メディアをとおして

創作される､想像されるアメリカを生み出す方法を探求するものだ｡さらに､

その大陸の風景にてらして､アメリカの現実を吟味するものだ｡

クインは､この作品において､｢想像されるアメリカ｣(theU.S.imaginary)が､｢アメ

リカのマス･メディア｣(itsmassmedia)をとおしてつくられる方法や､｢アメリカ大陸

の風景にてらしてアメリカの現実を吟味する｣(atestingofitsrealityagainst血e

landscapeof血econtinent)技法が試されている､と論じている｡つまり本来ならば､

アメリカに関する情報を伝えるための ｢マス･メディア｣が､逆説的にアメリカの ｢イ

メージ｣を作りあげているというわけだoLたがって､マス ･メディアによる ｢言語｣

の不確実性は必然的に生じ､それゆえ 『アメリカの没落』の語り手は､｢言語｣そのも

のに不信感を抱くようになるのである｡さらに､このクインの､｢アメリカ大陸の風景

にてらしてアメリカの現実を吟味する｣技法が鮮明に現れた一節を引用する｡

Greencomherehealthyundersky

&telephonewirescarrynewsasbefore,

radiobulle血S皮televisionimages

buildWar- (445)

みどりのとうもろこしはここで健やかに空の下
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そして電話線は いつもどおりニュースを伝える

ラジオニュース テレビイメージが

戦争をつくる-

｢ウイチタ 渦の経典｣､『鉄の馬』においては､こういった ｢言語｣(language)につい

ての叙述が特に多く見られる｡また､『鉄の属』では､アメリカの自然の風景と交錯し

た､｢ことば｣に対する語り手の姿が垣間見られる｡｢ラジオ速報/そしてテレビの画

像が 戦争をつくる｣(radiobulletins皮televisionimages/buildWar一一)という詩行

は､｢戦争｣に対し疑問を投げかけると同時に､｢ラジオ速報｣で流れる ｢ことば｣に

不信感を表し､さらにはそれと連動して ｢テレビの画像｣も虚構とみなすような､語

り手の意識が読み取れるOさらに､『鉄の馬』において､そういった不確実､不信感の

あることばとアメリカの国民の関係について､｢民衆はみなニュースを食わされて｣

(ThewholepopulacefedbyNews,442)と唄っているのであるoしたがって､ギンズバ

ーグは､｢ニュースを食わされた民衆｣によってつくりあげた､クインのいう｢アメリ

カのイメージ｣､つまり民衆の信じることばの不確実性を暴露したのである｡『アメリ

カの没落』において語り手は､言語そのものを信用していないようである｡｢吠える｣

や ｢カディッシュ｣にみられなかった､この作品における色彩豊かな描写は､ギンズ

バーグがことばを信用してないが故に､代わりに色を用いて ｢息｣を表現しようとし

た姿勢の現れであるのかもしれない｡

以上のように､｢渦｣のエネルギーと､動きをもつギンズバーグの詩形について､ハ

ンガーフォードは先に挙げた引用に続けて､その詩形がもつ意義､読者に対する効果

を論じている｡

Thisbeliefisrootedinhisunderstandingofhowconsciousnessandbreath

work:asvibrationandsensati'oncomeandgointhebody,asthoughts(another

kindofsensation)comeandgo,thebodyandconsciousnowyokedtogether

throughthepracticeofyogaarebothtransformed.Thelistenerorreaderisthen

imaginedasfunctionlngnOtunlikethetaperecorder,respondingmechanically

tothevibrationsproducedbythepoet'sspokenwords,reproducingalsothe

cadenceofbreathinwhichthosewordswereoriginallyspoken.

(Hungerfbrd)

この信念は､いかに意識と息が作用するかという彼 (ギンズバーグ)の理
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解に根ざすO振動と感覚が体内を往来し､思考 (別の種類の感覚)が往来し､

ヨガの実践をとおして今､共につながれた体と意識は､両方とも組成を変える｡

読者一聴衆は､テープレコーダーのような役割として考えられ､詩人の語りこ

とばによって作られた振動へ機械的に反応し､これらのことばが初めに語られ

たその息のリズムを再創造するD

ギンズバーグは､詩をとおして､自身の内なる ｢息｣の投影を常にJLがけていた｡

｢これらのことばが本来話されていた息のリズムも再現化した｣(reproducingalso仙e

cadenceofbreathinwhichthosewordswereoriginallyspoken)という一節が示すよう

に､｢渦｣の技法を加えたギンズバーグの新たな詩形は､やはり全人類共通である生来

的な ｢息｣を具現化したものであった｡

｢息｣､｢渦｣は両者ともに ｢動く｣というエネルギーを持つ｡ギンズバーグの詩形

は､動くエネルギーをもつ詩形であった｡つまり､『アメリカの没落』には､｢吠える｣､

｢カディッシュ｣での ｢息｣を､それ以前のギンズバーグの詩形を含め､全てを解体

し､｢渦｣という新たなかたちで再構築した詩形が現れていたのである｡その日指した

ところは､｢吠える｣を創作した当時の､｢詩神に近づくときも､自分自身や自分の友人

に語りかけるときと同じように率直にしゃべること｣(whenyou叩prOaChtheMuseto

talkasA-anklyasyouwouldtalkwithyourselforwithyourfriends)､つまり渦巻派のマ

ニフェストにも掲げてあるように､個々(individual)に訴えるような詩であったo

Blastwillbepopular,essentially.Itwillnotappealtoanyparticularclass,butto

thefundamentalandpopularinstinctsineveryclassanddescriptionofpeople,

TOTHEIND IVII)UAL.Themomentamanfeelsorrealizeshimselfasan artist,

heceasestobelongtoanymilieuortime.Blastiscreatedforthistimeless,

fundamentalartistthatexistsineverybody.(B17)

ブラストは､本質的に民衆のものとなるだろうCそれはある特定の階級に訴え

るのではなく､全ての階級とあらゆる種類の人々の反応にある､生来的､かつ

一般的な本能､『個人-』訴えるだろう｡人間が芸術家として自分自身を認識し

た瞬間､彼はあらゆる環境や時間の所属から解き放たれる｡ブラストは､こう

いった､全ての人の中に存在する不朽の､本質的な芸術家のために創造された｡

この 『ブラスト』が目指した､｢人間が芸術家として自分自身を認識した瞬間､彼はあ

らゆる環境や時間の所属から解き放たれる｡ブラストは､こういった､全ての人の中
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に存在する不朽の､本質的な芸術家のために想像された｣(Themomentamanfeelsor

realizeshimselfasan artist,heceasestobelongtoanymilieuortime.Blastiscreated

forthistimeless,fundamental artistthatexistsineverybody)という思想は､ギンズバー

グが詩作の際心がけた点でもある｡ギンズバーグは 『アメリカの没落』において､｢言

語よ 言語｣(Language,language,400,416)と｢言語｣に焦点をあてながら､｢ユズラ･

パウンドは真実を定義するために漢字を用いた｣(EzraPoundtheChineseWritten

Characterfortruth/defined...,400)とし､同様に､｢吉葉を変えよ バロウズは言った

ことばの行を切れ !｣(Shljilinguals,saidBurroughS,CuttheWordLines!416)と語り､

パウンド､バロウズらが ｢適切なことばの話し方｣(howtospeakarightlanguage)を同じ

く模索した様子をうたったOまた､彼らと同じくギンズバーグは､詩作の際､常に自

分の ｢息｣を忠実に投影する方法を探究し続けたのであった｡
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終章

｢20世紀の半ば､アメリカの詩の息を解き放ったのは､ギンズバーグの業績によるもの

であった｣(GinsbergisresponsibleforloosenlngthebreathofAm eriCanPoetry)と､-

レン･ヴェンドラーは述べている1｡第四章で論じたように､ギンズバーグの詩とは､彼

の ｢息｣がその中枢をなすものであった｡ギンズバーグは詩作の際､韻律や脚韻といった

技巧をもつ伝統的な詩形､ランゲージ･ポェットらが用いたような言語配列､そして自ら

生み出した ｢一行一息思考｣の詩形を駆使しながら､常に ｢適切な言語の話し方｣を模索

し､自分自身の ｢息｣をそのまま詩-投影する方法を思案し続けた｡トニー ･トリギリオ

(TonyTrigilio)は､ギンズバーグとエズラ･パウンドとの類似性をとおして､ギンズバ

ーグの ｢息｣を考察している｡

Pound'S"directtreatmentofthething,"then,istransformedbyGinsbergso

thatthethinginquestionincludesnotjustanextemalobjectofawareness

butalsothebodyasaninwardlysoughtobjectofitsown mind'sawareness.

...ForGinsberg,languagespokenfromthebreath-spokenwithamindful

awarenessofbreath-issacredlanguage.(AGBP9)

｢事物を直接にあつかう｣というパウンドの方法は､それから､ギンズバー

グによって変質され､その結果､当の事物は意識された外部の対象のみな

らず､それ自身の心の意識が内的に探求する対象としての主体を含むもの

であった｡- ･ギンズバーグにとって､息で話される言語一 息を意識す

る心で語られる言語 は､神聖な言語であった｡

トリギリオは､｢息｣をギンズバーグの詩の中核と認めながら､彼の ｢息｣を仏教の ｢院

想｣(Meditation)と結び付け､仏教という観点から､『アレン･ギンズバーグの仏教的

詩論』(AllenGinsbergおBuddhistPoetics,2007)の中でギンズバーグの作品を分析して

いる｡したがって､引用における｢神聖な言語｣(sacredlanguage)とは､仏教でいう｢神

聖｣を意味する20 トリギリオは､｢カディッシュ以後の預言的な作品の理解のために

は､ギンズバーグの仏教との奮闘が中核にある｣(Ginsberg'sstrugglewithBuddhismis
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centraltounderstandinghispost-"Kaddish"visionarywork)とし3､ギンズバーグの中

に､｢アメリカの仏教的詩人であり預言者｣(anAm erican Buddhistpoet-prophet)の存

在をみている4｡また､｢息｣の詩､という点に関しては､ホームズが指摘するように､

チャールズ･オルソン(CharlesOIson,1910-70)が中心である､｢ブラック･マウンテン派｣

(BlackMountainpoets)と呼ばれる一派が掲げた､｢投影詩｣(ProjectiveVerse)の理論に

ちょうど呼応する5｡さらに､志村正雄は､｢息の詩｣とはアメリカ先住民族の詩論に

ある､と述べている6｡志村は､サム･ギル(SamD.Gill)の 『ネイテイヴ･アメリカン

の宗教』(NativeAmericanReligions,1982)をあげ､｢詩を作ることは生命の行為､息

の行為｣とし､｢生命のエッセンスすなわち詩である｣と論じている7｡

ギンズバーグの詩を論じるとき､最も多く引き合いに出される先人としては､ウォ

ル ト･ホイットマンの名が挙げられる｡その論拠のひとつには､ホイットマンが創始

した ｢自由詩｣(丘eeverse)にあるO例えば､新倉俊丁は､｢現代の長編詩がホイットマ

ンの遺伝である｣と述べ､それは ｢第二次大戦後のビートの詩の世代こそ､隔世遺伝｣

し､ギンズバーグは ｢ホイットマン的な長いラインと ｢-プライ的メルヴィル的叙事

詩の息吹き｣にインスパイア-されて､ホイットマン的な予言的詩人に変貌した｣と

記述している｡二人の詩人の共通性が現れた例として､ギンズバーグの ｢カリフォル

ニアのスーパーマーケットで｣("ASupermarketinCalifomia")という作品を論じてい

る80詩形のみならず､詩の性質においても､ヴェンドラーは､ギンズバーグを ｢厳密

な解釈に従えば､主題に相応しいことばで都会の貧しい人びとを扱う詩人として､ホ

イットマン以降最初の存在となった｣([Ginsbergprovides]thefirstAm ericanPoetafter

Wh itmantotreattheurbanpoorinalanguageteclmicallyappropriatetothesubject)と

位置づける9｡

一方で､本論文の第一章では､｢吠えるJを論じ､ギンズバーグの中にある預言者エ

レミヤ的要素は､詩人を ｢アメリカの嘆き｣の系譜-置くことを可能とした｡つまり､

非伝統的な ｢自由詩｣を掲げたホイットマンとは正反対の､バーコピッチが分類する

ところの､ジョン･ウィンスロツプ(JolmWinthrop,1588-1649)､ジョナサン･エドワ

ーズ(Jonathan Edwards,1703158)､ナサニエル ･ホ-ソーンや､ハーマン･メルヴィ

ルといった､伝統的様式をもつグループの系統にギンズバーグが属すことを認めるこ

とができた｡

ギンズバーグを ｢預言者的詩人｣として見たとき､彼自身が告白するように10､作
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晶におけるウイリアム ･ブレイクの影響を論じる批評家もいる｡例えば､ポール ･ポ

ーチュギは､ギンズバーグがブレイクの声を聞いたというェピソードから､｢そのため､

ギンズバーグの詩学は､彼のブレイク･ヴィジョンの観点から解決されなければなら

ない｡なぜならこれらのヴィジョンが彼の1948年から63年までの理論と実践を支配

しているからだ｣(Ginsberg'spoetics,then,mustbeapproachedfromtheangleofhis

Blakevisions,Sincethesevisionsdominatedhistheoryandpracticeofpoetry丘om

1948-63)と主張し11､トリギリオは､『｢新たなる不思議な預言｣』("SWangeProphecies

Anew,"2000)において､ブレイクとともにH.D.(HildaDoolittle,1886-1961)を挙げ､

｢ウイリアム ･ブレイク､H.D.､そしてアレン･ギンズバーグは､科学的､工業的､

そして宗教的正統性の圧力に対して反応する際､預言的言語の反正統的な伝統を創造

した｣(William Blake,H.D.,andAllenGinsbergcreatedaheterodoxtraditionof

propheticlanguageinresponsetothepressuresL.Ofscientific,industrial,andreligious

o血odoxies)12と､彼らに共通する預言者的詩人としての態度を分析した｡そこには

明らかに､『不可知の雲』(I72eClowdeofVnknowyng)や､十字架の聖ヨハネ(Juandela

CruZ,1542-91)の作品､『霊魂の暗夜』(TheDarkNightoftheSouりを源とする､神秘主

義の預言がギンズバーグの根底には存在する､ということを示唆しているのではない

か｡奥田平八郎は､『不可知の雲』と 『霊魂の暗夜』について､｢神を認識する場合の

否定方法｣ととるものとし､｢雲｣､｢闇｣､｢無｣といった ｢形象的認識｣こそが､｢超

絶神の認識という方向を示すもの｣と指摘した13｡このような逆説的思考は､すでに

論じたが､ギンズバーグの措く詩の世界の主軸をなす｡

第二章で扱った ｢カディッシュ｣は､その表題が示唆するように､ギンズバーグの

作品の中でもとりわけ人種､つまりユダヤ人の要素の強い詩であるOギンズバーグ自

身もまたユダヤ人であることから､そういった側面から､アレン･グロスマン(Allen

Grossman)は､｢カディッシュ｣を ｢これはユダヤ人の母と同時に､イスラエル自身の

さまよう魂であるシェキーナの､ギンズバーグ版なのである｣(ThisisGinsberg'S

versionoftheJewishmotherand,simultaneouslyoftheShechina,thewanderingsoul

oflsraelherself)と､ギンズバーグの作品からユダヤ性を引き出し論じることで､ユダ

ヤ人詩人としてのギンズバーグの重要性を説いた140一方で､ヨハン･ラマザーニは､

｢カディッシュ｣におけるユダヤ性のみならず､｢同性愛｣(homosexuality)について､

｢死者の衣服を脱がせることでエレジーのタブーを軽蔑し､ギンズバーグは､彼の初
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期の想像上の近親相姦というタブーの破壊を詩的に再現する｡両者の破壊は､最終的

に彼の同性愛と近親相姦の誘惑の間にある矛盾を強化する｣(Floutingtheelegiac

tabooondisrobingth edead,Ginsbergrecapitulatespoeticallyhisearlierimaginative

violationoftheincesttaboo.Bothviolationsultimatelyreinforcecontradiction

betweenhishomosexualityandhisincestuoustemptation)と考察する150しかし本論文

の筆者は､｢カディッシュ｣のユダヤ性や同性愛といった側面を中心におくのではなく､

｢カディッシュ｣のエレジー論をおこなうことで､｢解体｣の ｢解体｣､そして ｢再構

築｣といった､｢カディッシュ｣のポスト･モダニズム的な要素を引き出した｡

第三章の 『アメリカの没落』では､モダニズムの先駆者とされる､ウィンダムリレ

イスの ｢渦巻派｣の理論を取り入れ､作品を考察することで､ギンズバーグの詩の､

モダニズムの様相を明らかにした｡同じくモダニズムの詩人であるウイリアム･カーロ

ス･ウィリアムズとは同郷であり､詩作の際､)常にアメ,リカという国を意識した点に

関しては､ウィリアムズやホイットマンの作風に通ずるのであろう｡一方で 『アメリ

カの没落』は､ギンズバーグがインドで仏教修行を行ったあとに創作された詩である

ことから､エイミ一 ･ハンガーフォードはこの作品を ｢アメリカの言語のマントラ｣

(mantraofAmericanlanguage)と呼び､その仏教的要素を強調した16｡

以上みてきたように､ギンズバーグの作品は､ときには伝統的要素をもち､ときに

はモダニズム､ときにはポスト･モダニズムに適応する､ということになるoさらに

神秘主義的要素､ユダヤ的な要素､キリスト教的要素､仏教的要素､を内包する､と

みなすことが可能であるoこのような分析結果でいえることは､一般的にギンズバー

グの作品はポスト･モダニズムに分類されることが多いが､ポスト･モダニズムの要

素はもつが､決してそれにとらわれるものではなく､かといって伝統的といった､古

典主義の要素ももつが､古典主義に束縛されるものではない｡モダニズムを考えたと

きも同様である｡同じく､ユダヤ人作家として扱うことは可能であるが､それに限定

されるものではなく､神秘主義､仏教､キリスト教をとっても同じことがいえるOつ

まり､そういった様々な要素はもつが､決してそれらにとらわれることはない､とい

うのがギンズバーグの ｢ビート｣ではないだろうか｡先に論じたように､｢吠える｣で

は､当時の社会の豊かな表面の奥底に潜む､人間性の欠落した社会を暴くことで､｢正

気｣を ｢狂気｣-､｢狂気｣を ｢正気｣とした｡｢カディッシュ｣では､ネィオミをと

おして ｢醜｣を ｢美｣とすることに成功した｡換言すると､1950年代のアメリカ社会
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に蔓延した既成概念､共通な価値観に全くとらわれることのなかったギンズバーグは､

光の中に影を見出し､そして同時に当時は完全に影だった部分に光を当てたoこうい

った､光と影は表裏一体であり､常にどちらがどちらにもなりうるという､画一的価

値基準に縛られることのない､無限の可能性をもつ ｢ビート｣こそが､ギンズバーグ

の詩の中枢をなし､そこに彼の詩の重要性が認められるであろう｡動の力をもつ詩人

の ｢息｣は､全てのものを可能とするような､無限のエネルギーを持つのである｡ヨ

ーロッパ旅行をしたギンズバーグの心情についてバリー･マイルズは､｢ギンズバーグ

は ｢ビート世代｣が国際的な現象であったことを強く感じた｡それは､生命-の接近､

国家という壁を越えた信念の具現化であり､実質的にあらゆる国で､彼は地元の ｢ビ

ート｣を見出すことができた｣(GinsbergstronglyfeltthattheBeatGenerationwasan

intemationalphenomenon,thatitembodiedan approachtolife,asetofbeliefsthat

transcendednationalbarriers,andinvirtuallyeverycountryhewasabletoflndalocal

"Beat")と推測する17｡ジョン･タイテルは､『ビート世代の人生と文学』の中で､｢吠

える｣を｢ビート運動を社会に植えつける種子｣(thegerminatingpublicseedoftheBeat

movement)と呼んだ18｡DLBの ｢序章｣("Introduction")は､｢ビート世代の作家たち

による作品は､ビートたちが開けた扉を歩いてくる作家や芸術家たちに､萌芽的な影

響を与え続けるのである｣(theBeatwriters'workshaveservedasseminalinnuences

forwritersandartistswhowalkedthroughthedoorsthattheBeatsopened)という文章

で結ばれている19｡そのような､ギンズバーグの詩の中核をなす ｢ビート｣､つまり無

限な可能性をもつ ｢ビート世代｣による文学運動は､その後対抗文化の突破口として

認識されるようになり､現在なおさまざまな芸術活動に影響を及ぼし､その派生を促

しているのである｡



Notes

本論文でのギンズバーグの詩の引用は､『アレン･ギンズバーグ全集 1947-1980』

(CollectedPoems1947-1980.NewYork:Harper&Row,1984)から引用したO

序章

1 デイヴイッド･ハルバースタムは､｢吠える｣の猿褒文書の裁判について､｢古い秩

序からの反撃が始まった｡1957年5月､サンフランシスコ警察のウイリアム･ハンラ

ハン所長の命を受けた二人の警官が､シティ･ライツ書店につかつかと入ってきたD

二人は『吠える』を一冊購入すると､フアリングティと店長の逮捕状を突き出した｡-･

1957年 10月､w J.クレイトン･ホーン判事は 『吠える』が猿褒文書ではないとの判

決を下し､こう評価した｡｢『吠える』の前半は､悪夢の世界を描いている｡そして後
半は､人間性の最良の部分を破壊する近代社会の暗部の告発である｡とりわけ物質主

義､順応主義､機械万能主義､が戦争を招きかねなvyT'と訴え･･･そして､この詩は
神聖なる生への祈りで結ばれる- ･｣｣と述べている｡(ハルバースタム 550)

2 メリルは当時のギンズバーグに対する評価について､"Twentyyearsago,afew
literary-mindedpeoplemighthaverecognizedhimlGinsberg]asabuddingyoungprot6t60f
WilliamCarlosWilliams;tenyearsago,almosteveryliteratepersonknewhimastheBeatnik

authorofthenotoriousHowl.''と述べているO(MeITil17)また､1960年代には､当時の

FBI長官であったフーバー(J.Edgar.Hoover,1895-1972)が､｢ビート族｣をアメリカに対

する重大な威嚇者とみなすことを宣言した｡(Gilmore236)

3 アン･チャーターズは､rビート｣(Beat)と｢ビート族｣(beatnik)の違いを明確に､"The
wordBeatwasprlmarilyadescriptiveadjective,referringtoagroupofwriterswhowere
serious,ambitious,andcommittedtotheircraR.Thewordbeatnik,ontheotherhand,was
prlmarilyanoun,aderogatorywordcoinedbytheSamFranciscocolumnistHerbCaenafter

theRussianslaunchedtheirSuputniksatellite."と定義している｡(DLB16-1xi)現在での文

学史における ｢ビート運動｣(BeatMovemnt)の定義は､ "[A]bohemianrebellionagainst
establishedsocietywhichcametoprominenceabout1956andhaditscentersinSan
FranciscoandNewYork.Theterm"Beat''expressedbothexhaustionandbeatificationinthat
thewriters,tiredofconventionalsociety,anddisgustedbyit,believedthatthoroughgoing
disaffiliation丘omallaspectsofthemannersandmoresofwhattheysawasacorrupt,crass,
commercialworldwouldbringitsown kindofblissfulillumination,aidedbydrinkanddrags.

Writersofthemovementexpressedtheirviewsintheirown"hip"vocaburary,combinedwith
phrases丘omBuddhism,bywhichtheywereinfluenced,butthereisapersonalstatementand
powerthatgoesbeyondthisjargonintheworksoftheleadingliteraryfigures,whoinclude

thepoetsAllenGinsberg-."とされているo(OCAL55)
4 『反知性の帝国』の第三章､｢知性 ･反知性 ･神秘主義 マカーシーイズムからⅡ)

まで｣において志村正雄は､政治学者のリチャード･ホフスタッタ-(RichardHofstadter,
1916-1970)､社会学者のネッド･ポルスキーOJedPolsky,1928-2000)による ｢ビート｣
に対する共感のない､批判的な考察を挙げている｡(志村､｢知性 ･反知性 ･神秘主義

マカーシーイズムからIDまで｣『反知性の帝国』114-42)

5 日本語訳は､アン･チャーターズ.｢ビート･ジェネレーションとは何か｣森川均訳.

『ビート読本､ビート･ジェネレーション- 六〇年代アメリカン･カルチャー-の
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パスポート』東京 :思潮社､1992.36-46を参考とした｡

6 原成吉は､ギンズバーグを ｢東海岸の ｢ビート詩人｣と西海岸の ｢サンフランシス

コ･ポェトリ･ルネサンス｣の詩人たちを結びつけ､アメリカ詩の渦巻きを創りだし

た詩人｣と位置づけ､スナイダーのコメントを引用し二者の関係を論じている｡(原
123)

7 ダグラスは､"TheylGinsberg,Kerouac,andBurroughs]interpretedtheworddifferently
-GinsbergandKerouacsaiditmeantexhausted,poor,beatific,whileBurroughs,amasterof

ironist,useditasaverb,meaningtostealorcon."と述べている｡(Douglas6)
8 志村正雄によると､｢ハード･ビート｣と ｢ソフト･ビート｣とは､｢-ロインのよ

うな中毒性の強いハード･ドラッグ(harddrug)を使うか､マリファナのような中毒性の

少ないソフト ドラッグ(softdrug)を使うかによる区別を延長したものだが､前者は暴
力的､自己顕示的で､メイラーのいうヒプスター的実存主義特性をもつとした｡しか

しビートの圧倒的多数は後者であり､後代に影響力をもったのも後者であった｣と述

べている｡(志村､『神秘主義とアメリカ文学』 145)さらにギンズバーグについて､

彼の ｢神秘主義｣を論じ､｢彼の出発点はユダヤ･キリスト教的なものであった｡ギン

ズバーグがいわば習合宗教化するのには､スナイダー､ケルアック他の影響が浸透し

たと考えられる｡それは同時に､ハード型ビートからソフト型ビート-の移行を示す

ものである｣と記述している｡(志村､『神秘主義とアメリカ文学』 147)

9 マイルズは『ビート ホテル』(TheBeatHotel,2000)において､"TheBeatGenerationhad
becomeAm erica'sBloomsbulyGroup,itsfirsthomegrownliterarymovement,completewith
itsown Canonofbooks,memoirs,volumesofletters,albumsofphotographs,biographies,and
scholarlystudies.''とイギリスの ｢ブルームズベリー･グループ｣との類似点を指摘して

いる｡(BH3-4)ブルームズベリー･グループとは､次のように定義されるO"[T]hename
glVentOagroupOf&iendswhobegantomeetabout1905-6;itsorlglnalcentrewas46Gordon
Square,Bloomsbury,whichbecamein1904thehomeofV.BellandV.Woolf(boththen
unmarried).Itwastoinclude,amongstothers,Keynes,Strachey,D.Gamett,D.Grant,E.M.
Forster,andR.Fry.Thisinformalassociation,basedonfriendshipandinterestinthearts,
derivedmanyofitsattitudesfromG.E.Moore'sPrincli)iaEthica;'Byfarthemostvaluable
things."are...thepleasuresofhumanintercourseandenjoymentofbeautifulobjects;...itis
they-thatformtherationalultimateendofsocialprogress."(OCEL112)

10 キャロライン･キヤサディは続けて､"[叩eitherJacknormyhusband,NealCassady,fit
intotheirprescribedcategoryofrebellion,yettheirforcedinvolvementcontributedtotheir
earlydeaths"と述べている｡(Cassady163)

11 ゴードン･ボールは､ギンズバーグの果たした役割について､"AllenGinsberg,in
particular,drewrichly(sometimestothepointofapparentcontradiction)斤omallalmost
unlimitedrangeofsourceandinspiration.Andheleftalegacyrichanddiverse,inshapeand

subject."と分析している｡(Ball241)
12諏訪はギンズバーグについて､｢詩人以上の存在として影響力を持つにいたった｣

と述べている｡(諏訪､『アレン･ギンズバーグ』 8)

13 ギルモアは､ギンズバーグがテイモシー ･リアリー(TimothyLeary,1920196)のハー
バード大学でのドラッグの研究に参加したことを挙げている｡(Gilmore238)
14ローゼンタールは､ギンズバーグの 『インディアン ,ジャーナル』(IndianJoumal,
1970)の書評で述べている｡(M.Rosen血a1250)
15バリー ･マイルズは､1967年にギンズバーグがヒッピー世界の中心地である ｢-
イト･アシュベリー地区｣(theHaight-AshbuⅣarea)で行われたテイモシー･リアリー､
ゲイリー ･スナイダー､アラン ･ワッツ(AllanWatts,1915-73)らとの討論に参加したこ
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とを挙げ､そこに集まった若者たちをみた時のギンズバーグの心情を､"Allen

recognlZlngthehippiesasliteraldescendantsoftheBeats,sawthemasthehopeofAm erica."
と考察している｡(AG393)
16 日本語訳は､-レン･ヴェンドラ-.｢Ⅹ線写真のアメリカ｣飯野友幸訳.『現代詩
手帖特集版 総特集アレン･ギンズバーグ』東京 :思潮社､1997.264-71.を参考とし
た｡

17 本章でのギンズバーグの詩の日本語訳は､諏訪優の 『ギンズバーグ詩集』東京 :忠

潮社､1991.を参考とした｡

■■■r



第一章 ｢吠える｣("Howl,"1956)一預言者的詩人としてのギンズバーグー

(1)ビー ト詩人が ｢豊かなアメリカ｣の奥底に見たもの

1 チャーターズは､｢ビート｣ということばがギンズバーグやケルアックに伝わった

様子を､"In1944theword"beat''asusedbyaTimesSquarehustlernamedHerbertHuncke
cametotheattentionofWilliamBurroughS,aHarvardgraduatelivinginNewYorkwhom
Hunckehadintroducedtoheroin.ThroughBurroughs,thewordwaspassedontoayoung
ColumbiaCollege舟eshmannamedAllenGinsberganda丘iendwhosharedhisinterestin
writingnamedJackKerouac,aColumbiadropoutservingduringthewarasamerchant

marineseamanbasedinNewYork"と述べているC(Chartersxyii-Ⅹviii)

2 ギンズバーグは､『ビー トの本』(TheBeatBook,1996)の｢序章｣("Foreword")で､"They
lJackKerouacandJohnClellonHolmes]talkedaboutwhetheritwasa"foundgeneration,"
orsomeotherepithet.ButKerouacwavedawaythequestionandsaidbeatgeneration-not
meanlngtOnamethegeneration,buttounnamedit."Sothat'stheearlyhistoryofthe

ten."と述べている｡(ββXiii)
3 スペインの詩人であり､ローマン･カトリック教の神秘家である十字架の聖ヨハ

ネ(saintJohnoftheCross,1542-91)の作品､『魂の闇夜』(DarkNT'ghtoftheSoul,1585)
の表題から引用したと思われる｡ せ

4 神秘主義の書､著者不明の 『不可知の雲』(TheClowdeofVnknowyng)の表題だと思

われる｡『不可知の雲』とは､次のように解説される｡"[A]mysticalprosework,probably
fromtheNorth-EastMidlands,datingfromthesecondhalfofthe14thcent"andoneofthe
mostadmiredproductsoftheMiddleEnglishmysticaltradition.Itspopularityisindicated
byitssurvivalin17manuscripts;theauthorwaspresumablyaprleSt,thoughnomore
certainidentificationofhimhasresultedfromthemanyrecentspeculationsabouthim."
(OCEL210)
5 本章でのギンズバーグの詩の日本語訳は､アレン･ギンズバーグ.『ギンズバーグ

詩集』諏訪優訳.東京 :思潮社､1991.を参考とした｡

6 この修辞は ｢首旬反復｣(anaphora)の一種である｡"Ⅰnrhetoricanaphora(Gkc̀a汀ying

back')isa.popularfigureofspeechinvolvingrepetitionofthesamewordatthebeginning
ofsuccessiveClauses,sentencesorverses(alsoknownasepanaphora).Itisfoundinverse
andproseofallperiods,andcanbeeffectivelydeployedtounderlinedescriptiveand
emotionaleffects."(Ds19)
7 ｢モーラック｣は､ジョン･ミル トンの 『失楽園』(ParadE'seLost,1667,74)に､反
逆の天使の中で最も強力な戦士として登場する."Hisholyritesandsolemnfeasts
profaned,/Andwiththeirdarknessdursta於ontHislight./First,Moloch,horridking,
besmearedwithblood,/OfhumanSacrifice,randparents-tears;"と､｢モーラック｣は悪魔

の側の天使の中で主要な人員とされているC(PLBookI,ll.390-94)

8 本論文での聖書からの引用は､TheZnterpreter'sBible.Buttrick,GeorgeArthur,ed.

NewYork:AdbingdonPress,1952.の､RevisedStandardVersionより引用した0本論文で
の聖書の日本語訳は､『聖書 新共同訳- 旧約聖書続編つき』東京:日本聖書協会､

1987.より引用した｡

9"ThenameofaCanaaniteidol,towhomchildrenweresacrificedasburnt-offerings;
representedbyMiltonasoneofthedevils.Hence(asappellative,butnowalwayswith
capitalM),appliedtoanObjecttowhichhorriblesacrificesaremadeJ'(OED)
10メリルは ｢モーラック｣について､次のように論じている｡"̀Moloch,'血esymbol
ofsocialillness,wasthemetricalanchorinPartIIforaseriesofgraphicbutpredictable
images."(Me汀il198)
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11 トッド･ギトリン氏は､∝afnuence"について､｢『潤沢』は普遍的な広がりをもっ
て50年代のアメリカ全体の状況を表していると考えられた｡実際に 『潤沢』は､長
い間物質的生産と獲得を中心的な活動としてきた社会におけるれっきとした経済的

心理的事実であった｣と説明しているO(ギトリン23)

12古矢氏は､その豊かさを ｢アメリカ社会が絶対的な繁栄と安定を謳歌し､アメリ

カ文明が全人類に対する福音とさえ見なされていた1950年代末頃｣と評価している｡
(古矢 13)

13 ゴードン･ボールは､ギンズバーグのヨーロッパ旅行(1957-1958)について､
"GinsbergandOrlovsky'sMoroccanandEuropeantriptemporarilystrained也eir
relationship.Nevertheless,itwasrichinthevarietyofexperiencesitaffordedthesenearly
indigenttravelers･ForGinsberg,theextraordinaryamountofEuropean artandartifactsthey
beheld,coupledwithhisfirsthandobservationsofsocialandpoliticalconditionsfromNorth

A舟icatoParis,greatlyenlargedandenrichedhisperspective."と述べているo(JW 329)
14 新倉俊一は､｢フアン･ゴッホの耳に死を｣について､｢アメリカの紙幣に刻まれ

ている麦の穂(ear)をアメリカの金融資本制度の象徴と捉えて､これを自分の耳(ear)
を切り落としたゴッホの暗い狂気にかけ｣た､と分析しているO(新倉184)
15 本論文でのタイテルからの引用は､ジョン･タイテル.『ビート世代の人生と文

学』大橋健三郎､村山淳彦訳.東京 :紀伊国屋書店､1978.の日本語訳を参考とした｡



第-章 ｢吠える｣("Howl,"1956)-預言者的詩人としてのギンズバーグー

(2)正気と狂気を逆転させた ｢ヒップスター｣たち

1 0EDによると ｢ヒッピー｣は次のように定義されている｡"A.sb.Ahipster;aperson,
usuallyexoticallydressed,whois,oristakentobe,glVentOtheuseofhallucinogenicdrugs;a
beatnik.B.adj.Of,pertainingto,orcharacteristicofhippies."(ODD)
2 フレンチ(WarrenFrench)は 『路上』について､"TheNarrativebeginswhenSatParadise
(basedonKerouachimself)meetsDeanMoriarity(basedonNealCassady)forthefirsttime

aroundChristmas1946inNewYorkCity,…"と述べている｡(French35)
3 ジャック･ケルアックの 『路上』には､｢吠える｣における ｢ヒップスター｣と同じ

状況のディーン･モリア-ティーが描かれているO語り手であるサル･パラダイス(Sal

paradise)は､"Besides,allmylSalParadise'S]NewYork丘･iendswereinthenegative,
nightmarepositionofputtingdownsocietyandgivingtheirtiredbookishorpoliticalor

psychoanalyticalreasons,butDealljustracedinsociety,eagerforbreadandlove,…"と述べて

いる｡(Kerouac,OnfheRoad10)
4 日本語訳は､ノーマン･メイラー.｢ヒップスター｣『ぼく自身のための広告 ノー

マン.メイラー全集5』山西英一訳.東京 :新潮社､1969.344-401.を参考とした0

5 また､ノーマン･メイラーは ｢精神病者｣について､''Itmaybefruitfultoconsiderthe
hipsteraphilosophicalpsychopath,amaninterestednotonlyinthedangerousimperativesof
hispsychopathybutincodifying,atleastforhimself,thesuppositionsonwhichhisinner

universeisconstmcted."と説明している｡(Mailer343)
6 ここで言う｢実存｣とは､第二次大戦後主流となったサル トルの実存主義に基づく｡

7 諏訪優によると､｢ニューヨークとサンフランシスコにある居酒屋の名前｣とある｡

(諏訪､『ギンズバーグ詩集』28)

8 マイルズによると､ギンズバーグはコロンビア大学の学生寮の自分の部屋に､退学

したケルアックを滞在させ､深夜まで酒を飲んで語り合った｡そういった違反が重な

って､精神病院-と入院することとなった.(Miles57-59)

9 タイテルは､そのような状態のソロモンが､"ReadingGide'sLafcadioおAdventure,he
lSolomon]becamefascinatedbytheideaofgratuitouscrime,stoleasandwich舟omtheschool
cafeteria,showedittoapoliceman,wassenttoapsychologistandthentoPsychiatric
Institute.''となったと述べている｡(Tytell95)
10 カール･ソロモンは ｢グレイストーン精神病院｣-行ったことがないというコメン

トがあり､象徴と捉えるのが妥当であろうo

1lタイテルはさらに､"【W]hatwouldseemdefeatintheeyeofordinaryexperienceimply
instigatedthemltheBeats]tofurtheradventurers.TheBeatswereattractedto"madness"asa

sustainedpresence;"と ｢ビート｣と ｢狂気｣の関係を考察している.(Tylell10)また､『路

上』においても､ディーンについて､"[W]elSalParadise,DeanMoriarity,andCarloMarx]

understoodeachotheronotherlevelsofmadness,"という描写がある｡(Kerouac,Onthe
Road6)
12 デイヴイツト･ハルバースタムは､当時バロウズがとった態度を､｢精神科医ども

は､多少今風なところがあれば､すべて病院送りだと考える｡連中が狙いをつけるの

は､何らかの理由で､自分が嫌われ者だと感じて傷ついた者 (ビート)たちなのだ- ･｣

と説明している｡(ハルバースタム535-36)

13 ターナー(StephenL.Tanner)は､ビッグ･ナースを描写している｡(Tanner19)

14 ターナーによると､マクマーフィーと､小説の語り手であるプロムデン(Bromden)

について､"Kesey'schoiceofBromdenasnarratorallowsforaheroofeventandaheroof

148



consciousness;McMurphyistheformerandBromdenthelatter"と述べている｡(Tanner23)

また､マクマーフィーの取った行動を､｢救いの使命｣(savingmission)と捉えている｡
(Tanner38)
15 『路上』においては､ディーン･モリア-ティーのことを､"Dean,whohadthe

tremendousenergyofanewkindofAm ericansaint,""と述べている｡0<erouac,ontheRoad
39)
16 本論文の ｢序章｣を参照｡

17 グレン･バーンズはこの用法について､"P]ependencyofWestemthoughtonthe

subject-predicate10bjectrelationship"と分析しているo(Burns339)

18 バロウズは1962年のインタヴューの中で､̀Nowlamusingjunkasabasicillustration.

Extendit.Ⅰam realityandIam hookedinreality"と述べている.(Lotringer36)



第一章 ｢吠える｣(仏Howl,"1956)一預言者的詩人としてのギンズバーグー

(3)｢アメリカのエレミヤ｣としてのギンズバーグ

1 例えば､新倉俊一は彼の著書 『アメリカ詩の世界』の中で､ギンズバーグとホイ

ツトマンを比較しながら｢カリフォルニアのスーパーマーケット｣("ASupermarketin
Califomia,1955")を論じているo(新倉 253-57)

2 0EDは次のように定義している｡ "【LLTeremiasJeremial1,inreferencetothe

'LamentationsofJeremiah'intheOldTestament･]Alamentation;awritingorspeechina
strainofgriefordistress;adolefulcomplaint;acomplainingtirade;alugubriouseffusion.n
(ODD)

3 ポーチュギは､"HelGinsberg]consideredhisroleofpoet-prophetaspartofthe
miraculoustraditionofhiscreator,WiuiamBlake,whohadcausedmiraclesinGinsberg's
psychebywritinghispropheciesdown."と､ギンズバーグが詩人としての自分を預言者

だと見ていたことについて述べている｡(Portuges3)

4 デビット･ハルバースタムは､そのようなアメリカ社会は､｢結局は当時の本や雑

誌のみならず､新たに登場したテレビのホームドラマが､さらに強烈な迫力と影響力

をもって描き出す世界を､自らに重ねあわせて眺めていたにすぎなかった｣と述べて
いる｡(ハルバースタム 12)

5 同様にハルバースタムは､1957年の｢吠える｣が猿索文書ではないという判決がく

だった裁判に関して､｢この判決は､彼らの未来の始まりにすぎなかった｣と考察して
いる｡(ハルバースタム 551)

6 ジョナ ･ラスキンは､"Then,too,inHowl,helGinsberg]finallywroteapoemtomatch
theimmensepersonathathehadhadinmindforhimselfforyears-thepersonaofan
Americanprophet"と述べている｡(Raskin230)



第二章 ｢カディッシュ｣("Kaddish,"1961)一解体された葬送悲歌-

(1)伝統的なェレジ-

1 チャーターズは､"Therehe[Ginsberg]wrotealongformalelegy,"Kaddish,"
personalizlngthetraditionalJewishmemorialpoemforthedeadinmemoryofhismother,who
haddiedinthePilgrimStateHospitalonLongIslandinJune1956."(Charters61)

2 サックス氏は､第-章を ÌnterpretingtheGenre:TheElegyandtheWorkofMouming'

と題して､その根拠を､"Moststudiesofelegytendtodescriberatherthaninterpretthe
genre'sconventions-･ratherthanfindingabsenceorlosstobesomehowalready"there''inthe
language,Iamexploringhowanelegist'slanguageemergesfrom,andreactsupon,an
originatingsenseofloss."と述べている｡(Sacks1)
3 フロイトは ｢悲哀｣と ｢メランコリー｣を比較し､｢メランコリー｣を ｢病的な素質

の疑われる人たちでは悲哀のかわりにメランコリーが現れる｣と述べている｡さらに

｢悲哀｣について､｢時期がすぎれば悲哀は克服されるものと信じていて､悲哀感のお

こらぬことはかえって理屈にあわぬ不健全なこと｣と指摘する｡(フロイト137)

4 サックスは､｢悲哀の作用｣の根底に､｢リビドー｣を認め､それを中心に､｢欺き｣

から ｢慰め｣までの展開を､｢エディプス･コンプレックス｣(theoedipalstage)､｢ミラ

ー ,ステージ｣(themirrorstage)､｢自己愛｣(narcissism)､｢去勢｣(Castration)､｢男根崇
拝｣(phallicism)の心理過程を通して括いたが､本章では､フロイトの精神分析によっ
て ｢カディッシュ｣を論じることが目的ではないので省略する｡

5 サックスはその代表例として､ミル トンの 『リシダス』を挙げ､｢パストラル ･エレ
ジー｣の展開の特徴を説明している0

6 シェリーの 『アドネイス』の訳は､パーシー ･B･シェリー.『シェリ詩選』星谷剛

一駅.東京 :新月社､1948.を参考とした0

7 本章でのギンズバーグの詩の日本語訳は､アレン･ギンズバーグ.『ギンズバーグ詩

集』諏訪優訳.東京 :思潮社､1991.を参考とした｡

8 ｢神の支配を認め､人間の最終的な運命を神の御幸に委ねる祈り｣であり､棺を墓

所へ埋葬する際朗読される｡(モリスン168)

9ネィオミは1956年の6月に､ギンズバーグ-誕生日を祝う手紙を送っているOギン

ズバーグはこの手紙を､ネィオミの死後受け取ったとされている｡手紙には ｢鍵｣に

ついてはふれていないが､"IPJaomi]wishyoulAllenGinsberg]getmarried....Ihopeyou
arenottakingdrugsassuggestedbyyourpoetry.Thatwouldhurtme.Don'tgoinfor
ridiculousthings.Withlove&goodnews(mother)"と､｢カディッシュ｣に措かれた内容も

実際に含んでいる｡ (Howl156)

･o 『転身物語』の ｢女神は若者 (アドニス)の血の上に芳醇な享絹 をそそぎかけた｡
血は神酒にふれると､ちょうど褐色の泥沼の底から透明な気泡がたちのぼってくるよ

うに､ふくらんだOやがて一時間もたたないうちに､その血からおなじ色の花が咲き

でた｡｣という場面に対し､田中､前田は､｢アドニスは､アネモネになった｣と解説
をつけている｡(オヴイディウス 375)

11 エリオットは『荒れ地』の｢注｣("Noteson'TheWasteLandH')の中で､"Toanotherwork
ofanthropologyIamindebtedingeneral,onewhichhasinnuencedourgenerationprofoundly;
ImeanTheGoldenBough;IhaveusedespeciallythetwovolumesAdonis,Attis,OsirLIs.
AnyonewhoisacquaintedwiththeseworkswillimmediatelyrecognlSeinthepoemcertain
referencestovegetationceremonies.)とアドニスについて述べているO(Eliot50)

12 不完全韻について､ケイティー･ウェルズoiatieWales)は､"Animperfectrhymewhich

151



restsonlikenessofsoundsratherthan strictidentity･Itusuallytakestheformoftherepetition
offinalconsonantswithvariationinprecedingvowels''と説明している｡(Ds184)



第二章 ｢カディッシュ｣("Kaddish,''1961)一解体された葬送悲歌-

(2)反エレジーとしてのネィオミ像

1 -レン･ヴェンドラーは､｢カディッシュ｣が措かれた30年前を思い出しながら､"And

onthatclassicalbaseGinsbergcreatedthemostnonclassicalpoemintheAm eriCanelegiac
canon,theimmigrantelegythatseemedwaitingintheairtobewritten,aswefoundtoour

astonislm entwhenweflrStreaditthirtyyearsago."と述べているo(SS15)
2 ネイオミは､ユダヤ人の両親のもと､1894年にロシアで生まれ､その後家族でアメ

リカ-移住しているOバレリー ･マイルズ編による 『ギンズバーグの伝記』(Ginsberg.･

aBioBraP砂,1989)によると､ギンズバーグの父であるルイスと､結婚した当初のネィ
オミは美しく､活発な若い女性であり､知的で自信もあった｡

3 ヴェンドラーは｢カディッシュ｣のギンズバーグとネィオミについて､Hb血isreversal

oftheculturaliconwecallthepieta,Weseenotthemotherholdingthebrokenbodyoftheson,
butthesonholdingthebrokenbodyofthemother."と述べている｡(SS9)
ミケランジェロの 『ピェタ』は図解①を参照｡

4 マイルズの伝記によると､ギンズバーグがピューターマンのアパートで彼にネィオ

ミの話をする前､『アドネイス』を詠唱していた､とある｡ギンズバーグの父ルイスが､

まだギンズバーグが幼かったころ､シェリーの詩を読み聞かせた､というエピソード

もあるように､シェリーの 『アドネイス』がギンズバーグにネイオミの死を思い起こ

させたのかもしれない｡『アドネイス』は次のように解説される｡ "CompoSedin55
Spenserianstanzas,thepoemwasinspiredpartlybytheGreekelegiesOfBionandMoschus
andpartlybyMilton'sLycidas,KeatsislamentedunderthenameofAdonaiS,theGreekgodof
beautyandfertility,togetherwithotherpoetswhohaddiedyoung,suchasChatterton,Sidney,
andLucan.Hisdeathbedisattendedbyvariousfigures,bothallegoricalandcontemporary,
includingByron'thePilgrimofEtemity･'Shelley,theatheist,acceptsthephysicalfactsof
death,butinsistsonsomeform ofNeoplatonicresurrectionintheeternalbeautyofthe
universe,."."(OCEL718)
5 キーツの作品に関しては､代表作である ｢ギリシャの壷によせる歌｣("odeona

GrecianUm")にも描かれたように､彼は詩作においても美を追求したようであった｡

最終スタンザでは､美の表象である壷が､"Thanours,a丘･iendtoman,towhomthousay'st,
/'Beautyistruth,truthbeauty,'-thatisall/Yeknowonearth,andallyeneedtoknow"と美の

真理を語る有名な一節がある｡(Keats186)
6 ダンスの一種であり､諏訪優によると､｢1920年代は､大戦後のすぼらしい繁栄の

時代で､狂騒の20年代(ローリング･トウエンテイーズ)と言われるように､人々はジ

ャズにチャールストンに酒に賭博に熱中した｣とある｡(諏訪 124)

7ハヴロック(ChristineMichellHavelock)は､｢プラクシテレスが古典的ギリシャ芸術に
裸体のアフロディテという主題を導入したというだけではなく､彼の作品が後のギリ

シャ女神像に大きな影響を与えたということも広く受け入れられている｡それらの作

品はその後ローマに受け入れられ､そしてローマがそれを広く遠方まで流布したoこ

のようにして女性の裸体は､西洋塑造芸術の題材の主流となった｣と述べている｡(ハ

ヴロック10)裸のヴィーナスを扱った､代表的な絵画の一例として､ティツィアーノ

の 『ウルヴィーノのヴィーナス』を挙げる｡(図解②)

8 『ヴィーナスとアドウニス』の日本語訳は､ウイリアム･シェークスピア著.｢ヴィ

ーナスとアドクニス｣『シェイクスピア全集 8』福原麟太郎､中野好夫監修.本堂正
夫訳.東京 :筑摩書房､1967.201-31.を参考にした｡

9 ハイドは､ギンズバーグ､ダイシヤー(MarcelDuchamp,1887-1968)､キングストン
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(MaxineHongKingston,1940-)らをとおして芸術における ｢トリックスター｣(trickster)

と預言の関連性を論じながら､｢真実｣(truth)や｢美｣(beauty)を並べ､"Theartistmaytake
her[Kingston'S]songseriously,butherseriousnessisnotthesameasthatofthegodswhotry
tobindthetrickster.HersisathisIWOrldharmony,madebyatranslatorwhoknOwsthatthere
isnoflnallanguage,thatoncethetonguehasbeencutlooseitwillendlesslyInventnew

speech,newarticulationscomplexenoughtofittheshiftingscene.Wherethisartisticpractice

createsabeauty,itisa舟agileandperishbeauty."と述べている｡(TSm 312)

10｢ネィオミ｣という名前は､"Biblicalname(meaning̀pleasantness'inHebrew)ofthewise

mother-in-lawofRuth.ThenamehaslongbeenregardedastypicallyJewish,butrecentlyhas

beguntocomeintomoregeneraluse"と解説される｡(OxfordDicttonaZyOfFirstNames246)
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第三章 『アメリカの没落』(TheFallofAmerica,1972) - ｢渦｣の旅-

(1)｢渦｣のエネルギー

1 ポケット･ポェット･シリーズの 『アメリカの没落』にギンズバーグは､｢ウイチタ

渦の経典｣に関して､ H̀WichitaVortexSutra'(inPlanetNews,CityLightsBooks,1968)fits

insequencefollowing"HiwayPoesyLA-Albuquerque-Texas-Wichita"inthisbook"と述べ､

『鉄の馬』については､"ZyonHorse(CもachHousePress,Tronto,1973)fitsinsequenceatthe

beginningofthesectioǹZigzagBackThruTheseStates1966-1967日'と説明し､｢関係書物の

覚え書き｣("BibliographicalNote")として添えている｡

2 引用の､"oldmeansofhumanisticstorytelling,""non-conceptualepisodesofexperience,"

"includemoresimultaneousperceptionsandrelatepreviouslyunrelatedoccurrences"は､ギン

ズバーグの 『インドの日記』(ZndianJournals,1970)からの引用である.さらにヴェンド

ラーは､"Istilltendtoprefertheshorterpoems,becausetheyallowsomedrawlngOfbreath
forrelief&omGinsberg'sardentatlas.AndIlikebestthepoemswhereGinsbergISStillviSited

byevanescentfLashesofhishumor,toooftennowinabeyance."と続けている｡(MF)

3 本来は､絵から始まった芸術運動である｡"[A]naggressiveliteraryandartisticmovement
thatflourished1912115;itattackedthesentimentalityof19th-cent.artandcelebratedviolence,
energy,andthemachine.TheVorticists,dominatedbyyW.Lewis,IncludedPound,
Gaudier-Brzeska,thepaintersC･R.NevisonandEdwardWadsworth;theywereassociated
withT.E.Hulme,E.M.Ford,andsculptorJacobEpstein.Inthevisualartsthisrevolutionary
fervourwasexpressedinabstractcompositionsofboldlines,sharpangles,andplanes;the
VorticiststylewasindebtedtoCubismandFuturism,althoughLewismockedtheFuturist

obsessionwithspeed."(OCEL1045) 『ブラスト』に掲載された､ワッズワース(Edward

wadsworth,1889-1949)の絵､図解③参照｡
4 ギンズバーグは､コロンビア大の学生時代からパウンドの作品を読み､パウンドが

セント エリザベス病院(st.Elizabe仇Hospital)に入院中､会いたいと手紙を送ったほど

であった｡ギンズバーグはパウンドを ｢導師｣(gum)として尊敬しており､友人を介し

て 1967年にイタリアのスポレトで会うことができた｡シュマッカー(Michael

schumacher)はギンズバーグにとってのパウンドを､"GinsbergfoundhimlPound]fartoo
greataninfluenceonmodempoetrytobedismissedforhispolitics,nomatterhow

wrongh eadedtheyhadbeen.Pound'suseoftheideogram-thejuxtapositionorBee

associationofimages-hadbeenveryinfluentialonAllen'sownwork,andPound'sattention

tothetoneandpitchofvowelshadbroughtbackthesenseofnaturalmusicofpoetry,
inmlenCingGinsberg,Dylananda】-ostofotherS･AllensawPoundnotonlyasanimportant
memberinpoetry'Slineageoverthecentudesbutalsoasaguru,someonewhostillmighthave
somethingtoteach."と考察している.(Schumacher489)また､1969年に行われたインタ

ヴューでギンズバーグはパウンドについて､"IwasthinkingofPoundlastnight,seeallhis
closefriendsaredead.I'msurePoundusedtowritelinesthinkingwhatT.S.Eliotwouldthink
ofit,OrGaudier-Brzeska,orBrancusi,orBunting,alltheActivist-Vorticistwritershewas
talkingto."と語っている｡(SM199)ギンズバーグはパウンドをとおして ｢渦巻派｣の
存在を知っていたことを示している0

520世紀初頭､イタリアに興った芸術運動｡伝統的な文化･芸術を排撃し､スピー ド､
騒音など､機械文明のダイナミックな運動感覚の表現を重んじた｡未来主義｡

6 ｢イマジズム｣は次のように定義されている｡"[A]movementofEnglishandAmerican

poetsinrevoltfromRomanticism,whichflourishedc.1910117,andderivedinpartfromthe
aestheticphilosophyofT.E･Hulme.Itsfirstanthology,DesZmagistes(1914)editedbyPound,
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hadelevencontributors,‥..T九echaracteristicproductsor仇emovementaremoreeasily
recognizedthanitstheoriesdefinedl.theytendtobeshort,composedofshortlinesofmusical
cadenceratherthanmetricalregularity,toavoidabstraction,andtotreattheimagewithahard,
clearprecisionratherthanWithovertsym bolicintent.(Pound:'thenaturalobjectisalwaysthe
adequatesymbol.')"(OCEL499)

7当時の欧州は､芸術の変革期であり､絵画分野においてフランスではモネ(ClaudMonet,

1840-1926)やピサロ(CamillePissarro,1830-1903)らによる r印象派｣(Impressionism)が現
れたOそこから r立体派｣(cubism)をセザンヌ(PaulC6zanne,183911906)が主唱し､ピ

カソ(PabloPicasso,1881-1973)やブラック(GeorgesBraque,1882-1963)らがそれを最盛期
に導いた0

8 プラッドフォード･モロウ(BradfbrdMo汀OW)は､『ブラスト』の再版によせた ｢序文｣
("Foreword")の中で､｢渦巻派｣についてのパウンドとゴディェ-ル･プゼスカ(Gaudier

Brzeska)の定義を合わせてよく表したものとして､ヒュ一･ケナ一mughKenner)の定義
を引用している｡

9パウンドは『ブラスト』において､"Itlthevortex]represents,inmechanics,thegreatest
efficiency.Weusethewords̀greatestefficiency'intheprecisesense-astheywouldbeused

inatextbookofMECHANICS."と続けている｡(B1153)
10 メイキンは､パウンドが1950年代の文学運動に与えた影響を､㍑Poundnowbecame

therealliteraryparentoftwomajorrelatedmovementsofthe1950S:theBeatsandtheBlack

Mountainpoets."と述べている｡さらに､`̀TheytookPoundasateacherbecauseofthe
舟eslmessofhisapproachtotheartofwriting,whichaimedatrealcontactwithexperienceand
thought,andneverattheborrowingoftokensandimitationofsurfacesthatmadeupthe
"well-madepoem."Pound'swritingshadanoverwhelmlngin仇IenCeOnAllenGinsbergand

GarySnyderandmanyo也ersof血eirgeneration…"と､パウンドがギンズバーグに多大に

与えた影響について論じている｡(Makin19)
11 ヴェンドラーは､『アメリカの没落』における､特に ｢彼の人生の状況｣に注目し､

イェーツ(W.B.Yeats,1865-1939)､ステイ-ヴンス (WallaceStevens,187911868)との
類似点を挙げながら､"Balkedbytheroadblockofmiddleage,Ginsbergmarkstimearound
it,bafned,likeotherpoets,bytheerawhenpoetrythinsout,everythingisalreadyknown,and
everythinghasstoppedhappening."と考察しているo(REA)

12 ヴェンドラーは､ "ロ]tslTheFallofAmerica'S]naturalrivers,lnOuntainsandcoastlines,
itsman-madecities,superhighways,anddams,itsmedia",itssociallife...,itspolitical
activity…,itspoetsandmtlSicians‥.,itsmythology...,itsgraffiti,itsreligion",itsbanks,its
wars,itsviolence,itssecretpolice,itshistory,ItsSeasons-inshort,thewholeourcommon

life.Thistextofthecommonlifeiscrossed,lessoftenthanonewouldwish,withthetextof

thelifeofGinsberg."と､分析しているO(REA)
13ヴェトナムの統一をめぐる戦争｡1960年に結成された南ヴェトナム解放民族戦線が､
61年､北ヴェトナムの支援のもとに南ヴェトナム政府に対して本格的な抗争を開始し､
69年には臨時革命政府を樹立｡その間､63年にはアメリカが全面的に軍事介入したが､
73年の和平協定により撤退075年､サイゴンが陥落して南ヴェトナム政府は崩壊.翌
76年､南北ヴェトナムの統一が実現した｡しかしこの戦争が残した爪痕は､現在ヴェ
トナムのみならずアメリカにおいても多大な影響を及ぼしている0
14マリタ･スターケン(MaritaSturken)は､著書『アメリカという記憶』(TangledMemories,
1996)の中で ｢ベ トナム戦争に関する単一の正統化された歴史は､いまだ創られてはい
ない｡その理由のひとつは､ベ トナム戦争での敗北が表しているように､アメリカの
帝国主義､テクノロジー､男性性といったスタンダー ドなナラテイヴが崩壊 し た か ら
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であるOベ トナム戦争の歴史は､いまだに対立しあうなかで､手つかずなまま検討も

されずに放置されている特殊な要素が存在しているoそれは､戦争がアメリカ社会に

及ぼしている分裂的効果と､ベ トナム帰還兵たちが社会のなかでマージナル化されて

いるということである｣と述べている｡(スターケン 87)
15 ジョンソンは､『アメリカ人の歴史 第三巻』の中で､｢ヴェトナムでのアメリカの

悲劇がほんとうに進展しはじめたのはケネディとジョンソンの時代である｣という文

章で､｢泥沼のヴェトナム戦争｣という章を始めている｡(ジョンソン 390-91)

16 日本語訳は､ウォルター ･T･デイヴィス ･Jr.｢ヴェトナム戦争の物語｣『打ち砕
かれた夢- アメリカの魂を求めて』大類久恵訳.東京 :玉川大学出版部､1998.70-99.

を参考とした｡

17 ジョンソンは1961年の『ポスト』に掲載された､｢アメリカの威信はまさにヴェト

ナムの人民を共産主義による併合から守れるかどうかにかかっている｣という記事や､

1964年の 『タイムズ』に載った､｢われわれが (共産主義の勝利を否定するために)

いかなる軍事 ･政治的努力もいとわないことを示せば､共産主義者も現実を認識する

ようになるだろう｣という記事を例にとして挙げている｡そして､｢ところが 1966年

始め 『タイムズ』はジョンソンを見捨て､『ポスト』も1967年夏､これにつづいた｡

ほぼ同時にテレビネットワークは中立になり､以後ますます反対に傾く｣と述べてい

る.(ジョンソン 395-96)

18 マイルズは､暴走族である ｢地獄の天使たち｣(Hell'sAngel)が主体となっておこし
た､バークレーでヴェトナム戦争反戦運動に､ギンズバーグがケン･キージーらとと

もに参加したことを指摘している｡(Miles378)また､ギルモアは､ギンズバーグが反

戦運動にかかわった様子を､"Inthesummerof1968,GinsberghelpedtheYippiesorganize
Chicago'sFestivalofLife(alongwithAbbieHo丘han,JerryRubin,TomHaydenandmember
oftheBlackPanthers),inprotestoftheDemocraticParty'spromotionoftheViebamWarand
asarebuketoHubertHumphrey'scapitulationtotheparty'shawkishelements."と述べてい

る｡(Gilmore237)

19 キリスト教における､｢天軍九隊｣(Thecelestialhierarchy)の中の九天使中最高位に
あたる｡そのような､聖とされる俄天使を ｢金力｣とみなすことから､ギンズバーグ

の皮肉が感じられる｡
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第三章 『アメリカの没落』(TheFallofAmerica,1972)- ｢渦｣の旅-

(2)アメリカの没落

1 本章での 『アメリカの没落』の日本語訳は､アレン･ギンズバーグ.『アメリカの没

落』富山英俊訳.東京 :思潮社､1989.を参考とした｡

2 図解④のアメリカの地図を参照｡

3 "Longago,.-Coyotewasgoingalongandashecaneovertheblowofahillhesawaman
takinghiseyesoutofhisheadandthrowlngthemupintoacottonwoodtree.Theretheywould
hanguntilhecriedout,"Eyescomeback!"Thenhiseyeswouldretumtohishead.Coyote
wantedverymuchtoleanthisb'ickandbeggedandbeggeduntilthemantaughtittohim.
"Butbecareful,Coyote,"themansaid."Don'tdothismorethanfourtimesinoneday.""Of
coursenot･Wh ywouldIdothatrsaidCoyoteH..Wh enhehaddonethisfourtimes,he
thought,"Thatman'Sruleismadeforhiscountry.Idon'tthinkitapplieshere.Thisismy
country･"ForafiRhtimehethrewhiseyesintothetreeandforafi触 timehecried"Eyes
comeback!"Buttheydon'tcomeback.PoorCoyotestumbledaboutthegrove,humpinginto
treesandcrying.Hecouldn'tthinkwhattodo,andlaydowntosleep.Beforetoolong,some
micecamebyand,thinkingCoyotewasdead,begantoclipllishairtomakeanest.Feelingthe
miceatwork,Coyotelethismouthhangopenuntilhecaughtonebythetail."Lookupinthat
tree,BrotherMouse,"saidCoyote,talkingfromth esideofhismouth.''Doyouseemyeyesup
there?""Yes,"saidthemouse."Theyareallswo11en丘omthesun.They'reoozingalittle.Flies
havegatheredonthem."Themouseofferedtoretrievetheeyes,butCoyotedidn'ttrusthim.
"Givemeoneofyoureyes,"hesaid.Themousedidso,andCoyoteputthelittleblackball
intothebackofhiseyesocket.Hecouldseealittlenow,buthadtoholdhisheadatanodd

angletokeeptheeyeinplace･Hestum blediiomthecottonwoodgroveandcameuponBuffalo
tookpityonhimwhenheheardthestory,andofferedoneofhisowneyes.Coyotetookitand
squeezeditintohislefteyesocket.Partofithungout.Itbenthimdown tooneside.Thushe
wentonhisway."(TSMTW3-4)またハイドは､このようなコヨーテを ｢路上のトリック

スター｣([T]rickstersare"ontheroad'')とみなし､次の性質を指摘した｡"[T]ricksterisa
boundary-crosser.Everygrouphasitsedge,ItsSenseOfinandout,andtricksterisalwaysthere,
atthegatesoflife,makingsurethereiscommerce....Tricksteristhecreativeidiot,therefore,
thewisefool,thegray-hairedbaby,thecross-dresser,thespeakerofsacredprofanities.
...Tricksteristhemythicembodimentofambiguityandambivalence,doublenessandduplicity,

contradictionandparadox."(TSM7W7)ハイドは､芸術におけるこのような rトリックス
ター｣の表象を論じている｡

4 イギリスの詩人o『多幸の国』(mepolyl0lbion,1612,22)とは､"[T]hemostambitious
workofDraytonJtwaswrittenbetween1598and1622andconsitsof30̀Songs'eachof
300-500lines,inhexametercouplets,inwhich血eaumorendeavourstoawakenhisreadersto
thebeautiesandgloriesoftheircountry.Travellingfiomthesouth-westtoChester,down
throughtheMidlandstoLondon,upthewasterncountriestoLincoln,andthenthrough
LancashrineandYorkshiretoNorthumberlandandWestmorland,hedescribes,oratleast
enumerates,theprincipaltopographicalfeaturesofthecountry,butchienytheriversand
rivulets,intersperslngintheapproprlatePlaces,legends,丘agmentsofhistory,Cataloguesof
Britishsaintsandhermits,ofgreatdiscoveresofbirds,fishes,andplantswiththeirproperties.
Thefirstpart,published1612-13,wasannotatedbySelden.Theword'poly-oblion'(斤omthe
Greek)means̀havingmanyblessing'."とあるように､国と旅を主題とした点で 『アメリ
カの没落』との類似点が多い.(OCEL802)

5 ｢擬人法｣(personification)."[A]figureofspeechortropeinwhichaninanimateobject,
animatenonl1uman,Orabstractqualityisgivenhumanattributes.Personificationisparticularly
associatedwithliterary,especiallypoetic,language"(Ds294)
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6 ニール ･キヤサディと語り手は､デンバーで出会っている0㍍NealbominSaltLake.

DiedinSanMiguel,metinDenver/livedinDenver-I,491"
7 ヴェンドラーは､"AfterEuropeandIndia,aftertheOrient,whatislefttodobuttocome

backtoAmerica,…"と述べている.(Rl;A)

8 ハイドはコヨーテを ｢預言的トリックスター｣(theprophetictrickster)と呼び､｢シャ

ーマニズム｣(shamanism)の観点から論じているO"[A]lookatCoyoteasashaman-with-a
differencecanbringusbacktotheearlierpointaboutarevelationoftheplentitudeotherwise
hiddenbehindconventionalform."(TSMTW293-97)

9 ｢修辞的疑問｣とも呼ぶ｡"Thisisaquestionwhichdoesnotexpectananswer,sinceit
reallyassertssomethingwhichisknowntotheaddresser,andcannotbedenied.Itisthusthe
equivalentofastatement,oftennegatives-..Inclassicaloratory,asinpublicspeakingstill,
rhetoriCalquestionswereusefulaspersuasivedevicestoappealtotheliteners'reason;as
emotivedevicestosuggestthespeaker'soutburstofnaturalfeeling.''(Ds346)
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第四章 ギンズバーグのリズム ー ｢息｣の詩人-

(1)ギンズバーグの長息詩行

1 タイテルはルイスを､比aconseⅣativeliberalカと呼び､ケルアックによるルイスの考察､

"Louisrepresentedhatefulsanity,andthatbyplayingthemadman,thesoncouldsomehow

justifyhismother."を引用している.(Tytel181)
2 タイテルは､ギンズバーグが詩作を始めた初期の段階において､ルイスの影響が多

大であったことを指摘し､当時の二人の関係を､`̀HislGinsberg'S]father'scriticism
undoubtedlycontributedtohisuncertainty･LouisGinsberghadwrittenandlovedpoetryallof

hislife,hodestlyfashioningadecorous,conventionalversesb,le."と分析しているo(Tytel1
82)

3 タイテルはルイスのことばに対して､"Thepatemaladviceonprosodywasalsointended

toprotecttheson舟omotherpossibleexcesses."とコメントしている｡(T5,tell82)
4 "TheRedWh eelbarrowH

somuchdepends
upon

aredwheel
ba汀OW

glazedwithrain
water

besidethewhite

cllikens(Williams224)
金関寿夫は､ウイリアム･カーロス･ウィリアムズを ｢(他のイマジズムの詩人よりも)

詩的資質の ｢視覚性｣という点ではもっと徹底していた｣とし､｢抽象対念や論理では

なく､イメジという視覚的なもののもつ瞬間的な啓示力､情緒喚起力に頼った点､他

の誰よりも "apainterinwords"だった｣と考察している｡また､｢赤い手押し車｣を ｢純

粋にImagistpoemと見ることも出来るし､わが俳句に比致することも可能であろう｡
すなわち ｢じつに多くのものが｣まさしくこれを読む人の想像力に ｢かかっている｣

からである｣と評価しているO(SixteenModernAme7･icmlPoets186-87)

5 シュマッカーは､ギンズバーグがウィリアムズから受けた影響をギンズバーグのコ

メントを引用しながら､"Ginsbergwasimpressedbythis【William'S]approach.Ashe
explained,'Hewastryingtoadapthispoetryrhythmsoutoftheactualtalkrhytlm sheheard
intheplacethathewas,ratherthanmetronolheorsing-songarchaicliteraryrhythmshe
wouldhearinaplaceinsidehisheadfromhavingreadotherwritings.Isuddenlyrealizedhe
wasinventingoutoftheactualgroundofRutherford,NewJersey,adifferentbody-speechand
thatanythinghesaidwasabsolutelynatural,anddidn'tviolatehumanbeingtalk,didn'tcome
舟omanothererabutcamedirectly舟omthegroundthathestoodon.='と考察している｡
(Schum acher124125)
6本章でのギンズバーグの詩の日本語訳は､アレン･ギンズバーグ.『ギンズバーグ詩

集』諏訪優訳.東京 :思潮社､1991.を参考とした0

7 ギンズバーグは ｢吠える｣を発表した直後､リチャード･エバ-ハートに当てた手

紙の中で｢吠える｣について解説し､詩形について､"TheLongLinelusecameafter7yrs.

workwithfixediambicrhyme,and4yrs.workwithWilliams'shortline丘eeform-whichas

youmustknowhasitsownmadru1es-indefinablethotheybeatpresent--Thelongline-
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youneedagoodearandanemotionalground-swellandtechnicalandsyntacticaleasefacility
anda舟eedomof"esprit"todealwithitandmakeofitanythingsignificant.An dyouneed
somethingtosay,I.e.Clearrealizedfeelings.Sameasany&eeverse.Thelinearetheresultof

longthoughtandexperimentastowhatunitconstitutesonespeech-breath-thought…"と説明

し､｢長い詩行｣の意味を述べている｡(How1153)また､1974年にナロバ大学paropa

lnst血te)で行った ｢魂の詩論｣(spirihlalPoetics)の講義で､詩と ｢息｣の関係について

次のように述べている. "[P]Oetrybecomeslessintellectualorverbalandalsobecomes
physiologicalthing.Somethingwhereyouactuallyuseyourbody,useyourbreath,useyour
Rillbreath….We'rebeginnlngWithconsiderationsofbreath,considerationsofvowel,and
relationbetweenvowelandintelligence,Vowelandsoul,-andhowtheseareconnectedto

thebreath."(CT106-108)

8 ギンズバーグは､タイテルの指す ｢自己暴露｣に対し､｢赤裸々｣(nake血ess)という
ことばをあてた.タイテルはギンズバーグの ｢自己暴露｣の効果を､"Themovementin

GinSberg'spoetryisfromanintenseassertionofpersonalidentitytoamergerwithlarger

forcesintheuniverse.Theensuringtensionbetweentheproclamationofself-evidentina

poemlike"America"-andaninsistenceuponman'Seternalplaceintimecreatesacentral

dialecticaloppositioninGinsberg'spoeby."と分析する｡(Tylel118)

9 ｢カット アップ｣について､スカール(Je甘ieSkerl)は､"Thecut-upisamechanical
methodofjuxtapositioninwhichBulTOughsliterallycutsuppassagesofprosebyhimself"で

あり､バロウズのr麻薬中毒の疑似体験｣(pseudoscienceofaddiction)と関連する｡また､

芸術家としてのバロウズにとっては､ "[T]hecut-upisamethodofinspiration,invention,
andarrangementwhichredefinestheworkofartasaprocessthatoccursincollaborationwith
othersandwhichisnotthesolepropertyofartists"と分析している｡(DLB161157)スカール

はさらに､バロウズの『裸のランチ』を論じる際､''Theuseofimprovisationsuggeststhe
inmlenCeOfKerouac,whocomparedhisprosetoJazz,andtheuseofjuxtapositionparallels
Ginsberg'suseofteclmiqueinHowl･LikeBurroughS,KerouacandGinsbergsoughttoexpand
consciousnessthrough travel,sex,drugs,andnewliteraryforms"と､バロウズとケルアック､

ギンズバーグに共通する､創作に対する態度を考察している｡(DLB16-156)

10 タイテルは ｢カット･アップ｣が言語に対し試みた点を､ "lI]spartofanattemptto
restructurethegrammarofperception;thenewlinguisticorderthatBurroughsinventsinitiates

theBeats'assaultontheconditioninginfluencesoflanguage."と指摘する｡(Tytell14)

11 バーンズはバロウズの ｢カット･アップ｣を定義しているO(BtlmS339)

12 ギンズバーグは ｢詩行を切るべき場所をいかに見極めるかとい う質問｣(The

questionishowtofigureoutwheretobreaktheline)に対し､次のように答えているO
"lT]hemind-breaksthatyougothrough,incomposingarethenattlralspeechpausestoo,or
areidenticalwithnaturalspeechpausestoo,0rareidenticalwithnaturalspeechpauses:after
all,naturalspeechpausesindicatemind-breaks.Thisisareallyimportantpoint.Thoughthe
naturalspeechpausesorbreathstops,linestops,andendstopsmightnotfitthewayitwould
soundifsomeonewereperorating."(CT19)
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第四章 ギンズバーグのリズム ー ｢息｣の詩人-

(2)｢息｣のエネルギー

1マイルズは 『アレン･ギンズバーグ』の中で､"OnJanuary26,theVolkswagenbusset
offtodiscoverAm erica.Peterdrove,JuliusandStevensatintheback,whileAllen,inthe&ont,
heldhismicrophoneandrecordedimpressionsastheytraveled.TheyheadedeastforSam

Bemardino,withNelsonEddysinglng"Oh,Wh ataBeautifulMoming"onthetinnycarradio,
followedbynewsofthewartThepoetrynotationstapedonthetripbecame''HiwayPoesy:
LA.-Albuquerque-Texas-Wichita,"pubulishedinTheFallofAmerica."と述べているO
(AG383)
2 区】解⑤の絵が挿入されている｡

3 1962年結成のイギリスのロックバンド｡レイ･ディビス(RayDavis,1940-2005)など｡
4 フレディ･マーキュリー(FreddieMercury,1946-91)oイギリスのロックバンド ｢クイ

ーン｣(queen)のヴォーカリスト｡

5 グレイル ･マーカス(GreilMarcus)はこれらの音楽について､"Wh etheryouhearthe
poemonthepage;OnGinsberg'sfour-CDset,HolySoulJellyRoll,asGinsbergm
stand-upICOmedydragrecitedthepiecetoalaughingBerkeleyaudiencein1956;oras

collectedonthethree-CDsetTheBeatGeneration,i-''と述べているo(Marcus)
6 ｢コラージュ｣(collage)O"Apictorialteclmiqueinwhichphotographs,newscuttings,and
othersuitableobjectsarepastedontoanatsurface,oftenincombinationwithpainted
passages(collerisFrenchfor'togum').Longpopularasaleisure-timeoccupationforchildren
andamateurs,itflrStbecameanaccreditedartisticteclmiqueinthe20thcent.,whenitdrewits
mainmaterial舟omtheproliferationofmass-producedimagessuchasnewspapers,
advertisements,Cheappopularillustrations,etc･Cubistswerethefirsttoincorporatereal
objectssuchaspleCeSOfnewspaperintotheirpictures,0RendeliberatelyglVlngthemadual
functionbothastherealthingstheywereandascontributingtothepictureimage."(ODA127)

7 ｢立体派｣とも呼ぶ(cubism)｡"Movementinpaintingandsculphlre,recognizedasoneof
thegreattumingpointsinwestemart･ItwasorlglnatedbyPicassoandBraque....Cubism
madearadicaldepartureaomtheideaofartastheimitationofnaturethathaddominated
Europeanpaintingandsculpturesince也eRenaissance.PicassoandBraqlleabandoned
traditionalnotionsofperspective,foreshortenlng,andmodeling,andaimedtorepresent
solidityandvolumeinatwo-dimensionalplanewithoutconvertingthetwo-dimensional

picture-space."(ODA144)『アメリカの没落』には ｢コラージュ｣も見受けられ､｢立体

主義｣の要素あるといえよう.また､ギンズバーグはセザンヌ(PaulCezanne,183911906)
にコロンビア大学時代から興味があり､1965年の 『パリ･レヴュー』のインタヴュー

の中で､｢吠える｣とセザンヌについて言及しており､"Thelastpartof"Howl"wasreally

anhomagetoartbutalsoinspecifictermSanhomagetoC62anne'smethod,inasenseI

adaptedwhatIcouldtowriting;butthat'saverycomplicatedmattertoexplain.Except,

puttingitveryslmply,thatjustasCezannedoesn'tuseperspectivelinestocreatespacebutit's
ajuxtapositionofonecoloragainstanothercolor(that'soneelementofhisspace),so,Ihadthe
idea,perhapsoverrefinedthatbyunexplainable,unexplainednonperspectiveline,thatis,
juxtapositionofonewordanother,agapbetweenthetwowordswhichthemindwouldfillin
withthesensationofexistence}'と､詩作の際絵画の技法を取り入れていることがわかる｡

(sM30)セザンヌとは､"Frenchpainter,withGauguinandvanGoghthegreatestofthe
Post-Impressionistsandakeyfigureinthedevelopmentof20th-cent.art....Sincehisdeath
hisreputationhasincreasedamongcriticsandarthistoriansandhehasexercisedanenormous

influenceon20th-cent.art,mostnotablyonthedevelopmentofCubism."という説明が指し
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示すように､｢立体派｣に多大な影響を与えた画家であるo(ODA112)

8福原麟太郎は ｢渦巻派｣の定義の難しさを述べ､｢WyndhamLewiS風のCubism｣と
も解説しているO(福原､｢序文｣『タ-』xiv)

9 ガシオレックは 『ウィンダム･ルイスとモダニズム』の中で､｢渦巻派｣が当時誕生

した芸術運動との相違点を強調し､''[Ⅰ]tlBlasf]assertedastronggroupidentityasawayof
differentiatingVorticism&omcompetitorgroups,emphasizedthemetropolitannatureof
modemity"I.Vorticismwasdefinedinoppositiontocompetitortendenciesandinrelationto

movementsthatwerereviewedsym pathetically,suchasCubism}'と述べている｡(Gztsiorek
14)
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終章

1 -レン .ヴェンドラーはギンズバーグと､ロバー ト･ローウェル(RobertLowell,

1917-77)や､ア ドリエンヌ･リッチ(AdrienneRich,1929-)らを挙げて､H【I]nnuencingpoets

moreforma)thanhe,suchasLowellandRICh"と論じている｡C4G271)
2 トリギリオは ｢息｣について､"BreathisasacredlocusofactlOninBuddhistmeditation

practlCeandlSSlgnlficant,too,intlleWestasetymologicalrootofthewordspL'rL't(whichof

coursecomes斤omLatlnSPL'rEtuS,for"breath")Mと解説し､東洋､西洋､両者における ｢息｣

の重要性を述べている.(AGBP9)

3 トリギリオは､"【0]n】ythroughanunderstandingofhlS[Ginsberg'S]maturationas
BuddhistcanWeconsiderthescopeofhiscareerlndetal1.1tlSimportantthatwordssuchas

struggleandmaturationareusedinthlSCOnteXtinthisbook."と､ギンズバーグと仏教の密接

な関係を指摘している｡ (AGBPxi-xii)
4 トリギリオは､ギンズバーグの中の仏教の要素と､父親のルイス ･ギンズバーグの

-プライ的要素を比較し､"Ginsberg'sconceptionofhimselfasanAmerlCanBuddhist

poet-prophetemergedfromaproductive,tangledconf)uenceofLouis'sauthorityasfatherwho

bestowedtheHebraictradjtlOnOnhissonandofLoulS'sinf一uenceaspoet."と論じている｡
(AGBP13)

5 ｢ブラック･マウンテン派｣(BlackMountainC811ege)とは､"[E]xperimentalliberalarts
institution,nearAsheville,N.C,founded(1933)bydissidentfacultyandstudentsofRollins
College(Florlda)forinnovativeandlmPrOviSorylearnlngAIthouthitfoundered(1956),its
teachers,ir)eludingJosefAIbers,andltSJOurnal,TheblackMountainReview(1954-57),hada

greateqectfarbeyondItsCampus."とされている.(OCAL70)｢投影詩｣とは､"HISlCharles
OIsorL'S】ProjectlVeVerseconceivedofthepoemasan"oldfield"throughwhichenergymoves

fromitssourcetothereader,themeasurebeingbasedonthebreathofthespeaker-poet"と定

義される｡(OCAL489)

6 アメリカ先住民､特にプェプロインディアン(Pueblo)にとって ｢呼吸｣(breathing)と

は､"Aritualinwhichapersonexhalesone'sbreath,slgnifyingawish,aprayer,andan

exceptlOnthatthepowerwillbemagnified.ApersonpetitlOnlngamedicinemanforacurlng
ritualoranysocietyformembershiputtersaprayerrequestandblowshisorherbreathona
packetofcomrnealbeforesendingittothesocietyhead.PeoplegetpowerandblesslngSfrom

varioussacredobJeCtSby"inhallng山ebreath"fromthem."である.(E71CyClopedt'aofNal1-ve

AmerL'canRelLgEOnS,29-30)

7 志村正雄は､ギルの著作からネッァリック族のオーピンガリック(Orpinga)ik)の言葉､
｢どのくらいの数の詩が私にあるのか､わからない｡そういうものを数えていないの

だ｡人生は､喜びや悲しみが､歌いたくなる気持ちの生じるまでに感じられるときが

たくさんある｡だから私には多くの詩があることしか私は知らない｡私の全存在が詩

なんだ｡息をするように歌うのだ｡･･･私には息をするのが必要であるのと同じに､

歌うことが必要だ｣を引用L r息｣と詩の関係を説明している｡(志村､『神秘主義と

アメリカ文学』165-67)
8新倉は同様に､｢ホイットマンのこのような包括的なデモクラティツクな詩の態度は､
その技法にこだわらない詩風とともに､アメリカ詩の新しい象徴となりました｡第一

次大戦後のカール･サンドバーグ(carlSandburg,1878-1967)や､今日のアレン ･ギンズ
バーグ(AllenGinsberg,19261)などは､意識的にこの大衆詩人の詩風を踏襲しています｣
と述べている｡(新倉15)ギンズバーグにあるウイリアム ･ブレイク要素を､｢ルイ ･
シンプソンは ｢ダンは終わった､ブレイクぽんざい !｣とこの詩的風潮の交代を要約
しています｡そういう新しい主観主義的な風潮のなかで､最もブレイク的であったの
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は言うまでもなくギンズバーグ｣と述べている｡(新倉53)

9 ヴェンドラーはまた､HInseekingoutanauthenticvoICeforhlmSe)flGinsberg'sself】
(afterayouthfulperiodofLmitatingMarvellandDonne),hefoundwlthexhilarationthe

proletariangroundclearedbyWilllamS"と指摘している. (IIBCAP6)

10 ギンズバーグは､インタヴューで､ブレイクの声を聞いた時のことを､"[S]uddenly
Irea]izedthatthepoemlAl1Sun-f]ower!]wastalkingaboutmeLI‥heardaverydeepeartJlen
gravevoiceintheroom,whichIimmediatelyassumed,Ididn'tthinktwice,wasBlake'svoICe;
itwasn'tanyvoicethatIknew,though lhadprevlOuSlyhadaconceptionofavoiceofrock,in

apoem,someimagelikethat-OrmaybethatcameaRerthisexperlenCeHと語っている｡(JuG
122)
I1 ポーチュギは続けてブレイクのヴィジョンについて､"¶evislOnS,lntum,Shouldbe

understoodasthepointofdepartureforhISlGinsberg'S]studiesofconsci?usnesslOutof
visionaryeXPerlmentS,GLnSbergemergedwithmanyoftheprlmarytheorleSandpracticesof
hlSPOetlCS."と述べ､ギンズバーグとブレイクの関係の必然性を論じている｡(Po仙ges4)

I2 トリギリオは､…ForBlake,H.D.,andGinsberganexcessofreasondomlnatesthe

eplstemeofeachpoet'sparticularera,andthlSexcessisleg]bleasaformofemplre-buHdingM

ブレイク､H.D.ギンズバーグらの共通点を指摘しているo(SR414)
】3 奥田は､光と闇の関係について､｢神は光であるが､この光は無限なる絶対者の光

である｡いわば人間の目に極度に強い光線をあそれば､目が臨んでこの光を逆に闇と

感ずる｡神には目旺く暗黒がある､と神秘思想家がいうのはこうした状態を表すもの

でる｡聖略の形象であるO･.･否定による認識により､絶えず r無｣と格闘しながら

神の光を感受するアンテナごときのものであり､思惟の及ばぬ深み､深淵の世界の体

験なのである｡｣と述べている｡(奥田､｢解説｣『不可知の雲』 232)
14 グラスマンは､ギンズバーグの詩について､ "GlnSberg'Spoetryisthepoetryofa

terminalculturalsltuation･ItisaJewIShpoetrybecausetheJewistheprlmeSymbollC

representatLOnOfmanoverthrownbyhistory."と述べ､詩におけるユダヤ性の意義を論じ

ている.(Grassman)

15 ラマザー二は､｢カディッシュ｣のネィオミの裸の場面についてさらに､"Mouming

asareturntoandseparation氏.omparentalorlgnSisalsothepsychologlCa日mpetusof
Ginsberg'selegyforhismother,KaddLSh..Alluredbutrepe)ledbytheunconcealedbody,
GinsbergpullsbackafterthismostIntimatesceneoftheelegy;hehastilydivesunderthecover

ofritual,1nterjectinghisonlyHebrewquotationfromtheKaddish."と論じている｡(RamazAni
252)
)6 ハンガーフォー ドは､ HBytransformingwordsintovibratlOnSGinsberggivesusone
falr]ystra)glltforwardexarnp]ewhatitmightmeantomakemantTaOfAm ericanlanguage.
OtherpoemsinTheFallofAmerlca:PoehsofTheseStates,196511971(1972),make

languageintomantrathroughactualsoundthanthroughcompositlOnalmethod"と､ギンズバ

ーグの詩作の特徴を指摘している｡(Hungerford)

)7マイルズは世界各国の具体的な都市名を列挙し､H[T]heclrCleofwritersandpoets
surroundingSimonVinkenooginAmsterdam,thegroupInvo一vingCarlWeissnerandUdo
BregerinGermany;MiguelGrlnSberg'SEcoConEemporaneogroupinBenosAires,SergLO
Mondrag6nandtheEIComoEmplumadofolksinMexlcoCity;PradipChoudhuriandthe

writersoftheHungryGenerationinCalrutta."と､｢ビー ト｣の広範囲に渡る影響を述べて

いる｡(β〟6)

I8タイテルは､ギンズバーグの"GinsbergcaHed"Howl"his"originalblowforfreedom''

というコメントに対し付け加えている｡(Tytell104)19シアドウ(MattTheado)は､DLB第237巻の 『ビー ト』(TheBeals)の ｢序文｣
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("IntroductlOnM)の冒頭において､ホリス･アルバー ト(Hot)1SAIpert)の "I,forone,amstill
notconvincedthatthebeatsexist.Theymay,.havebeen)nventedbyLlfemagazine,orby

someenterprisingcoffeeshopowners"ということばを引用し､最後の段落では対照的に､
…IJlretrospecttheBeatwriters'culturalrebelllOnSSeemtame,aSmanyOfthe)ronce-feared
featuresaremoreorlessacceptedaspectsofmodernlife:mlXlngOfraces,relaxationofsexual

mores,homosexuality,nonconformlty,evenlongha】randbeards."と､｢ビート｣が定着しつ

つある現状を語っている.(DLB237xv-xx)



Abbreviations

1,Ginsberg'sworks

BB Foreword.TheBeatBook,PoemsandFF'cfionsoftheBeatGeneratLOnEd.

Am eWaldman.1996.

CT ComposedontheTongue.Ed.DonaldAllen.1994.

Howl Howl.Ed.BarryMiles,1995_

JEFES .lournaIs･EarlyFljiLeS,EarlySはtL-esEd.GordonBall,1977.

JMF Journals'Mid-Flfties1954-1958.Ed,GordonBall.1995.

SM SpontaneousMind.SelectedlntervL'ews.195811996.Ed.DavidCarter.

2002.

2,Otherworks,periodicals,generalreferences

BI Blast1Ed.Wyndham LewiS.1997.

B2 Blast2Ed.Wyndham Lewis.1993.

DLB16-1 DictionaryofLEteraryBLOgraPhy.TheBeatsLiteraryBohemiansL'n

PostwarAmerL'ca.Vol.16-1.Ed.Am Charters.1983.

DLB237 Dicl10naTyOfLL'tef･aryBLOgraPhy TheBeats,aDocumenfayyVolume
Vo1.237.Ed.MattTheado.200l.

IMG Hyde,Lewis,ed･OnthePoetryofAlLenGtnsberg1984.

TSん打W -一一.TrlCkyterMakesThtsWorld.2008.

AG Miles,Barry･AllenGz'nsbergaBLOgraPhy1989.

BH --.TheBeatHotel2000.

PL Milton,Jolm.ParadiseLost1998.

0CAL TheOxjTo7dCompaniontoAme7･icanLILeratureEd.JamesD.Hart.

1995.

0CEL TheOxfordCompaniontoEnglL'shLLterafure･Ed.MargaretDrabble.

1995.

0DA TheOxjTordDL'cfionaryofArlEdlanChilvers,andHaroldOsbome,
1997.

0ED TheajTordEnglishDicl10nary.2nded.1989.

Shakespeare Shakespeare,William ."VenusandAdonis.MThePoemsEd.JohnRoe.

2007.

AGBP Trigilio,Tony･AllenGlnSbergよBuddhlSlPoetics2007.
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SFA -･HStrangeProphecleSAnew=･RereadingApocalypseinBlake,H D,

andGinsberg2000.

MWH Vendler,Helen･"AllenGinsberg･"TheMusicofW71alHappens1988.

HBCAp -Jntroduction･ThellarvardBookofContemporaryAmericanPoetry.

EdbyHelenVendler.1985.

SS -･粥TheReversedPietA:AllenGinsberg'S̀Kaddish･='SoulSaysOn

RecentPoetry1995.

Rlu -･"AllenGinsbergConsidersHisCountryandHimself."Rev,ofThe

FallofAmerL'ca,byAllenGinsberg.1973.

RSrP -I-･uAmerlCanX-rays.nRev･ofSelectedPoems194711995,byAllen

Ginsberg.1996.

DS Wales,Katie.ADictionaryofSoIL'slics.2001.
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図解②　LA "Venere di Urbino"　Tiziano Vwcellio
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